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２・６ 機能性香料

香料および香辛料、生薬、ハーブ、各種天然精油類など（以下、香料関連物質とい

う）は、従来から賦香の目的で使用されているが、香料および香料関連物質の中には

香り以外の属性（以下、機能性と呼ぶ）を有していることが多く、その機能性が次々

と発見されている。

例えば、殺菌・抗菌・防菌・防カビ、酸化防止、日持ち向上、誘引・忌避・フｴロ

モン、殺虫、養毛、紫外線吸収、冷感・温感、アロマテラピー、消臭・防臭・脱臭な

どの様々な機能性がその例である。この項では、これらの機能を有する香料および香

料関連物質を「機能性香料」と呼ぶことにする。

香り以外に上述のような機能性が新たに発見されたとしても、それ以前に香料およ

び香料関連物質が香粧品、雑貨、飲食品などの調合香料の素材として使用されていた

事実が証明できれば、香料としての使用が原則として妨げられないことはいうまでも

ない。

２・６・１ 殺菌剤・抗菌剤・防腐剤・防カビ剤

（１）目的

殺菌剤、抗菌剤、防腐剤、防カビ剤は、細菌や酵母、糸状菌などの様な微生物を殺

すか、あるいは成長を抑制、停止させる目的で使用されている。一方、天然精油、合

成香料、香辛料、ハーブなどの香料及び香料関連物質の中には、上記の作用を有する

ものが多数あり、これらは賦香の目的以外で使用されることがある。

（２）殺菌・抗菌・防腐・防カビに使用される主な香料並びに香料関連物質

① 表－１に殺菌・抗菌・防腐・防カビの効果のある代表的な精油を、表－２に代表的

な合成香料をそれぞれ示す。表－１は左の欄より、香料名、対象微生物名、使用対象、

参考文献、表－２は香料名、対象微生物名〈使用対象〉、参考文献である。

② 使用方法

（２）の①であげた香料は単独で、もしくは２種類以上混合して使用される。これ

らの使用対象物への添加率は、それぞれの場合で期待される効果に応じて任意に加減

される。

また、これらの香料および香料関連物質を香粧品、食品、雑貨類などに使用する場

合、これらの香料類および香料関連物質をそのまま、あるいは通常香料の溶剤として

用いられているエタノールのごときアルコール類、プロピレングリコール、グリセリ

ンなどのごとき多価アルコール類、植物油などを用いて溶解した溶液状；また同じく

アラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エ

ステル類、ショ糖脂肪酸エステル類などで乳化した乳化状；またアラビアガムのごと

き公知の天然ガム質類、ゼラチン、デキストリンなど、通常香料の賦形剤として公知
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のものを用いて被覆させた粉末状；また、必要により公知の界面活性剤、例えばアニ

オン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを

用いて可溶化（分散）した可溶化状（分散状）；あるいは公知のカプセル化剤で処理

して得られるマイクロカプセルなど、その目的に応じて任意の形状を選択して用いら

れる。

さらに、サイクロデキストリンなど公知の包接剤に包接して、上記香料類を安定化

且つ徐放性にしてその効果を持続させる方法もしばしば用いられる。

なお、これらの香料を添加することにより、その製品に期待される本来の機能ない

し性能や、安全性、嗜好性などが損なわれないようにすることが必要である。

③ 製法

上記香料類は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留あるいは抽出

（極性・非極性溶媒）、超臨界抽出など任意の手段を採用して製造される。

（３）特徴

上記の香料並びに香料関連物質は、従来からフレーバーやフレグランスの調合素材

として使用されているものであって、一般にその安全性は高く、また殺菌、抗菌、防

腐、防カビなどの作用と賦香の両方を目的として食品、香粧品、雑貨類などを中心に

幅広い分野の製品に使用できる。また、通常殺菌、抗菌、防腐、防カビ剤として使用

されている公知のもの、例えばジンクピリチオン、パラベン、イミダゾリジニルウレ

ア、トリクロサンなどと併用した場合、その効果を一層高めることが出来る可能性が

ある。

各種製品（香粧品、飲食品、雑貨類など）にこれらの香料および香料関連物質を添

加する場合、各種製品に使用されている調合香料あるいはその他の添加剤、原料など

に対して官能的（嗜好性）あるいは物理・化学的（着色、沈殿、着濁、酸化、還元、

異性化、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択する必要がある。

これらの公知の香料および香料関連物質は、殺菌・抗菌・防腐・防カビなどの作用

が発見される以前から、香粧品、飲食品、雑貨などの調合香料の素材として、その１

種または２種以上を、その嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関

連法規に照らして）されてきたものであり、香料としての使用において上記作用も同

時に発揮していたものであるから、上記作用の発見により調合香料としての使用が、

原則として制限されるものではない。
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表－１ 殺菌・抗菌・防腐・防カビ等の効果のある代表的な精油

精油名 対象微生物名 使用対象 参 考 文 献

ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ ﾎﾞﾂﾘﾇｽ菌 N.Kurita et al.,Agric.Biol.

Chem.,43, 2365(1979)

ｵﾘｶﾞﾅﾑ Ustilago avendze J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,250(1958)

ｵﾚﾝｼﾞ Bacillus subtilis, ﾚﾓﾝより有効 M.S.Subba et al.,J.Food Sci.,

Lactobacillus plantarum, 特に食品 32,225(196 7)

Saccharomyces cerevisiae (魚肉ｿｰｾｰｼﾞ

等)の防腐剤

ｶｼｱ Streptococcus mutans 虫歯の予防 特開昭59-175410、同59-17544

ｸﾐﾝ カビ類 食品のﾈﾄ防止 森、New Food Industry,

19(3),1(1977)

ｸﾛｰﾌﾞ ボツリヌス菌 A.A.Ismaiel et al.,

J.Food Protection,53,755(1990)

ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ カビ類 J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,250(1958)

ｼｿ ショウユのカビ 木下､醸造試験報告､81,792(1920)

ibid.,87,561(1922)

ｼﾄﾛﾈﾗ Streptococcus mutans 虫歯の予防 特開昭59-175410、同59-17544

ｼﾅﾓﾝ Bacillus菌 L.B.Bullerman et al.,

J.Food Sci.,42,1107(1977)

ｼｮｳﾌﾞ Candida albicans, M.P.Goutam,R.M.Purohit,

Aspergillus niger Riechst.Arom.Koerperpflegm.,

24(8),230(1974)

ｾｰｼﾞ 酵母 上田、日食工誌、29(2),49(1982)

ｾﾞﾗﾆｳﾑ カビ類 岡崎、薬誌、70,57(1950),

ibid.,74,174(1954)

ﾀｲﾑ Trichophyton J.C.Maruzzela et al.,

mentagrophyles J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,250(1958)

ﾃﾞｨﾙ Streptococcus mutans 虫歯の予防 特開昭59-175410、同59-17544

ﾄﾘｰﾓｽ Corynebacterium mimu., 沢野、J.SCCJ.,29(3),(1993)

Arthro sp.,Staphylococcus

aureus

ﾋﾊﾞ Streptococcus mutans 虫歯の予防 特開昭59-175410、同59-17544



ﾋﾟﾒﾝﾄ ボツリヌス菌 A.A.Ismaiel et al.,

J.Food Protection,53,755(1990)

ﾌｪﾝﾈﾙ カビ類 岡崎、薬誌、70,57(1950),

ibid.,74,174(1954)

ﾍﾞｲ 植物病原菌、木材腐朽菌に Plant Desease Reporter,

属するカビ類 43,1143(1959)

ﾍﾞﾁﾊﾞｰ カビ類 岡崎、薬誌、70,57(1950),

ibid.,74,174(1954)

ﾍﾟﾆｰ グラム陰性菌 J.C.Maruzzela et al.,

ﾛｰﾔﾙ J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,294,471(1958)

ﾍﾟﾙｰ グラム陰性菌 J.C.Maruzzela et al.,

ﾊﾞﾙｻﾑ J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,294,471(1958)

ﾕｰｶﾘ 細菌類 J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,294,471(1958)

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ カビ類 岡崎、薬誌、70,57(1950),

ibid.,74,174(1954)

ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ カビ類 J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,47,250(1958)

ﾚﾓﾝ 細菌類 高砂香料時報

旧 No.1､5(昭和3年)

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ グラム陰性菌 J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,45,378(1956),

ibid.,47,294,471(1958)

ﾛｰｽﾞ カビ類 岡崎、薬誌、70,57(1950),

ibid.,74,174(1954)

ﾛｰﾚﾙ カビ類 J.C.Maruzzela et al.,

J.Am.Pharm.Asson.,47,250(1958)

表－２ 殺菌・抗菌・防腐・防カビ等の効果のある代表的な合成香料

合成香料名 対象微生物名

＜使用対象＞ 参 考 文 献

p-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼｸﾛ Streptococus菌 特開昭63-30409

ﾍｷｻﾉｰﾙ ＜虫歯＞

p-ﾒﾄｷｼｼﾝﾅﾐｯｸ 白せん菌 堀口、防菌・防黴の化学､4-12、 
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ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 三共出版(1982)

ｱｾﾄﾌｪﾉﾝ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ｲｿ吉草酸 植物病原菌、木材腐朽菌に Plant Desease Reporter,44,789(1960)

属するカビ類

ｳﾝﾃﾞｶﾅｰﾙ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ｴﾁﾙｶﾌﾟﾛｴｰﾄ B.Subtilis,Serratia J.C.Maruzzella et al.,

marcescens,Staphylo- Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

coccus aureusなど

ｵｲｹﾞﾉｰﾙ グラム陽性、陰性菌 N.G.M.Nadal et al.,

Cosmet.& Perf.,88(10),37(1973)

ｵｸﾀﾉｰﾙ E.Coli.（大腸菌）、 J.C.Maruzzella et al.,

B.Subtilis（枯草菌） Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ｶﾙﾊﾞｸﾛｰﾙ ボツリヌス菌 N.Kurita et al.,

Agric.Biol.Chem.,43,2365(1979)

ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ 細菌 高砂香料時報 旧 No.1､ 5(昭和３年)

ｼｸﾗﾒﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 植物病原菌、木材腐朽菌に Plant Desease Reporter,44,789(1960)

属するカビ類

ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ カビ類 上田ら、日食工誌、29(2),49(1982)

ｾﾄﾞﾛｰﾙ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾀｰﾋﾟﾆﾙｱｾﾃｰﾄ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾀｰﾋﾟﾈﾝ Aspergillus parasiticus C.Batt et al.,J.Food Sci.,48,762(1983)

のAflatoxin

ﾁﾓｰﾙ ボツリヌス菌 N.Kurita et al.,

Agric.Biol.Chem.,43,2365(1979)

ﾁｬﾋﾞｺｰﾙ グラム陽性、陰性の細菌、 N.G.M.Nadal et al.,

抗酸菌、カビ類 Cosmet.& Perf.,88(10),37(1973)

ﾃﾞｶﾉｰﾙ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ E.Coli.（大腸菌）、 J.C.Maruzzella et al.,

B.Subtilis（枯草菌） Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾍｷｻﾅｰﾙ 炭素数少ないものはカビ、 特開昭48-39627,48-58125

細菌、多くなると酵母に有

効。

ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ Staphylococcus aureus, 堀口、防菌防黴の化学、三共出版(1982)



- 163 -

Penicillium citrinum,

Aspergillus niger

ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱｾﾃｰﾄ E.Coli.（大腸菌）、 J.C.Maruzzella et al.,

B.Subtilis（枯草菌） Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾍﾟﾘﾗｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ボツリヌス菌 N.Kurita et al.,

Agric.Biol.Chem.,43,2365(1979)

ﾒﾁﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ グラム陽性、陰性の細菌、 N.G.M.Nadal et al.,

抗酸菌、カビ類 Cosmet.& Perf.,88(10),37(1973)

ﾒﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ 細菌 高砂香料時報 旧 No.1､ 5(昭和３年)

ﾘﾅﾘﾙｱｾﾃｰﾄ B.Subtilis（枯草菌） J.C.Maruzzella et al.,

Am.Perf.Ess.Oil,76,35(1961)

ﾘﾅﾛｰﾙ Streptococus菌 特開昭63-30409

＜虫歯＞

ﾘﾓﾈﾝ Aspergillus parasiticu C.Batt et al.,J.Food Sci.,48,762(1983)

のAflatoxin

γ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ Streptococus菌 特開昭63-30409

＜虫歯＞

参考文献

1.香料最新技術の特許分析､280ﾍﾟｰｼﾞ､(株)ｼｰｴﾑｼｰ(1998年7月5日発行)

2.American Pefumer & Aromatics,74,21(1959)

3.食品工業,14(4),73(1971)

4.J.Am.Oil Chem.Soc.,56(5),595(1979)

5.Soap Perfum.& Cosmet.,34,743(1961)

6.日本食品工業会誌,29(2),111(1982)

7.日本香粧品科学会誌,6(4),212(1982)

8.高砂香料時報,(82),8(1984)

9.17th.IFSCC International Congress Yokohama Platform Presentation Vol.1,210

(1992)



２・６・２ 酸化防止剤

（１）目的

天然香料、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料ならびに香料関連物質の中には、賦香

以外に香粧品や食品の酸化反応を抑制し、商品の品質の安定性を向上させるために使用さ

れるものもある。

香粧品や食品の品質を低下させたり風味を劣化させる酸化反応の種類としては、大気中

の酸素によるラジカル機構で進行する自動酸化反応とオゾン、一重項酸素などによる非ラ

ジカル酸化反応で進行するものとに大別される。

香粧品や食品が酸化をうけると、品質の低下や風味の劣化が生じるばかりでなく人体へ

の影響も危惧されることから、必要な場合製造処方に酸化防止剤が使われることが多いが、

この場合の酸化防止剤は主としてラジカル機構で進行する自動酸化反応を抑制する目的で

使用される。

（２）酸化防止剤に使用される主な香料及び香料関連物質

①抗酸化性として効果のある香料及び香料関連物質の代表例を【表】－１に示した。

【表】－１ 抗酸化性として効果のある香料及び香料関連物質

精油・植物抽出物 単離・合成香料 文献

ｱﾆｽｼｰﾄﾞ､ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ､ｵﾚｶﾞﾉ､ｷｬﾗｳｪｲ､ｸ ｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｲｿｵｲｹﾞﾉｰ ･FFIｼﾞｬｰﾅﾙ47, No163(1995)

ﾛｰﾌﾞ､ｸﾐﾝｼｰﾄﾞ､ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ､ｻﾝｼｮｳ､ｼﾅﾓ ﾙ､ﾁﾓｰﾙ､ｶﾙﾊﾞｸﾛｰﾙ､ﾁ ･既存添加物名簿

ﾝ､ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ｾｰｼﾞ､ｾﾛﾘｰｼｰﾄﾞ､ﾀｲﾑ､ﾀﾗ ｬﾋﾞｺｰﾙ､ｲｿﾁｬﾋﾞｺｰﾙ (食品衛生法)

ｺﾞﾝ､ﾀｰﾒﾘｯｸ､ﾅﾂﾒｸﾞ､ﾊﾞｼﾞﾙ､ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯ 等｡ ･特開平03-224468

ﾊﾟｰ､ﾌｪﾝﾈﾙｼｰﾄﾞ､ﾍﾞｲﾘｰﾌﾞｽ､ﾎﾟﾋﾟｰｼｰ ･特開平03-100093

ﾄﾞ､ﾏｼﾞｮﾗﾑ､ﾒｰｽ､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾚｯﾄﾞﾍﾟｯﾊﾟ ･特開平04-53895

ｰ､ﾕｰｶﾘ､生ｺｰﾋｰ､ｾﾘ､ｾｲﾖｳﾜｻﾋﾞ､ｼﾄﾛﾈﾗ ･特開平05-171144

等｡ ･特開平06-299151

･特開平08-127774

･特許1644060号

･特許2519149号 等｡

②製法

一般的には香辛料系、ハーブ系を含めた香料植物の花、実、葉、根、樹皮或いは全草を

水蒸気蒸留や水抽出、アルコール抽出、水抽出、有機溶剤（メタノール、イソプロピルア

ルコール、アセトン、ヘキサン等）抽出、超臨界抽出等の方法によって得る。

単離香料は、精油或いは植物抽出物を減圧分画蒸留して得る他、合成法によって得るも

のもある。
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③使用方法

抗酸化性をもつ香料及び香料関連物質は、通常その効果を上げるためＬ－アスコルビン

酸、ｄｌ－α-トコフェロール、ジブチルヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）、ブチルヒドロキ

シアニソール（ＢＨＡ）や没蝕子酸エステルなどの合成酸化防止剤とともに使用するか、

２種以上混合して配合香料中に使用される。極く稀には単独でも使用されることもある。

香粧品に使用する場合は、特に皮膚刺激に留意して使う必要があり、食品の場合は、食

品の種類によって効果の発現に差異があり、この点を十分考慮して使い分ける必要がある。

これらの香料及び香料関連物質を飲食品、香粧品などに使用する場合は、エタノールの

ごときアルコール類やプロピレングリコール、グリセリンなどの如き多価アルコール類に

溶解した溶液状；アラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセ

リン脂肪酸エステル類、ショ糖脂肪酸エステル類など公知の乳化剤で乳化した乳化状；ま

たアラビアガムの如き天然ガム質類、ゼラチン、デキストリンなど公知の賦形剤を用いて

被覆させた粉末状；また、必要により公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノ

ニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散）し

た可溶化状（分散状）；あるいは公知のマイクロカプセル化剤で処理したマイクロカプセ

ルなどの形状としてしばしば用いられる他、サイクロデキストリンなどの包接剤に包接し

て、香料を安定化且つ徐放性にして用いることもある。

各種食品に対する酸化防止効果のある香料及び香料関連物質を【表】－２に、また、各

種食品における酸化抑制香料及び香料関連物質の抗酸化効果を【表】－３に示す。

【表】－２ 各種食品の酸化抑制に有効な香料及び香料関連物質

各種食品名 抗酸化性を有したｽﾊﾟｲｽ香料 文献

食肉類 ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ、ｸﾛｰﾌﾞ、ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ、ｾｰｼﾞ ・食品工業1下，57（1971）

ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ、ﾀｲﾑ、ｼﾅﾓﾝ 等。 ・ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ ｼﾞｬｰﾅﾙ

ﾍﾞｰｷﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ、ｵﾚｶﾞﾉ、ｾｰｼﾞ、ﾀｲﾑ 118 No.69(1984) 等。

ｸﾛｰﾌﾞ、ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ、ｼﾞﾝｼﾞｬｰ 等。

ﾙｰ ｸﾛｰﾌﾞ、ﾒｰｽ、ﾀｲﾑ、ｵﾆｵﾝ 等。

ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟ類 ｸﾛｰﾌﾞ、ｼﾅﾓﾝ、ﾅﾂﾒｸﾞ、ｼﾞﾝｼﾞｬｰ

等。

ﾌﾚﾝﾁﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ ﾒｰｽ、ｵﾆｵﾝ、ﾍﾟｯﾊﾟｰ 等。

ﾏﾖﾈｰｽﾞ ｵﾚｶﾞﾉ、ｸﾛｰﾌﾞ、ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ、ｾｰｼﾞ、ﾀ

ｲﾑ等。

ｻﾗﾀﾞﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ ｸﾛｰﾌﾞ、ｵﾚｶﾞﾉ、ｾｰｼﾞ 等。
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【表】－３ 各種食品における酸化抑制香料及び香料関連物質の抗酸化効果

食品種類 ﾗｰﾄﾞ ﾊﾞｲｸﾗﾌﾄ 水中油滴 豚ひき肉 ﾏﾖﾈｰｽﾞ ﾌﾚﾝﾁﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ

ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ -5℃ -15℃ A B 37℃ 63℃

香料添加量 0.2% 0.2% 0.1% 0.25% 0.25% 0.20% 0.20% 1.0% 1.0%

香料名

ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ 1.8 1.1 16.7 5.3 10.0 1.4 3.1 1.1 1.2

ｸﾛｰﾌﾞ 1.8 1.3 85.8 5.3 10.0 2.0 4.6 2.0 1.2

ｵﾚｶﾞﾉ 3.8 2.7 7.9 7.2 3.7 8.5 9.1 2.6 2.4

ﾛｽﾞﾏﾘｰ 17.6 4.1 10.2 5.3 10.0 2.2 - - -

ｾｰｼﾞ 14.2 2.7 7.8 5.3 10.0 2.4 3.4 2.2 2.2

ﾀｲﾑ 3.0 1.9 6.8 6.0 3.2 1.8 - - -

*数値は抗酸化指数（AOM法） 参考文献：FFIｼﾞｬｰﾅﾙ 48,No163(1995) 等

（３）特徴

安全性に対する関心の高まりから、自然界に原料を求める香料及び香料関連物質のもつ

抗酸化機能を利用することへの期待は高まっているが、ローズマリー抽出物やセージ抽出

物など一部を除き、一般にその効果作用は穏やかである。

このような機能特徴をもつ香料及び香料関連物質は、賦香と抗酸化の両方を目的として

食品、香粧品分野に幅広く使用することができるが、一般に特徴的な強い香味があり、嗜

好性を阻害しないような使い方をすることが肝要である。

各種製品（食品、香粧品、医薬・医薬部外品、雑貨類など）にこれらの香料及び香料関

連物質を添加する場合、各種製品に使用されている調合香料或いはその他の添加剤、原料

などに対して官能的（嗜好性）或いは物理・化学的（着色、沈殿、着濁、酸性度、塩基度、

酸化、還元、異性化、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択する必要がある。

また、これらの香料及び香料関連物質は、酸化防止作用が発見される以前から、香粧品、

食品、医薬・医薬部外品、雑貨類などの調合香料の素材として、その１種または２種以上

を、その嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）さ

れてきたものであり、香料の使用において上記酸化防止作用も同時に発揮していたもので

あるから、上記作用の発見により調合香料としての使用が、原則的に制限されるものでは

ない。

参考文献

1.特開平03-9984 天然抗酸化剤の製造方法

2.特開平04-53895 天然抗酸化剤の製造法

3.特開平04-34089 ﾘｸﾞﾅﾝ類およびそれを含有する油脂の製造法

4.特開平08-127774 天然抗酸化剤及びその製造法

5.特開平08ｰ253764 抗酸化剤の抽出方法

6.特許2125589号〔H9.1.13〕 ｽﾊﾟｲｽ抽出物の製造法

7.特開平07-329592 食品等の保存用ﾌｨﾙﾑ及びｼｰﾄ 等｡
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8.New Food Industry 27(2)53(1985) 天然物中の酸化防止剤-1-

9.ibid 27(3)85(1985) 天然物中の酸化防止剤-2-

10.ibid 27(4)30(1985) 天然物中の酸化防止剤-3-

11.ibid 27(5)49(1985) 天然物中の酸化防止剤-4-

12.ibid 27(6)36(1985) 天然物中の酸化防止剤-5-

13.ibid 27(7)63(1985) 天然物中の酸化防止剤

14.J.Agric.Food Chem.1997,45,2374～2378

Antioxidant Activities of Caffeic acid and its Related Hydrocinnamic acid

Compounds.

15.Biosci.Biotech.Biochem.,61(9)1482～1485(1997)

Antioxidatial Activity of Sulfur-Containing Flavor Compounds in Garlic.

16.aromatopia/ｱﾛﾏﾄﾋﾟｱ 6(5)42(1977) ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂｵｲﾙ中の抗酸化性物質

17.月刊ﾌｰﾄﾞｹﾐｶﾙ 10(5)84(1994) 最近の天然抗酸化性物質の研究

18.J.Essential Oil Research 7(6)645～651(1995)

Evaluation in Vitro of Plant Essential Oils as Natural Antioxidants.
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２・６・３ 日持ち向上剤

（１）目的

天然香料、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料ならびに香料関連物質の中には、賦香

以外に食品の日持ち向上剤として使用されるものがある。

食品の微生物による腐敗変敗は、食品表面での菌の増殖が大きく係わっており、この菌

の増殖を防ぐことにより食品の日持ちを著しく向上させることができる。

食品の中、保存性の比較的低い食品に、数時間または数日といった短期間の腐敗変敗を

抑える目的で使われる保存料を一般に日持ち向上剤と呼んでいる。

（２）日持ち向上剤に使用される主な香料及び香料関連物質

①日持ち向上剤として効果のある香料及び香料関連物質の代表例を表－１に示した。

表－１ 日持ち向上剤として効果のある香料

精油・植物抽出物 単離・合成 文献

ｵﾚｶﾞﾉ、ｸﾛｰﾌﾞ、ｼｿ、ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ ｱﾘﾙｶﾗｼ油 ・食品と開発

ｾｰｼﾞ、ﾍﾟｯﾊﾟｰ、ﾜｻﾋﾞ、ﾋﾟﾒﾝﾀ､ (ｱﾘﾙｲｿﾁｵｼｱﾈｰﾄ) 38,Vol 2 No10(1997)

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ、柑橘種子、 ﾎｰｽﾗﾃﾞｨｯｼ ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ 等。 ・既存添加物名簿

ｭ、甘草、ﾆﾝﾆｸ、ｺﾝﾌﾞ、 柏葉､は （食品衛生法）

と麦、白樺、笹､ﾋﾉｷ葉､ ﾋﾊﾞ葉､ ・新食品添加物表示の

ｴｿﾞﾉｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ、紅麹 など。 実務 p.353

・特開昭63-214169

・特開平01-63364

・特開平02-109963

・特開平03-98556

・特開平04-210583

・特開平06-14775

・特開平06-78730

・特開平08-280368 等。

② 製法

一般的には香辛料系、ハーブ系を含めた香料植物の花、実、葉、根、樹皮或いは全草

を水蒸気蒸留や水抽出、アルコール抽出、有機溶剤（メタノール、イソプロピルアルコ

ール、アセトン、ヘキサン等）抽出、超臨界抽出等の方法によって得る。

単離香料は、精油或いは植物抽出物を減圧分画蒸留して得る他、合成法によって得る。

③ 使用方法

食品用の日持ち向上剤として使われる香料及び香料関連物質は、通常その効果を上げ
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るためグリセリン脂肪酸エステル、グリシン、酢酸及び酢酸ナトリウム、チアミンラウ

リル硫酸塩などの合成保存料とともに使用するか、２種以上混合して配合香料中に使用

される。極く稀には単独でも使用されることもある。

これらの香料及び香料関連物質を飲食品、香粧品などに使用する場合は、エタノール

などのごときアルコール類やプロピレングリコール、グリセリンなどの如き多価アルコ

ール類に溶解した溶液状；アラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天然ガム質

類、グリセリン脂肪酸エステル類、ショ糖脂肪酸エステル類など公知の乳化剤で乳化し

た乳化状；またアラビアガムの如き天然ガム質類、ゼラチン、デキストリンなど公知の

賦形剤を用いて被覆させた粉末状；あるいは公知のカプセル化剤で処理したマイクロカ

プセルなどの形状として、しばしば用いられる他、サイクロデキストリンなどの包接剤

に包接して、香料を安定化且つ徐放性にして用いることもある。

（３）特徴

日持ち向上剤は、古くはソルビン酸や安息香酸ナトリウムなどの合成保存料が使われ、

最近では消費者の安全、天然志向が拡大する中でグリシン製剤やアルコール製剤などがよ

く使われている。更に最近ではプロタミンやポリリジンなどの天然物系への移行が見える

なか、同時に自然界から得られる香料及び香料関連物質のもつ抗菌効果への期待も高まっ

ている。

このような機能特徴をもつ香料及び香料関連物質は、賦香と保存性の両方を目的として

食品に幅広く使用できるが、一般に特徴ある強い香味があるため、嗜好性を阻害しないよ

うな使い方をすることが肝要である。

飲食品類にこれらの香料及び香料関連物質を添加する場合、各種製品に使用されている

調合香料或いはその他の添加剤、原料などに対して官能的（嗜好性）或いは物理・化学的

（着色、沈澱、着濁、酸性度、塩基度、酸化、還元、異性化、分解、縮合、重合など）に

安定なものを選択する必要がある。

また、これらの香料及び香料関連物質は、日持ち向上作用の発見される以前から香粧品、

飲食品、医薬・医薬部外品、雑貨類などの調合香料の素材として、その１種または２種以

上をその嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、関連法規に照らして使用されて

いたものであり、香料の使用において上記作用も同時に発揮されていたものであるから、

上記作用の発見により調合香料の使用が原則として制限されるものではない。

参考文献

1.特開昭61-207305 抗菌性物質およびその製造法

2.特開昭62-134072 食品の保存法

3.特開昭62-282574 加工食品の保存方法

4.特開昭63-209573 食品保存剤の製造法

5.特開平02-190170 食品用天然物及びその製法

6.特開平02-270825 抗菌物質及びその製造方法

7.特許第1774721号[H5.7.14] そば､うどん､ﾊﾟｽﾀ類用天然保存料及びその製法

8.特開平03-240473 食品保存料及びこれを使用する食品の保存方法
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9.特開平04-169168 含塩調味液の保存方法

10.特許第2114342号[H8.1.10] 食用天然抗酸化保存剤の製造法

11.特開平07-123965 保存剤およびそれを利用した食品､飼料の製造法

12.特開平07-292290 繊維や板材の表面に被覆する抗菌性ｺｰﾄ剤

13.特開平08-280368 加工食品の保存性を高める方法及び保存剤 等｡

14.ﾌｰﾄﾞｹﾐｶﾙ 12(8)70(1996) 日持ち向上剤･抗酸化剤
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２・６・４ 誘引剤・忌避剤・フェロモン

（１）目的

誘引剤・忌避剤・フェロモンは、BHT, DDT, 水銀系農薬、殺虫剤による薬害、残留農薬

等の農薬公害が指摘されて以来目的害虫、生物を誘い寄せたり、退避させるために使用さ

れている。一方、天然精油、合成香料、香辛料、ハーブ、アミノ酸などの香料及び香料関

連物質の中には、上記作用を有するものが多数あり、これらは賦香以外の目的として使用

されることがある。

（２）誘引・忌避等・フェロモンの効果のある主な香料及び香料関連物質

① 誘引剤等（誘引餌、誘殺剤、フェロモン、交信交尾阻害剤、などを含む）として効

果のある主な香料及び香料関連物質とその目的害虫（衛生害虫、農作物害虫、森林,材

木害虫、等）、生物（哺乳類、爬虫類、鳥類、両性類、魚類、貝類、等）を【表１】

に示した。

誘引剤等は、その目的害虫、生物の行動の種類によって、性誘引剤、植物誘引剤、

産卵誘引剤、誘引餌、誘殺剤、フェロモン、交信交尾阻害剤などに分けられる。

【表１】誘引剤等として使用される主な香料及び香料関連物質

香料 対象生物 文献

ｱﾛｴ植物抽出液､ｶｷﾂﾊﾞﾀ, ｱﾔﾒ,ﾊﾅｼ ｺﾞｷﾌﾞﾘ類誘引剤 特開昭61-291505号

ｮｰﾌﾞ,ﾀﾞﾙﾏﾋｵｳｷﾞ等の種子油､α-ｵ 特開昭62-135403号

ｷｼ酸およびそのｴｽﾃﾙ､(R1は炭素数 特開昭61-63603号

3～7の直鎖または分岐ｱﾙｷﾙ基, R2

はHまたはﾒﾁﾙ

基, Rは水酸基

またはｱﾐﾉ基を

示す)で示される化合物､など

ar-α-ﾃﾄﾗﾛｰﾙ､ar-β-ﾃﾄﾗﾛｰﾙ､ ﾜﾓﾝｺﾞｷﾌﾞﾘ類の誘引, 特開昭61-69701号

ar-α-ﾃﾄﾗﾛｰﾙ､α-ﾅﾌﾄｰﾙ､β-ﾅ 接触刺激剤 特開昭61-72702号

ﾌﾄｰﾙ､ｲﾘｽﾃｸﾄﾗｱﾙｺｰﾙ､など

ﾕｰｶﾘの葉, その抽出油成分､ ｺﾞｷﾌﾞﾘ類誘殺剤 特開昭62-11494号

炭素数7～9個のｹﾄﾝ､など

2-ﾄﾗﾝｽ-ﾍｷｾﾅｰﾙ､など ﾌﾛﾘﾀﾞｺﾞｷﾌﾞﾘ類の誘引剤 L.M.Roth et al.,

Science, 123, p670

(1956)

9-ﾄﾘｺｾﾝ､ｼｽ-9-ﾄﾘｺｾﾝ､10-ﾒﾁﾙ-9-ﾄ ﾊｴ類誘引剤 特開昭64-42903号

R1

R2

R
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ﾘｺｾﾝ､ｼｽ-2-ﾒﾁﾙ-9-ﾄﾘｺｾﾝ､ｼｽ-2-ﾒﾁ

ﾙ-8-ﾄﾞｺｾﾝ､ｼｽ-9-ﾄﾞｺｾﾝ､ｼｽ-8-ﾄﾞｺ

ｾﾝ､ｼｽ-10-ﾄﾘｺｾﾝ､など

ﾊｴ誘引 USP 4410509号

剤

(X=S, O, NH, W, Y, Z=CH2, CO)

sec-ﾌﾞﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, ﾊｴ類[ｽｸﾘｭｰﾜｰﾑ(screw worm), J.W.Snow,et al.,Bul. Ent.

など など]の誘引剤 Soc.Amer. 28, p277 (1982)

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼﾞｻﾙﾌｧｲﾄﾞ,ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀ ﾊｴ類[ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ, ﾀﾈﾊﾞｴ, など] Y. Matsumoto, In : Control

ﾝ, 2-ﾌｪﾆﾙｴﾀﾉｰﾙ, など の誘引剤 of Insect behavior by Natu

ral Products. (D. L. Wood,

et al. eds.), p133 (1970),

Y.Ishikawa et al.,Appl.

Ent.Zool.,13,p115 (1978),

Y.Ishikawa et al.,Appl

Ent.Zool.,18, p270 (1983),

Y.Ishikawa et al.,Appl. En

t. Zool.,19, p (1984),

ｸﾞﾙｺｰｽ, ﾊﾁﾐﾂ, ﾜﾆﾗ, ｱﾐﾉ酸, ﾊｴ､蚊､ｱﾌﾞ､ﾉﾐ等一般衛生害虫 特開昭58-18312号

ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸, ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸, ﾗｸﾄﾝ に有効な万能芳香誘引餌

, ｴｽﾃﾙなどを調合

1-ﾘﾉﾚｲﾙｸﾞﾘｾﾗｲﾄﾞ､2-ﾘﾉﾚｲﾙｸﾞﾘｾﾗｲ ｳﾘﾐﾊﾞｴ類の誘引剤 特開昭62-26202号

ﾄﾞ､ﾒﾁﾙ-p-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､6-ﾘﾉﾚ 特開昭62-26203号

ｲﾙ-β-D-ｸﾞﾙｺﾋﾟﾗﾉｼﾙ-(1, 3)-β- 特開昭62-26295号

ｸﾚﾛｾﾃﾛｰﾙ､など

ｱﾝｹﾞﾘｶ種子および根の精油, ﾐﾊﾞｴ類[ｳﾘﾐﾊﾞｴ(Melon fly),ﾐｶ 那覇植物防疫事業所, 沖縄群

ｼﾄﾛﾈﾗ油,ﾒﾁﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ,Veratoric ﾝｺﾐﾊﾞｴ(Oriental fruit fly), 島におけるﾐｶﾝｺﾉﾊﾞｴ駆除確認

acid,ｱﾆｼﾙｱｾﾄﾝ,ｷｭｰﾙｱ(p-ｱｾﾄｷｼﾌｪ ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾊﾞｴ(Mediterranean 調査の記録,p75(1983),F.M.

ﾆﾙﾌﾞﾀﾉﾝ),ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱｾﾄﾝ-p-ｶﾙﾎﾞﾝ酸 fruit fly), ｸｨｰﾝｽﾗﾝﾄﾞﾐﾊﾞｴ Howlett, Bul. Ent. Res.,6,

ﾒﾁﾙｴｽﾃﾙ, ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱｾﾄﾝ-p-ｶﾙﾎﾞﾝ酸 (Queensland fruit fly),ｶﾘﾌﾞ p297 (1915),

ｴﾁﾙｴｽﾃﾙ, p-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌｪﾆﾙﾌﾞﾀﾉﾝ, ﾐﾊﾞｴ,ｵｳﾄｳﾊﾏﾀﾞﾗﾐﾊﾞｴなど］の L. F. Steiner, J. Ecom. En

Siglure, Medlure, ﾄﾘﾒﾄﾞﾙｱ, 6- 誘引剤 t., 45, p241 (1952),

CH3(CH2)7

C C
H

(CH2)2-W-X-Y-CH 2-Z-CH3

H
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ﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍｷｾ-1-ｶﾙﾎﾞﾝ酸, など M. Beroza and N. Green, Ma

terial tested as insect at

tractants, Agric. Handbook

No. 239, USDA (1963),

S.I.Gertler et al.,J.Agr.

& Food Chem.,34,p592(1958)

10-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､など ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ類の性誘引剤 特開昭58-62103号

(E, E)11, 18-ﾍｷｻﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ類の雄成虫の 特開昭58-208203号

誘引剤

(E)-8-ﾄﾞﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(E, E) ｻﾔﾑｼｶﾞ類の誘引剤 特開昭60-169402号

-8, 10-ﾄﾞﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､など

5(z)-ﾃﾞｾﾝ-1-ｵｰﾙｱｾﾃｰﾄ､7(z)-ﾄﾞ 雄白線針蛾用誘引剤 特開昭59-98007号

ﾃﾞｾﾝ-1-ｵｰﾙｱｾﾃｰﾄ､9(z)-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾝ- 雄銀-蛾用複合昆虫誘引剤 特開昭59-59602号

1-ｵｰﾙｱｾﾃｰﾄ､7(z)-ﾄﾞﾃﾞｾﾝ-1-ｵｰﾙ､

など

ﾎﾞﾑﾋﾞｺｰﾙ(10, 12-ﾍｷｻﾃﾞｶｼﾞｴﾉ 蚕の誘引剤 A. Butenandt et al.,

ｰﾙ) Z. physiol. Chem. 3

24, p84 (1961)

3-ｼｽ-ﾍｷｾﾅｰﾙ 蚕幼虫の誘引剤

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｱｹﾋﾞｺﾉﾊ､ﾏﾂﾉｵｿﾞｳ類の

ｲｿ-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ,C2～C4脂肪酸 誘引剤

(+)-10-ｱｾﾄｷｼ-7-ｼｽ-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ ﾏｲﾏｲ蛾の誘引剤 M. Jacobson et al.,

Science, 132, p1011(1960),

M.Jacbson,et al.,J.Am.

Chem.Soc.,83,p4819(1961)

(+)-12-ｱｾﾄｷｼ-9-ｼｽ-ｵｸﾀﾃﾞｾﾅｰﾙ, ﾏｲﾏｲ蛾及び他の11種の昆虫の M. Jacobson et al.,

ﾍｷｻﾃﾞｶ-1,2-ｴﾎﾟｷｼﾄﾞ,ﾍｷｻﾃﾞｶ-1,2 誘引剤 J.Org.Chem.,27,p2523(1923)

-ｼﾞｵｰﾙ

4, 6-ｼﾞﾒﾁﾙﾉﾅﾝ誘導体､ｾﾘｺﾛﾝ ﾀﾊﾞｺｼﾊﾞﾝﾑｼ類の誘引剤 特開昭58-21631号

､ｾﾘｺﾛｰﾙ､など 特開昭59-163380号

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸､n-酪酸､ｲｿ-酪酸 ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ､ﾀﾈﾊﾞｴ等ﾋﾚﾐｱ属害虫 特開昭59-62504号

､n-吉草酸､ｲｿ-吉草酸､ｲｿ-ｶﾌﾟﾛﾝ の誘引剤

酸の酸類､2-ﾌｪﾆﾙｴﾀﾉｰﾙ、など
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ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ, ｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ｱﾈﾄｰﾙ, ﾌｪﾈﾁ ｺｶﾞﾈﾑｼ類[ﾏﾒｺｶﾞﾈ(Japanese Be T. L.Ladd, et al., J. Eco

ﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾈｰﾄ, (R, Z)-5-(1-decen etle),ﾋﾒｺｶﾞﾈ,ﾁﾋﾞｲｻｸﾗｺｶﾞﾈ,ｵｵ n. Ent. 74, p665 (1981),

yl)dihydro-2(3H)-furanone ｸﾛｺｶﾞﾈ, ﾋﾗﾀｱｵｺｶﾞﾈ, ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞ Fleming et al., J. Ecom.

ｺｶﾞﾈ, ｼﾘﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ,ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ, Ent., 33, p818 (1940),

ｵｷﾅﾜｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ,ｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ, な McGovern et al., J. Ecom.

ど]の誘引剤 Ent., 63(6), p1727 (1970),

横溝徽世敏,永田健二:植物防

疫,38巻,9号,p403 (1984)

ﾌｪﾈﾁﾙｱﾙｺｰﾙにｵｲｹﾞﾉｰﾙ等を混合 ﾏﾈｺｶﾞﾈ成虫誘引剤 特開昭59-167503号

4-ｱﾘﾙ-2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｰﾙ､など ﾋﾒｺｶﾞﾈ成虫誘引剤 特開昭61-60601号

ｼｽ-11-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､ｼｽ-13-ｵｸﾀﾃﾞｾﾅ ﾆｶﾒｲﾁｭｳ類の配偶行動制御剤 特開昭59-184103号

ｰﾙ､ｼｽ-9-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､など

4-ﾒﾁﾙﾉﾅﾉｰﾙ､など ﾁｬｲﾛｺﾒｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ等昆虫類の性 特開昭62-4203号

誘引剤

(2S, 3S)-ｵｸﾀﾝｼﾞｵｰﾙ､(2S)-ﾋﾄﾞﾛｷ ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ等ﾌﾞﾄﾞｳ害虫 特開昭58-157702号

ｼ-3-ｱﾙｶﾉﾝ､(2R, 3S)-ｵｸﾀﾝｼﾞｵｰﾙ 誘引剤 USP 4563348号

もしくはその誘導体､sec-ﾌﾞﾁﾙ

(z)-7-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾉｴｰﾄ､など

ﾄﾞﾃﾞｼﾙｱｾﾀｰﾄ､など ｻﾄｳｷﾋﾞ害虫ｵｷﾅﾜｶﾝｼｬ 特開昭61-12601号

ｸｼｶﾒﾂｷ類の性誘引剤

(±)-(2S,3R,7S)-ｽﾃｺﾞﾋﾟﾉﾝ､など 文書､繊維､飼料等の害虫ｼﾞﾝｻ 特開昭61-161202号

ﾝｼﾊﾞﾝﾑｼ類の交尾阻害剤

2, 3-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2, 3, 5-ﾄﾘﾒﾁﾙ- ｼﾞﾝｻﾝｼﾊﾞﾝﾑｼ類の性誘引剤 特開昭62-198674号

4H-ﾋﾟﾗﾝ-4-ｵﾝ誘導体､など

14-ﾒﾁﾙ-1-ｵｸﾀﾃﾞｾﾝ、など 農作物害虫誘引剤 特開昭60-28941号

ﾘﾈｱﾁﾝ、ﾒﾁﾙﾌﾞﾃﾉｰﾙ、ｱﾐﾁﾉｰﾙ、 樹木害虫誘引剤 特開昭58-26801号

ｲﾌﾟｽｼﾞｪﾉｰﾙ、α-ﾋﾟﾈﾝ、など

(Z)-8-ﾄﾞﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(E)-8-ﾄﾞﾃﾞ ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-8-ﾄﾞﾃﾞｾﾆﾙｱﾙｺｰﾙ､ (1984)

など

(Z)-9-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-11-ﾃﾄ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65,p22

ﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(E)-11-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾ (1984)
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ﾀｰﾄ、10-ﾒﾁﾙﾄﾞﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ、など

(Z)-9-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-11-ﾃﾄ ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､など (1984)

(Z,E)-9,11-ﾃﾄﾗﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

(Z,E)-9,12-ﾃﾄﾗﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､ (1984)

など

(Z)-11-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､(Z)-13-ｵｸﾀﾃﾞ ﾆｶﾒｲｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ｾﾅｰﾙ､(Z)-9-ﾍｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､など (1984)

(Z)-7-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､など ｼﾛﾓﾝﾔｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

(1984)

(E,Z)-4,7-ﾄﾘﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(E, ｼﾞｬｶﾞｲﾓｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

Z,Z)-4, 7,10-ﾄﾘﾃﾞｶﾄﾘｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､ (1984)

など

(E)-11-ﾍｷｻﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､など ｲﾓｷﾊﾞｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

(1984)

(Z,Z)-3,13-ｵｸﾀﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､ ｺｽｶｼﾊﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

(E,Z)-3,13-ｵｸﾀﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､ (1984)

など

(Z)-9-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-9-ﾍｷｻ ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-11-ﾍｷｻﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀ (1984)

ｰﾄ､など

(Z)-11-ﾍｷｻﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(Z)-11-ﾍ ｺﾅｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ｷｻﾃﾞｾﾅｰﾙ､など (1984)

(Z)-5-(1-ﾃﾞｾﾆﾙ)ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2(3H)-ﾌ ﾏﾈｺｶﾞﾈのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ﾗﾉﾝ､など (1984)

(Z)-11-ﾃﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､(E)-11-ﾃ ﾘﾝｺﾞﾓﾝﾊﾏｷのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ﾄﾗﾃﾞｾﾆﾙｱｾﾀｰﾄ､など (1984)

(Z)-7-ｴｲｺｾﾝ-11-ｵﾝ､(Z)-7-ﾉﾅﾃﾞｾ ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞのﾌｪﾛﾓﾝ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､No.65, p22

ﾝ-11-ｵﾝ､など (1984)

ｵｲｹﾞﾉｰﾙ,α-ﾋﾟﾈﾝ,β-ﾋﾟﾈﾝ,β-ﾌｪ ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ､などの誘引剤 松枯れ問題研究会編,

ﾗﾝﾄﾞﾚﾝ, など 松が枯れゆく, p251,

山と渓谷社 (1981),

池田俊弥, 植物防疫,
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35巻, 9号, p395 (1981),

山崎徹,化学と生物,17,p772

(1979), 小林富士雄, 今月

の農薬, 28, p72 (1983)

F-(CH2)n-4-CH=CH-(CH2)2OH､など 白蟻類に誘引性でかつ殺虫性 特開昭59-78135号

(z)-12-ﾒﾁﾙｵｷｻｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶ-4-ｴﾝ-2- 甲虫誘引剤 USP 4560551号

ｵﾝ､(z, z)-ﾒﾁﾙｵｷｻｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶ-4, 7

-ｼﾞｴﾝ-2-ｵﾝ､など

2-ﾄﾗﾝｽ-ﾍｷｾﾆﾙ ｱｾﾃｰﾄ ﾀｶﾞﾒなどの誘引剤

2-ﾄﾗﾝｽ-ﾍｷｾﾅｰﾙ ｸﾛ蟻の誘引剤

ﾄﾗﾝｽ-9-ｵｷｿ-2-ﾃﾞｾﾝ酸 ﾐﾂﾊﾞﾁの誘引剤 J. Pain et al., Comp

t. Rend., 256, p512 (1963)

ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ, ｹﾞﾗﾆﾙ酸, ﾈﾘﾙ酸 ﾐﾂﾊﾞﾁの誘引剤 R. Boch et al., Nature,

194, p704 (1962),

R. Boch et al., Nature,

202, p320 (1964)

ﾌｧﾙﾈｿｰﾙ ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁの誘引剤 G. Stein, Naturwisse

nschaften, 50, p305 (1963)

3,7-ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ-2-ｵｰﾙ(dipti ﾏﾂﾊﾊﾞﾁ類の誘引剤(ﾌｪﾛﾓﾝ) 田井晰, FFIｼﾞｬｰﾅﾙ, N

onol)､3,7-ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ-2-ｵｰﾙ o.159, p26 (1994)

酢酸ｴｽﾃﾙ､3,7-ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ-2-

ｵｰﾙ酪酸ｴｽﾃﾙ､など

α-ｲﾘﾄﾞｼﾞｵｰﾙ ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳの誘引剤 T.Sakan et al.,Bull. Chem.

Soc.Japan,37,p1888 (1964)

飼料､ｱﾙｺｰﾙ､糖類､ﾐﾙｸ､有機酸等 動物の芳香性誘引剤､ﾈｽﾞﾐ取り 特開昭58-23610号

に芳香剤を添加 器用誘引剤

かおり米の香気成分のｴｷｽ､また ﾈｽﾞﾐの誘引剤 特開昭59-106408号

はその香気に似せた合成香料､な

ど

ｱﾙｺｰﾙ分を含み致酔性を有する餌 ﾈｽﾞﾐの誘引餌 特開昭63-48205号

ﾏﾀﾀﾋﾞﾗｸﾄﾝ(ｲﾝﾄﾞﾐﾙﾒｼﾝ), ｲｿｲﾘﾄﾞﾐ 猫類(ﾈｺ､ﾋﾟｭｰﾏ､ﾋｮｳ､ 目武雄, 化学と工業,

ﾙﾐｼﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾈﾍﾟﾀﾗｸﾄﾝ, ｲｿｼﾞﾋﾄﾞ ﾄﾗ､ﾗｲｵﾝ､など)の誘引剤 14 (11) p1010 (1961);

ﾛﾈｵﾈﾍﾟﾀﾗｸﾄﾝ, ﾈｵﾈﾍﾟﾀﾗｸﾄﾝ, ｲｿﾈｵ 化学の領域,14(4)p237(1960)
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ﾈﾍﾟﾝﾀﾗｸﾄﾝ, ｱｸﾁﾆｼﾞﾝ､ｼﾞﾋﾄﾞﾛｱｸﾁｲ ;Tetrahedron Lett.,

ｼﾞｵｷﾘﾄﾞ, ﾈﾍﾟﾀﾗｸﾄﾝ, ｴﾋﾟﾈﾍﾟﾀﾗｸﾄ No.17,p1623 (1967),

ﾝ, ｲｿﾄﾞﾘｺﾞｼﾞｱｰﾙ, ﾄﾞﾘｺﾞｼﾞｱｰﾙ, 井上雄三,大野稔,化学の領

など 域, 13 (9) p649 (1959),

長沢徹,香料,No.83,p67

(1966),

E. S. Albone, Nature, 256,

Aug. 14, p575 (1975),

Cavill G. W. K., Rev. Pure

Appl.Chem.,1960,10,p169

ﾑｽｸｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ, ﾑｽｸｷｼﾛｰﾙ, など 猫の誘引剤 竹井誠,香料,

No.81,p27(1966)

ｼﾍﾞﾄﾝ, ﾑｽｺﾝ, など じゃ香鹿の誘引剤 平泉貞吉,香料,

No99, p11 (1971)

Δ16-5α-ｱﾝﾄﾞﾛｽﾃﾉﾝ-3, Δ16- 豚の誘引剤 R.L.S.Patterson,J. Sci. F

5α-ｱﾝﾄﾞﾛｽﾃﾉｰﾙ-3α, など d. Agric.,19, p31 (1968),

V.Prelog,L.Ruzicka,Helv.Ch

im.Acta,27, 61, 66 (1944)

ｱﾝﾓﾆｱ, ｱﾐﾝ類, 乳酸, ﾘｼﾞﾝ, 魚誘引組成物 特開昭62-91135号

尿素等の混合物、など

ｱｸﾗﾐﾝ, ｽﾄﾛﾝﾋﾞﾝ, など 魚類の誘引剤 A. W. Sangster et al.,

Tetrahedron,31,p1135(1975)

ﾒﾀｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾅﾒｸｼﾞ､ｶﾀﾂﾑﾘの誘引剤 A. W. Sangster et al.,

Tetrahedron,31,p1135(1975)

② 忌避剤等（防虫剤、嫌悪剤、防除剤、などを含む）として効果のある主な香料及び

香料関連物質とその目的害虫（衛生害虫、農作物害虫、森林, 材木害虫、等）、生物

（哺乳類、爬虫類、鳥類、両性類、魚類、貝類、等）を【表２】に示した。

【表２】忌避剤等として使用される主な香料及び香料関連物質

香料 対象生物 文献

ﾆｰﾑの抽出物､ｻﾝｼｼ,ﾁｸｾﾂﾆﾝｼﾞﾝ ｻｲ ｺﾞｷﾌﾞﾘ類の忌避剤 特開昭60-233006号

ｼﾝ,ｺﾞｼﾂ,ｻﾝｼｮｳ,ﾓｸﾂｳ,ｻﾝｷﾗｲﾄ,ｾﾝ 特開昭61-291506号

ﾌﾞﾘ,等生薬､その抽出液､2, 3,4, 特開昭61-167720号

5-ﾋﾞｽ(2-ﾌﾞﾁﾚﾝ)ﾃﾄﾗﾊｲﾄﾞﾛ-2-ﾌﾙﾌ 特開昭61-10501号
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ﾘﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾅﾌﾃﾝ酸､ｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ､ﾁｵ 特開昭63-158905号

ﾎｽﾌｪｰﾄ誘導体､2-t-ﾌﾞﾁﾙ-4-ﾋﾄﾞﾛｷ 特開昭63-158906号

ｼｱﾆｿｰﾙ､3-t-ﾌﾞﾁﾙ-4-ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾆｿｰ

ﾙ､ｱﾐﾉｱﾙｺｰﾙ類､など

日本ﾊｯｶ油､ｽﾍﾟｱﾐﾝﾄ油､など ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ等の忌避剤 稲葉進一,農薬学,7,133,145

の天然精油 (1982)

ｺﾞｷﾌﾞﾘの集合ﾌｪﾛﾓﾝを忌避物 ｺﾞｷﾌﾞﾘの駆除剤 特開昭62-215509号

質に変えるに十分な濃度およ

び時間､ｵｿﾞﾝを接触させたもの

d-ﾘﾓﾈﾝ､α-ﾋﾟﾈﾝ､ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ､ﾘﾅﾛｰﾙ､ ﾊｴ類(ｸﾛﾊﾞｴ, ｷﾝﾊﾞｴ, ﾆｸﾊﾞｴ, 香料､No. 81､p27 (1966)

n-ｵｸﾁﾙｱﾙｺｰﾙ､n-ﾃﾞｼﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾃﾙﾋﾟﾈ ｵｵｲｴﾊﾞｴ, など)の忌避剤

ｵｰﾙ､β-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺ

ｰﾙ､ｱﾈﾄｰﾙ､ｱﾆｿｰﾙ､ｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｻﾌﾛｰﾙ､

ｸﾞｱﾔｺｰﾙ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ｼﾄﾛﾈﾗｰ

ﾙ､ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｸﾐﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾌｪﾆ

ﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､

ｱﾆｽｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ､C-18ｱﾙﾃﾞ

ﾋﾄﾞ､C-16ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油､ｸﾛ

ｰﾌﾞ油､ﾃﾚﾋﾟﾝ油､ｸﾗﾘｾｰｼﾞ油､ｼﾄﾛﾈﾗ

油､ｱﾆｽ油､ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ油､ﾍﾞﾁﾊﾞｰ油､

ﾒｰｽ､ｸﾛｰﾌﾞ､ｾｰｼﾞ､ｾﾛﾘ､ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ､ﾀｲ

ﾑ､ｷｬﾗｳｪｰ､ｼﾝﾅﾓﾝ､ｶﾙﾀﾞﾓﾝ､ｵｰﾙｽﾊﾟｲ

ｽ､ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ﾅｯﾂﾒｸﾞ､ｱﾆｽ､ﾛｰﾚﾙ､ﾊﾟｲ

ﾝﾌﾚｰﾊﾞｰ､ﾐﾙｸﾌﾚｰﾊﾞｰ､など

N,N-ｼﾞｴﾁﾙ-m-ﾄﾙｱﾐﾄﾞおよびﾊﾞﾆﾘﾝ 黒ﾊﾞｴ類の忌避剤 USP 4427700号

ｼﾄﾛﾈﾗ油､N,N-ｼﾞｴﾁﾙ-m-ﾄﾙｱﾐﾄﾞ､ ﾅｯﾀｲｼﾏｶ類の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､p91 (1989)

など

p-ﾒﾝﾀﾝ-3, 8-ｼﾞｵｰﾙ､N, N-ｼﾞｴﾁﾙ- ﾋﾒｽｼﾞｼﾏｶ､ｱｶｲｴｶ H. Nishimura, et al., Agric.

m-ﾄﾙｱﾐﾄﾞ､など 類の忌避剤 Biol.Chem.,46, p319 (1982)

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油､ﾛｰﾚﾙ油､ﾕｰｶﾘﾌﾟﾀｽ油､ 蚊等の忌避剤 ﾊﾝｶﾞﾘｰPT 03192-A

など

ｼﾞｴﾁﾙﾄﾙｱﾐﾄﾞ､N, N-ｼﾞｴﾁﾙ-2-ｴﾄｷｼ 蚊等の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ

ﾍﾞﾝﾂｱﾐﾄﾞ､N, N-ｼﾞﾌﾟﾛﾎﾟｷｼ-2-ﾍﾞﾝ ､No.71､p88 (1985)

ｼﾞﾙｵｷｼｱﾐﾄﾞ､1-ﾌﾞﾁﾙ-4-ﾒﾁﾙ-ｶﾎﾞｼｭ

ｷｲｰﾙ､など
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ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油､ﾛｰﾚﾙ油､ﾊﾟｲﾝ油､ｸｯｸｰ 蚊類の忌避剤 ﾊﾝｶﾞﾘｰPT 030192-A

ｸﾞﾗｽ油､ﾕｰｶﾘﾌﾟﾀｽ油､など

ﾁｵｼｱﾉ酢酸ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙ､ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙﾁｵｼｱﾉ ﾀﾞﾆ類の忌避剤 特開昭59-67207号

ｱｾﾃｰﾄ､o-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙおよびその誘 特開昭60-4101号

導体､塩素化ﾒﾀｷｼﾚﾉｰﾙ､p-ｵｷｼ安息 特開昭60-8202号

香酸ｴｽﾃﾙ､など

ｻﾘﾁﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､ﾌｴﾈﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､ｻﾘ ﾀﾞﾆ類の防除剤 特開昭61-87603号

ﾁﾙ酸ﾌｪﾆﾙ､安息香酸ﾌｪﾆﾙ､ｼﾞﾌｪﾆﾙｱ 特開昭62-33106号

ﾐﾝ､ﾒﾁﾙ-β-ﾅﾌﾁﾙｹﾄﾝ､ｸﾏﾘﾝ､N-ﾌﾙｵﾛ 特開昭62-33107号

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾁﾙ-ﾁｵ-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲ

ﾐﾄﾞ､p-ﾆﾄﾛ安息香酸ﾒﾁﾙ､p-ｸﾛﾛ-m-

ｷｼﾚﾉｰﾙ､α-ﾌﾞﾛﾓ桂皮ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､

など

ﾍﾟﾆｰﾛｲﾔﾙ油､ﾒﾝﾄｰﾙ､など ﾉﾐ､ﾀﾞﾆ等の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､p67 (1990)

ｼﾝﾅﾐﾙｱｾﾃｰﾄ､Δ-ﾍｷｻﾗｸﾄﾝ､ﾈﾘﾙﾌﾟﾛ 蚊､ﾀﾞﾆ等の害虫忌避剤 特開昭58-148802号

ﾋﾟｵﾈｰﾄ､ﾏﾚｲﾐﾄﾞ系化合物､など 特開昭58-72504号

ﾘﾓﾈﾝ､など ﾊｴ､蚊等の忌避剤 特開昭62-409号

D-ｶﾝﾌﾙ溶解ｴﾀﾉｰﾙ､ｾﾝﾌﾞﾘの煎じ ｺﾞｷﾌﾞﾘ､蚊等の忌避剤 特開昭59-130204号

液､桂皮油､など

ｾﾝﾌﾞﾘ抽出液､D-ｶﾝﾌﾙ､桂皮油､ ｺﾞｷﾌﾞﾘ､蚊等の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､p67 (1990)

など 特開昭59-130204号

ｼﾝﾅﾐｯｸｱｾﾃｰﾄ､ﾈﾘﾙｱｾﾃｰﾄ､など 蚊､ﾌﾞﾖ､ｱﾌﾞ､刺ﾊﾞｴ等の 特開昭58-148802号

忌避剤

CH3(CH2)nCOOH (n=6～11)で ﾀﾊﾞｺｼﾊﾞﾝﾑｼ類の忌避剤 特開昭60-185702号

表わされる脂肪酸､など

ﾆｰﾑの抽出物､など ｶﾐｷﾘﾑｼ類成虫忌避剤 特開昭63-87607号

ｵｸﾀｸﾛﾛｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙｴｰﾃﾙ､ｸﾞｱﾔｺｰ ｼﾛｱﾘ防除剤･忌避剤 特開昭61-17502号

ﾙ､ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍﾞﾝｾﾞﾝ誘導体､p-ﾋ 特開昭62-33104号

ﾄﾞﾛｷｼ安息香ﾄﾞｺｼﾙ､など 特開昭62-72651号

炭素数10～11, 沸点が200～2 羊毛害虫忌避剤 特開昭58-39603号

30℃の範囲である脂肪酸鎖状

ｴｽﾃﾙ､など

ｶﾝﾌｧｰまたはﾅﾌﾀﾘﾝとｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ 繊維害虫忌避剤 特開昭59-42302号
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ｵｷｼﾑ､など

ﾅﾌﾀﾘﾝとﾌﾙｵﾚﾝまたはｱｾﾄﾅﾌﾃﾝなど 繊維害虫忌避剤 特開昭59-95201号

ﾅﾌﾀﾘﾝまたはｶﾝﾌｧｰとｺﾊｸ酸､など 繊維害虫忌避剤 特開昭62-138401号

ﾅﾌﾀﾘﾝまたはｶﾝﾌｧｰとｼﾞﾌｪﾆﾙ､など 繊維害虫防除剤 特開昭59-73503号

ｶﾝﾌｧｰとp-ﾋﾄﾞﾛｷｼ安息香酸ｱﾙｷ 繊維害虫防除剤 特開昭62-33105号

ﾙｴｽﾃﾙ､など

ﾅﾌﾀﾘﾝまたはｶﾝﾌｧｰとｿﾙﾋﾞﾝ酸など 繊維害虫防除剤 特開昭62-226906号

ｶﾝﾌｪﾝ､など 衣類害虫防虫剤 特開昭63-5006号

2, 6, 6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-2, 3-ｴﾎﾟｷｼﾋﾞ 衣類害虫防虫剤 特開昭63-14703号

ｼｸﾛ[3, 1, 1]ﾍﾌﾟﾀﾝ､など

ε-ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑとﾅﾌﾀﾘﾝ､など 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭58-192803号

剤

ｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙとﾅﾌﾀﾘﾝ､など 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭59-76001号

剤

ﾅﾌﾀﾘﾝとﾊﾞﾆﾘﾝ、など 繊維、衣料害虫に対する防 特開昭62-22702号

虫剤

ﾅﾌﾀﾘﾝとｲﾀｺﾝ酸､など 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭62-195305号

剤

ｱﾝｹﾞﾘｶﾗｸﾄﾝ､など 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭62-283904号

剤

1,7,7-ﾄﾘﾒﾁﾙﾄﾘｼｸﾛ[2,2,1,0]ﾍﾌﾟﾀ 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭63-14701号

ﾝ､など 剤

6,6-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-ﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ[3,11]ﾍﾌﾟ 繊維､衣料害虫に対する防虫 特開昭63-17804号

ﾀﾝ､など 剤

ｶﾝﾌｧｰとﾃﾞﾋﾄﾞﾛ酢酸､など 繊維､衣料害虫に対する忌避 特開昭59-42305号

剤

ﾅﾌﾀﾘﾝとﾏﾝﾃﾞﾙ酸､など 繊維､衣料害虫に対する忌避 特開昭61-227503号

剤

2-ｴﾁﾘﾃﾞﾝ-5(または6)ﾎﾙﾐﾙ-ﾋﾞｼｸﾛ 繊維､衣料害虫に対する防黴 特開昭62-42906号

[2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ､8(または9)ｴｷｿ-ﾎﾙ 防虫剤 特開昭62-42906号

ﾐﾙ-ﾄﾘｼｸﾛ[5,2,1,0]2,6-ﾃﾞｶ-3-ｴ



- 181 -

ﾝ､など

昆虫忌避剤 特開昭61-40201号

またはその不飽和化合物

ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾃﾉﾝ､ｸﾏﾘﾝ､ｲﾝﾄﾞｰﾙ､ 昆虫忌避剤 USP 4449987号

など

害虫忌避剤 特開昭58-96002号

で

表わされるｱﾙｺｰﾙ化合物

ﾋﾞｽ(2,3,3,3-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)ｴｰﾃﾙ 害虫忌避剤 特開昭58-96008号

およびﾁｵｼｱﾉ酢酸ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙ､など

害虫忌避剤 特開昭58-113105号

で表わされるｱﾐﾝ系化合物

害虫忌避剤 特開昭59-164706号

で表わされるｶﾙﾊﾞﾒｰﾄ化合物

山奈,莪述､草果の抽出物､および 害虫忌避剤 特開昭59-181202号

ﾁﾓｰﾙ､など

害虫忌避剤 特開昭63-48203号

(n=1～2, R1=H

～CH3, R=C4～C7のｱﾙｷﾙ)からなるﾗｸ

ﾄﾝ化合物

ｴﾁﾙ-p-ﾒﾄｷｼｼﾝﾅﾒｰﾄ､など 衛生害虫､衣類害虫の忌避剤 特開昭60-130504号

p-ﾒﾝﾀﾝ誘導体 有害生物忌避剤 特開昭60-199804号

ｲﾁｮｳ葉抽出物､6-ｱﾙｹﾆﾙｻﾘﾁﾙ酸, 有害生物忌避剤 特開昭63-30402号

O
(C H2)z

(C H2)y

(C H2)x

O

'R

"R

R R"'

R-(CH 2)n
CH 3

C OH
CH 3

R1 N
R2

R3

X
R1-NHC Y-R2

CH

O

(CH 2)n

R

R 1

O



- 182 -

ﾋﾟﾛﾊﾞﾘﾄﾞｷﾞﾝｺﾗｲﾄ等のｾｽｷﾃﾙﾍﾟﾝ,

ｼﾞﾃﾙﾍﾟﾝ､など

ｱﾙｷﾙﾌｴﾉｰﾙ類 忌避剤 特開昭59-78105号

p-ｸﾛﾛ-m-ｷｼﾚﾉｰﾙ､o-ﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ､安 忌避剤 特開昭59-204102号

息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､α-ﾌﾞﾛﾓ-ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙ

ﾃﾞﾋﾄﾞ､など

忌避剤 特開昭60-218303号

で表わされる化合物とN, N

-ｼﾞｴﾁﾙ-m-ﾄﾙｱﾐﾄﾞを配合

2-ｴﾁﾙ-1,3-ﾍｷｻﾝｼﾞｵｰﾙ,n-ﾌﾞﾁﾙ-3, 忌避剤 ﾊﾝｶﾞﾘｰPT 035151-A

3-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-4-ｵｷｿ-2H-

ﾋﾟﾗﾝ-6-ｶﾙﾎﾞｷｼﾚｰﾄ,3-ｱｾﾁﾙ-2-(2,

6-ｼﾞﾒﾁﾙ-5-ﾍﾌﾟﾃﾆﾙ)-ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝ,

2,3,4,5-ﾋﾞｽﾌﾞﾁﾚﾝ-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾙﾌﾗｰ

ﾙ,ﾕｰｶﾘﾌﾟﾀｽ油,ﾒﾝﾄｰﾙを含みその

他N, N-ｼﾞｴﾁﾙ-m-ﾄﾙｱﾐﾄﾞ等他の昆

虫忌避剤を含有する

ﾏﾝﾘｮｳおよびその抽出物 有害生物防除剤 特開昭59-128319号

ｽﾙﾌｧﾐﾝ酸塩､ｽﾙﾌｧﾐﾝ酸､など ﾓｸﾞﾗ類の忌避剤 特開昭61-238707号

ﾀﾊﾞｺのﾔﾆ､など 猫嫌忌避剤 特開昭58-134008号

ﾋﾞｽ(2-ｸﾛﾛｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ)ｴｰﾃﾙ､ﾒﾝﾄｰﾙ､ 犬､猫忌避剤 特開昭61-12702号

など 特開昭63-88102号

ｼﾄﾛﾈﾗ油､ﾕｰｶﾘ油､ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ油､など 犬､猫等の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､p67 (1990)

ﾒﾝﾄｰﾙ､など 犬､猫等の忌避剤 特開昭63-60907号

沸点150～220℃を有する鎖式およ 犬､猫､ﾈｽﾞﾐおよび鳥類の忌 特開昭61-289003号

び環式ｹﾄﾝ(ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｹﾄﾝは除く), 避剤

青葉ｱﾙｺｰﾙ,青葉ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ,桂皮ｱﾙｺ

ｰﾙ, 桂皮ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､など

ｲｿﾌｫﾛﾝ､ｼｸﾛﾍｷｻﾝ､青葉ｱﾙｺｰﾙ､桂皮 犬､猫､ﾈｽﾞﾐ､鳥等の忌避剤 特開昭61-289003号

ｱﾙｺｰﾙ､桂皮ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､など

ｸﾞﾘｺｰﾙｴｰﾃﾙ類､など 動物用忌避剤 特開昭62-194001号

N 
H

C
S

OR
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2-ﾌﾞﾄｷｼｴﾀﾉｰﾙ､など 獣鳥類忌避剤 特開昭63-30401号

ﾋﾞｽ(ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵｶﾙﾊﾞﾓｲﾙ)ｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ､ 森林有害獣類の忌避剤 特開昭63-126005号

など

芳香族炭化水素を60%以上含有す 野性動物忌避剤 特開昭60-42316号

る原油の常圧蒸留の重質油分､な

ど

ﾘﾓﾈﾝ､など 動物忌避消臭剤 特開昭62-164602号

ﾘﾓﾈﾝ､など 動物忌避剤 特開昭62-164602号

ｸﾞﾘｺｰﾙｴｰﾃﾙ類､など 節足動物､軟体動物並びに爬 特開昭61-289002号

虫類用忌避剤

p-ｸﾛﾛ-m-ｷｼﾚﾉｰﾙ､ﾄﾘﾌﾟﾗﾛﾑﾌｪﾉｰﾙ､3 腹足類忌避剤 特開昭62-106001号

-ﾒﾁﾙ-4-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ､o-ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗｸﾛ

ﾛﾌｪﾉｰﾙ､2-n-ｵｸﾁﾙ-4-ｲｿﾁｱｿﾞﾘﾝ-3-

ｵﾝ､ﾗｳﾘﾙ硫酸ｿｰﾀﾞ､など

木酢液を主成分とし少量の蟻酸 ﾑｶﾃﾞ､ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞ､蛇等の忌避 特開昭63-60907号

加えたもの､など 剤

ｸﾞｱｻﾞﾁﾝ､ﾁﾗﾑ､など 鳩類､ﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ､ﾉｳｻｷﾞ等の忌 特開昭59-25306号

避剤

有機ﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ誘導体､ﾁﾗﾑ､など 鳥類忌避剤 特開昭59-10504号

鳥類忌避剤 USP 4414227号

(R=ﾒﾁﾙ,ｴﾁﾙ,ﾌﾟ

ﾛﾋﾟﾙ)で表わされる化合物､など

ｸﾚｵｿｰﾄ､ﾋﾟﾘｼﾞﾝ､など 鳥害防除剤 特開昭61-56110号

ﾄﾍﾞﾗ科､ﾀﾃﾞ科､ﾓｸｾｲ科､ｲﾈ科等の 水中生物忌避剤 特開昭62-164771号

植物体抽出液より得られる多環

式ﾃﾙﾍﾟﾉｲﾄﾞならびにその誘導体､

精製物､など

L-ｾﾘﾝ､など 魚類の忌避剤 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ･ｼﾞｬｰﾅﾙ､

No. 18, p90 (1976)

O

R
R

R
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③ 使用方法

1.誘引・忌避などの効果のある上記香料及び香料関連物質は、誘引剤・忌避剤などの

処方中にその対象生物に対して有効量が配合される。使用に当たっては、必要に応じ

てその効果をあげるために二種以上複数混合して用いられる。

2.また、これらの香料及び香料関連物質を農薬・医薬・香粧品などに使用する場合、

これらを例えばエタノールのごときアルコール類、プロピレングリコール、グリセリ

ンなどの如き多価アルコール類に溶解した溶液状；また、アラビアガム、トラガント

ガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エス

テルなどの公知の乳化剤で乳化した乳化状；また、アラビアガムの如き公知の天然ガ

ム質類、ゼラチン、デキストリンなどの公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；ま

た、必要により公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、

カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散）した可溶化状（分

散状）;あるいは公知のカプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセルなどの形状

として、しばしば用いられる。

さらに、サイクロデキストリンなどの包接剤に包接して、上記香料及び香料関連物

質を安定化且つ徐放性にして用いることもある。

④ 製造方法

上記香料及び香料関連物質は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留

あるいは抽出（極性溶媒、非極性溶媒）、超臨界抽出などの任意の手段を用いて製造

される。

（３）特徴

① 上記の香料及び香料関連物質は、天然由来、若くは従来からフレーバー、フレグラ

ンスの調合素材として使用されているものであって、一般的に安全性が高いものと考

えられている。

② また、誘引・忌避・フェロモンなどの作用と賦香の両方を目的として医薬品、農薬、

香粧品、飲食品などに使用することができる。

③ また、上記の香料及び香料関連物質を誘引剤・忌避剤・フェロモンとして使用する

場合、農薬、医薬、香粧品などに使用されている調合香料、あるいはその他の添加剤、

原料などに対して官能的（嗜好性）、あるいは物理・化学的（着色・沈殿・着濁、液

性、酸化・還元、異性化、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択する必要があ

る。

④ また、これらの香料及び香料関連物質は、誘引・忌避・フェロモンなどの作用が発

見される以前から、香粧品、雑貨、医薬・医薬部外品、農薬などの調合香料の素材と

して、その１種または２種以上をその嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、

関連法規に照らして使用されてきたものであり、香料の使用において上記作用も発揮

されていたものであるから、上記作用の発見により調合香料としての使用が、原則と

して制限されるものではない。
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２・６・５ 殺虫剤

（１）目的

殺虫剤は目的害虫を駆除等するために使用されている。一方、天然精油、合成香料、香

辛料、ハーブ、などの香料及び香料関連物質の中には、上記作用を有するものが多数あり、

これらは賦香以外の目的として使用されることがある。

（２）殺虫等の効果のある主な香料及び香料関連物質

殺虫剤として効果のある主な香料及び香料関連物質とその目的害虫を【表１】に示した。

殺虫剤は目的害虫の生育によって、卵、幼虫、成虫などを対象とする。

【表１】殺虫剤等に使用される主な香料及び香料関連物質

香料 目的害虫 文献

ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ及びそのｴｽﾃﾙ類､ｽﾁﾗﾘﾙｱﾙｺｰﾙ及びそ ﾀﾞﾆ､など 特開昭61-91103号

のｴｽﾃﾙ類､ｻﾘﾁﾙ酸ｴｽﾃﾙ類(ｻﾘﾁﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､ｻﾘﾁﾙ酸ﾌｪ 特開昭61-87603号

ﾆﾙ､など)､ﾊﾟﾗｸﾚｿﾞｰﾙｴｽﾃﾙ類､ﾌｪﾆﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ類､β- 特開昭62-33106号

ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ(ﾛｰｽﾞP)及びそのｴｽﾃﾙ類(ﾌｪﾈﾁﾙﾍﾞﾝ 特開昭64-19004号

ｿﾞｴｰﾄ､など)､ﾌｪﾉｷｼｱﾙｺｰﾙ及びそのｴｽﾃﾙ類､安息香 特開昭63-104905号

酸ｴｽﾃﾙ類(安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､など)､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ及 生薬雑誌､43 [2] p163

びそのｴｽﾃﾙ類､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類､ｵｲｹﾞﾉｰﾙ類､ﾍﾘｵﾄ (1989)

ﾛﾋﾟﾝ､ﾁﾓｰﾙ､ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ､ｸﾏﾘﾝ､ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､l-ｶﾙ 特開平3-106805号

ﾎﾞﾝ､d-ｶﾙﾎﾞﾝ､ﾃﾙﾍﾟﾝ類､ﾋﾞﾀｰｱｰﾓﾝﾄﾞ油､ｳｨﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝ

油､ｲﾗﾝｲﾗﾝ油､など

ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｵｰﾍﾞﾋﾟﾝ､ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾄﾛﾈﾗ 蚤､蚊､ﾊｴ､南京

ｰﾙ､ｼﾄﾗｰﾙ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､安 虫､家ﾀﾞﾆ､など

息香酸ｴｽﾃﾙ類(安息香酸ﾒﾁﾙ､安息香酸ｴﾁﾙ､安息香

酸ｱﾐﾙ､安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､など)､など

ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ｻﾘﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾃﾞｼﾙｱﾙｺｰﾙ､ｵｸﾁﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾍﾞ ﾊｴ(幼虫)､など 香料､No.11, p14 (1950)

ｲ､ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ､ｶｼｱ､など

②使用方法

殺虫などの効果のある上記香料及び香料関連物質は、殺虫剤などの処方中にその対象害

虫に対して有効量が配合される。この場合、必要に応じてその効果をあげるために二種以

上複数混合して用いられる。

また、これらの香料及び香料関連物質を香粧品、雑貨、医薬・医薬部外品、農薬などに

使用する場合、これらを例えばエタノールのようなアルコール類、プロピレングリコール、

グリセリンなどの如き多価アルコール類に溶解した溶液状；また、アラビアガム、トラガ
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ントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エス

テルなどの公知の乳化剤で乳化した乳化状；また、アラビアガムの如き公知の天然ガム質

類、ゼラチン、デキストリンなどの公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；また、公知

の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、

両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；あるいは公知の

カプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセル；などの形状として、しばしば用いら

れる。

さらに、サイクロデキストリンなどの包接剤に包接して、上記香料及び香料関連物質を

安定化且つ徐放性にして用いることもある。

④製造方法

上記香料及び香料関連物質は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留ある

いは抽出（極性溶媒、非極性溶媒）、超臨界抽出などの任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

上記の香料及び香料関連物質は、天然由来、若くは従来からフレーバー、フレグランス

の調合素材として使用されているものであって、一般的にその安全性は高いと考えられて

いる。また、殺虫などの作用と賦香の両方を目的として、医薬・医薬部外品、農薬、香粧

品などに使用することができる。

また、これら公知の香料および香料関連物質は、殺虫剤としての機能が発見される以前

から、医薬・医薬部外品、農薬、香粧品などの調合素材として、その１種または２種以上

をその嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）され

てきたものであり、香料の使用において上記作用も同時に発揮していたものであるから、

上記作用の発見により調合香料の使用が原則として制限されるものではない。
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２・６・６ 抗う蝕剤・抗歯周病剤

（１）目的

う蝕発生の主因的細菌としては、例えばストレプトコッカス・ミュータンス菌など、ま

た歯周病の主因的細菌としては、例えばバクテロイデス・ジンジバリスなどが知られてい

るが、従来から、これらの細菌を防止するために例えば、クロルヘキシジン、テトラサイ

クリンなど公知の種々の殺菌剤が使用されている。

一方、天然精油、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料ならびに香料関連物質には、上

記細菌類に対して抗菌作用を有するものが多数知られており、上記香料ならびに香料関連

物質は、賦香以外にう蝕、歯周病などの口内細菌の抗菌を目的として使用されることがあ

る。

（２）う蝕・歯周病に使用される香料及び香料関連物質

① う蝕防止に効果のある香料及び香料関連物質を表－１に示す。

表－１ 主な香料及び香料関連物質

天然精油(香辛料･ﾊｰﾌﾞを含む) 参考文献

ｱｽﾅﾛ､ｱﾆｽ､ｳｲﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝ､ｴｽﾄﾗﾝｺﾞﾝ､ｵﾆｵﾝ､ｵﾘｶﾞﾅﾑ､ｵﾚﾝｼﾞ､ｵｰﾙ 食品工業

ｽﾊﾟｲｽ､ｶｼｱ､ｶﾙﾀﾞﾓﾝ､ｷｬﾗｳｴｲ､ｸﾛｰﾌﾞ､ｸﾐﾝ､ｹｰﾄﾞ､ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ､ｼﾄﾛ 27(2)57～(1984)

ﾈﾗ､ｼﾝﾅﾓﾝ､ｽﾀｰｱﾆｽ､ｾﾀﾞｰｳｯﾄﾞ､ｾﾞﾗﾆｳﾑ､ｾﾛﾘｰ､ﾀﾗｺﾞﾝ､ﾀｲﾜﾝﾋﾉ

ｷ､ﾀｲﾑ､ﾃﾞｨﾙ､ﾅﾂﾒｸﾞ､ﾊﾞｰﾁ､ﾋﾊﾞ､ﾌｪﾝﾈﾙ､ﾌﾞﾗｯｸぺﾊﾟｰ､ﾍﾞｲ､ﾍﾞｰ

ｼﾞﾙ､ﾎﾜｲﾄﾍﾟﾊﾟｰ､ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ､ﾒｰｽ､ﾚﾓﾝ､ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾛｰﾚ

ﾙ､ﾕｰｶﾘなど｡

ｶﾅﾝｶﾞ､ｼﾞｬｽﾐﾝ､ｽﾍﾟｱﾐﾝﾄ､ﾊｯｶ､ﾊﾟﾁｭﾘ､ﾎﾞｱﾄﾞﾛｰｽﾞ､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､ 周知･慣用技術集

ﾛｰｽﾞなど数十種｡ (化粧料及び類似

品)s59.8.21 163

ﾍﾟｰｼﾞ特許庁発行

緑茶抽出物 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ

17(18)5～(1988)

ｳｰﾛﾝ茶抽出物 食品工業

35(18)34～(1992)

茶ｶﾃｷﾝ類 食品工業

38(16)78～(1995)

ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ｸﾐﾝ､ｾﾚﾘｰｼｰﾄﾞ､ﾛﾍﾞｰｼﾞ､ﾀﾗｺﾞﾝ､ﾊﾞﾚﾘｱﾝ､ｵﾘｶﾞﾅﾑ､ﾎｯ 特開昭59-29620

ﾌﾟ､ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄｼｰﾄﾞ､ﾃﾞｨﾙｼｰﾄﾞ､ﾍﾟﾆｰﾛｰﾔﾙ､ﾀﾝｼﾞｰ､ﾜｲﾝﾘｰｽﾞ､麻

黄､山椒､麦門冬など
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表－１の続き

合成香料（単一香料化合物を含む）

ｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｶﾙﾊﾞｸﾛｰﾙ､ｸﾐﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾝﾅﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾄﾗｰﾙ､ｼﾄﾛﾈﾛｰﾙ､ 食品工業

ｼﾞ-n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼﾞｻﾙﾌｧｲﾄﾞ､ﾁﾓｰﾙ､ﾁｬﾋﾞｺｰﾙ,α-ﾂﾔﾌﾟﾘｼﾝ､ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ､ﾒ 27(2)57～(1994)

ﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ﾒﾁﾙﾁｬﾋﾞｺｰﾙ､ﾒﾝﾄｰﾙ､ﾘﾓﾈﾝ､ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ､ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ﾒﾁﾙｵｲ

ｹﾞﾉｰﾙ､ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ､δ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ﾄﾞﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ,δ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ

-ﾄﾘﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾗｸﾄﾝなど｡

ﾍｷｻﾉｰﾙ､ｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ､1-ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ､1-ｵｸﾀﾉｰﾙ､3-ｵｸﾀﾉｰﾙ､ｼｽ-3-ﾍｷｾﾉ 特開昭59-29619

ｰﾙ､1-ｵｸﾃﾝ-3-ｵｰﾙ､1-ﾉﾅﾉｰﾙ､ｼｽ-6-ﾉﾈﾝ-1-ｵｰﾙ､ｲｿﾌﾟﾚｺﾞｰﾙ､3､7-

ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾉｰﾙのごとき脂肪族ｱﾙｺｰﾙ類;

α-ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ､ﾊﾞﾆﾘﾙｱﾙｺｰ

ﾙ､ｼﾝﾅﾐﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ､ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ､ｸﾐﾝｱﾙｺ

ｰﾙ､などのような芳香族ｱﾙｺｰﾙ類;

1-ﾍｷｻﾅｰﾙ､ﾄﾗﾝｽ-2ーﾍｷｾﾅｰﾙ､ｼｽ-3-ﾍｷｾﾅｰﾙ､1-ｵｸﾀﾅｰﾙ､1-ﾉﾅﾅｰﾙ､

2､6-ﾉﾅｼﾞｴﾅｰﾙ､1-ﾃﾞｶﾅｰﾙ､2､4-ﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ､1-ｳﾝﾃﾞｶﾅｰﾙ､10-ｳﾝﾃﾞ

ｶﾅｰﾙ､1-ﾄﾞﾃﾞｶﾅｰﾙなどのような脂肪族ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類;

ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｻﾘﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｸﾐﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾍﾟﾘﾗｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｻｲｸﾗ

ﾒﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞなどのような芳香族ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類｡

4-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙのごとき脂環式ｱﾙｺｰﾙ類; 特開昭59-29618

ｴﾁﾙ-n-ｱﾐﾙｹﾄﾝ､ｼﾞｱｾﾁﾙ､ﾌﾟﾚｺﾞﾝ､ｴﾁﾙﾋﾞﾆﾙｹﾄﾝ､ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾃﾉﾝ､ｼｸﾛﾃﾝ､

ｱﾆｼﾙｱｾﾄﾝ､p-ﾒﾁﾙｱｾﾄﾌｪﾉﾝ､ｼﾞｬｽﾓﾝ､ｱｾﾁﾙﾒﾁﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙなどのｹﾄﾝ類

;ｱｾﾁﾙ酢酸ﾒﾁﾙ､乳酸ﾒﾁﾙ､ﾏﾛﾝ酸ｼﾞｴﾁﾙ､ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾚﾌﾞﾘﾝ

酸ｴﾁﾙ､酢酸ﾃﾙﾍﾟﾆﾙ､β-ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｸﾞﾘｼﾄﾞ酸ｴﾁﾙ､酢酸ｽﾁﾗﾘﾙ､ｲｿﾁｵｼ

ｱﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､β-ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴﾁﾙなどのｴｽﾃﾙ類;

ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｸﾞｱｲｱｺｰﾙ､ｶﾃｺｰﾙなどのﾌｪﾉｰﾙ系化合物;

酪酸､ｲｿ吉草酸､ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸､2-ﾒﾁﾙ酪酸､桂皮酸､ﾌｪﾆﾙ酢酸などの

酸類

ｸﾚｼﾞﾙｱｾﾃｰﾄ､ｼｸﾗﾒﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾒﾁﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ､ 特開昭59-175423

ｴﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､n-ﾃﾞｶﾅｰﾙ､p-ｱｾﾄﾌｪﾉﾝなど

ｶﾌﾟﾘﾝ酸､ﾗｳﾘﾝ酸､ﾐﾘｽﾁﾝ酸､ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸､ｽﾃｱﾘﾝ酸､ｵﾚｲﾝ酸､ﾘﾉｰﾙ酸､

ﾊﾞﾆﾘﾝ酸､ｳﾝﾃﾞｶﾝ酸､ｳﾝﾃﾞｼﾚﾝ酸､ｴﾅﾝﾄ酸など δ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ﾄﾞ

ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ﾄﾘﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝなど

炭素数9～14の1価の直鎖脂肪族飽和ｱﾙｺｰﾙ類｡ 特開昭62-230712

ﾏﾙﾄｰﾙ｡ 特開昭61-109716

ｴﾁﾙﾏﾙﾄｰﾙ｡ 特開昭61-169720

ﾘﾅﾛｰﾙ､t-ﾋﾟﾉｶﾙﾍﾞｵｰﾙ､p-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ､ｶﾝﾎﾚﾆｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ 特開昭63-30409

γ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､γ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝなど｡

δ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ､δ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝなど5種のﾗｸﾄﾝ類｡ 特開昭59-175428
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② 歯周病防止に効果のある香料及び香料関連物質を表－２に示す。

表－２ 主な香料及び香料関連化合物

天然精油(香辛料･ﾊｰﾌﾞを含む) 参考文献

ｱﾛﾐｽ､ｴｽﾄﾗｺﾞﾝ､ｶﾙﾀﾞﾓﾝ､ｶﾗﾏｽ､ｼﾝﾅﾓﾝ､ｶｼｱ､ｷｬﾛｯﾄ､ｾｲｼﾞ､ﾀﾞﾐｱﾅ､ ｱﾛﾏﾄﾋﾟｱ

ﾅｯﾂﾒｸﾞ､ﾎｯﾌﾟ､ﾋｿｯﾌﾟ､ﾐﾙ､ﾒｰｽ､ﾒﾘｯｻ､ ﾊﾞｼﾞﾙ､ﾍﾞｲ､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰなど 4(1)78～(1995)

ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ､ｹｲﾋ､ｼﾅﾓﾝ､ｸﾞｱｲｱｯｸ､ﾊﾟﾁｭ ﾘなど ﾌｰﾄﾞｹﾐｶﾙ

6(9)106～(1990)

合成香料

ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ｼﾄﾗｰﾙ､γ-ﾄﾞﾃﾞｶﾗｸﾄﾝなど ｱﾛﾏﾄﾋﾟｱ

4(1)78～(1995)

③ 製法

上記香料及び香料関連物質は、通常の合成法、蒸留法、水蒸気蒸留法あるいは 抽出法

（極性・非極性溶媒）、超臨界抽出など任意の手段により製造される。

④ 使用方法

上記う蝕防止あるいは歯周病に効果のある香料及び香料関連物質は、歯磨き、 洗口剤、

うがい用錠剤などの口腔剤、チューインガム、キャンデーなどの処方中 に、１種または２

種以上を混合し､その有効量（一概には言えないが一般的には 0.001～30重量㌫）が配合さ

れる。この場合、上記香料及び香料関連物質は、エタノールなどのアルコール類、プロピ

レングリコール、グリセリンなどの多価アルコールに溶解した溶液状；また、アラビアガ

ムなどの公知の天然ガム質で乳化した乳化状；また、アラビアガムなどの公知の天然ガム

質、ゼラチン、デキストリンなど公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；また、公知の

界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両

性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；あるいは公知のカ

プセル化剤で処理して得られるマイクロカプセルなどの形状として使用されることもある。

また、サイクロデキストリンなどのごとき包接剤で包接して、上記香料および香料関連

物質を安定化且つ徐放性にして用いられることもある。

（３）特徴

上記う蝕防止あるいは歯周病防止に使用される香料及び香料関連物質は、上記の口腔剤、

菓子類などに通常使用されるフレーバーあるいは清涼剤の調合素材であって、これらをう

蝕防止あるいは歯周病防止として使用する場合は、上記製品に使用される他の調合素材あ

るいは添加剤に対して、物理・化学的（着色、沈殿、着濁、酸化、還元、異性化、分解、

縮合、重合など）に安定な物質の選択、またその嗜好を損なわないように調香の工夫が必

要である。

このようにすることにより、フレーバーあるいは清涼剤として、またう蝕防止剤、歯周

病の防止剤として同時にその効果を発揮することができる。
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また、これらの香料及び香料関連物質は、口腔剤などに使用される例えば、クロルヘキ

シジン類、ラウリル酸モノグリセリドなどの殺菌剤と併用し、その効果を高めることもで

きる。

これらの香料及び香料関連物質は、抗う蝕・抗歯周病などの作用が発見される以前から、

口腔剤、飲食品、菓子類などの調合香料の素材としてその１種または２種以上を、その嗜

好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、関連法規に照らして使用されてきたもので

あり、香料としての使用において上記作用も同時に発揮されていたものであるから、上記

作用の発見により調合香料としての使用が、原則として制限されるものではない。

参考文献

1.香料最新技術の特許分析 1998年7月5日発行

新しい機能の応用 虫歯防止剤関係 276～280ﾍﾟｰｼﾞ

2.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 23(8)56～64(1995)

生薬成分の抗菌･抗炎症作用

3.油脂 48(8)48～60(1995)

歯磨剤の開発動向

以上
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２・６・７ 養毛剤

（１）目的

養毛剤は、毛髪の成長を促進し、脱毛を抑制するために、例えば医薬品又は医薬部外品

の養毛料の有効成分として使用されている。一方、天然精油、合成香料、香辛料、ハーブ

などの香料および香料関連物質の中には、上記作用を有するものが多数あり、これらは賦

香以外の目的として使用されることがある。

養毛剤の作用機構としては、栄養成分の補給、末梢血管の拡張、男性ホルモンの抑制、

その他（天然物の総合効果など）がいわれているが、香料および香料関連物質の作用機構

は未だ不明確なものが多い。

（２）養毛剤に使用される主な香料および香料関連物質

①養毛剤に使用される主な香料類を表－１に示す。

表－１ 養毛剤に使用される香料および香料関連物質

天然精油(香辛料､ﾊｰﾌﾞ抽出物を含む) 参考文献

ｶﾐﾂﾚ(ｶﾓﾐﾙ)､ﾎｯﾌﾟ､ｱﾙﾆｶ花､ｷﾅ各ｴｷｽ等 FRAGRANCE J. (11)61(1975)表1

ｽｳｪﾙﾁﾉｰｹﾞﾝ(ｾﾝﾌﾞﾘｴｷｽ)､ﾄｳｶﾞﾗｼﾁﾝｷ､ FRAGRANCE J. (19)29(1976)表1

ｶﾝﾀﾘｽﾁﾝｷ､ﾊｯｶ油等

ﾆﾝｼﾞﾝ､ｸﾙﾐ､ﾆﾝﾆｸ､ﾉﾘ､ﾜｶﾒ､昆布､ﾀﾃﾞ､ﾀﾏﾈｷﾞ､ FRAGRANCE J. (32)22(1978)

ﾘﾝﾄﾞｳ､ｸﾛﾚﾗ､ﾒｷﾞ､ﾐｶﾝ､ｱﾛｴ､ﾒﾛﾝ､蜂蜜､ﾆｶﾞｷ､

ﾐﾙﾗの各ｴｷｽ､ﾁﾝｷ及びﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油､月桂樹油等

ｻｲﾑ(ﾀｲﾑ)､ｻﾙﾋﾞｱ(ｾｰｼﾞ)､ﾄｼｮｳ(ｼﾞｭﾆﾊﾟｰﾍﾞﾘｰ)､ FRAGRANCE J.

ﾏﾝﾈﾝﾛｳ(ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ)､ｼｮｳｶﾞ 臨時増刊(1)93(1979)

わさびｴｷｽ､甘草等 香料最新技術の特許分析

(株)CMC,283(1988)

合成香料 参考文献

(天然精油から分画した単一香料化合物を含む)

ｶﾝﾌﾙ､ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ､lーﾒﾝﾄｰﾙ､dlーﾒﾝﾄｰﾙ等 FRAGRANCE J. (19)29(1976)表

α-ﾋﾟﾈﾝ等 FRAGRANCE J. (32)23(1978)

ｵﾚｲﾝ酸､ｶﾌﾟﾘﾙ酸､ｶﾙﾎﾞﾝ､ﾋﾟﾍﾟﾘﾃﾉﾝ等 香料最新技術の特許分析

(株)CMC,283(1988)

ｼｽ-ｼﾞｬｽﾓﾝ､ﾒﾁﾙｼﾞﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾈｰﾄ､ﾒﾁﾙｼﾞﾋﾄﾞﾛｲｿ FRAGRANCE J.25(5)67～(1997)

ｼﾞｬｽﾓﾈｰﾄ､ｼﾞﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾈｰﾄ

②使用方法

養毛効果のある上記香料および香料関連物質は、養毛料などの処方中にその有効量が配
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合される。この場合、通常その１種又はその効果を挙げるために２種以上併用して用いら

れる。

また、使用される上記香料および香料関連物質は、養毛料などに使用されている成分に

対して物理化学的あるいは官能的に安定なものを選択する必要がある。

また、これらの香料及び香料関連物質を養毛剤に使用する場合、これらを例えば、エチ

ルアルコールなどのアルコール類、プロピレングリコール、グリセリンなどの如き多価ア

ルコール類に溶解した溶液状；また、アラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天

然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル等の公知の乳化剤で乳化

した乳化状；また、アラビアガムの如き公知の天然ガム質類、ゼラチン、デキストリン等

の如き公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；また、公知の界面活性剤、例えばアニオ

ン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて

可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；あるいは、公知のカプセル化剤で処理して得

られるマイクロカプセル等、その目的に応じて任意の形状を選択して用いられる。

更に、サイクロデキストリン等の公知の包接剤で包接して、上記香料類を安定化且つ徐

放性にしてその効果を持続させる方法もしばしば用いられる。

③製法

上記香料及び香料関連物質は、通常実施されている公知の合成，蒸留，水蒸気蒸留ある

いは抽出（極性溶媒、非極性溶媒），超臨界抽出など任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

上記香料および香料関連物質は、通常養毛剤として使用されている公知の養毛剤などと

併用してその効果を一層高めることができる。

養毛剤にこれらの香料及び香料関連物を添加する場合、養毛剤に使用されている調合香

料あるいはその他の添加剤，原料などに対して官能的（嗜好性）あるいは物理・化学的

（着色，沈殿，着濁，酸化，還元，異性化、分解，縮合，重合など）に安定なものを選択

する必要がある。

また、これらの香料及び香料関連物質は、養毛剤の作用が発見される以前から、養毛剤

などの調合香料としてその１種または２種を、その嗜好性を考慮して任意に処方（調合香

料）され、関連法規に照らして使用されてきたものであるり、香料としての使用において

上記作用も同時に発揮されていたものであるから、上記作用の発見により調合香料として

の使用が、原則として制限されるものではない。

参考文献

1.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 33(8)89～93(1995)

生薬成分の育毛効果

2.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 25(10)36～40(1997)

東南ｱｼﾞｱ産果実由来育毛素材の開発と応用

3.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ (85)47～51(1987)

21世紀の育毛･養毛剤
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4.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 21(9)43～49(1993)

最近の生薬成分の育毛効果

5.薬学雑誌 108(10)971～978(1988)

天然物資源による外皮用薬の開発研究(第1報)

ﾏｳｽ毛の発育に及ぼす生薬抽出物の効果

6.Cosmetics & Toiletries 101(12)21～45(1986)

Hair-Growing Innovations An Overview

7.Chem.Pharm.Bull. 42(3)530～533(1994)

Studies on Active Substances in Herbs for Hair Treatment.I.

Effects of Herb Extracts on Hair Growth and Isolation of an Active Substance

from Polyporus umbellatus F.

8.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 23(8)28～(1995)

生薬成分のﾍｱｹｱ製品への応用と課題
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２・６・８ 紫外線吸収剤

（１）目的

紫外線はさらに短波長紫外線（UVC:～290nm）、中波長紫外線（UVB:290～320nm）、長波

長紫外線（UVA:340～400nm）と区別して呼ばれるが、このうち地上に到達してくる中波長

紫外線と長波長紫外線によって起きる皮膚への有害作用や化粧品等の成分への劣化作用が

問題となる。皮膚への有害作用としては、日光皮膚炎、サンタン、慢性光線皮膚炎、皮膚

がん、しみ、そばかす、光線過敏症などがあり、また、化粧品等の成分へ有害作用として

は、色素の変退色、過酸化などがある。紫外線防止の方法としては、紫外線の吸収と散乱

の２つがあるが、香料類並びに香料関連物質は賦香以外の目的として、紫外線吸収剤とし

て使用されることがある。

（２）紫外線吸収剤として使用されることのある香料類並びに香料関連物質

① 紫外線吸収能のある物質

紫外線吸収剤として使用されることのある香料及び関連物質を表1に示す。

表1 紫外線吸収剤として使用される香料類並びに香料関連物質

抽出基原物質 成分 文献

ｱﾛｴ (Aloe) aloin, aloemodin, Isoemodin, ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

chrysofanol など 43, 43-51 (1980)

ﾑｷﾞﾜﾗｷﾞｸ(helichrysum) quinonic flavonoidなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ﾌﾗﾝｸﾞﾗ樹皮(Frangula) glucofrangulinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ｶﾐﾂﾚ(Chamomile) apigenine, quercimetrine, ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

umbelliferoneなど 43, 43-51 (1980)

ｵﾄｷﾞﾘｿｳ(hypericum) pinenなどの精油,rutine,hyperine等 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

のflavon化合物,hypericineなどの 43, 43-51 (1980)

diatronic anthranol誘導体,tannin類

ﾃｳﾁｸﾞﾙﾐ(Walnut) juglone, lawsoneなどの ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

naphthoquinone類, tannin類 43, 43-51 (1980)

ｸﾗﾒﾘｱ(Rhatany) krameritanninなどのtannin類 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ﾍﾝﾅ(Henna) lawsoneなどのnaphthoquinone類 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ｺﾒ ｺﾒ胚芽油など ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ｶﾊﾞ(Birch) flavonoid, tannin, saponinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,



75, 52-57 (1985)

ｺﾒｺｸﾞｻ(Eyebright) tannin, saponin, rhinanthin ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

aucubosideなど 75, 52-57 (1985)

ｾｲﾖｳｻﾝｻﾞｼ(Howthorn) flavonoid, saponinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ｱﾙﾆｶ(Arnica) quercetineなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ﾊﾏﾒﾘｽ(Hamamelis) hamamelitannin,quercetineなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

43, 43-51 (1980)

ﾎｯﾌﾟ(Hop) quercetine, kempherolなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ﾎｰｽﾁｪｽﾄﾅｯﾄ(Horse ches quercetine, kempherolなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

tnut) 75, 52-57 (1985)

ﾎｰｽﾃｰﾙ(Horsetail) kempherolなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ｱｲｳﾞｨ(Ivy) kempherolなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ﾘﾝﾃﾞﾝﾌﾗﾜｰ(Linden flow quercetineなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

er) 75, 52-57 (1985)

ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ(Marigold) apigenine, rutheorinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ﾐﾙﾌｫｲﾙ(Milfoil) apigenine, rutheorinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ(Rosemary) apigenine, rutheorinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ｾｰｼﾞ(Sage) apigenine, rutheorinなど ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ,

75, 52-57 (1985)

ｻﾘﾁﾙ酸ｴｽﾃﾙ､けい皮ｴｽﾃﾙ Perfume Cosmet Savon

e,12(7),345(1969)

ｱﾙｺｷｼ安息香酸ｴｽﾃﾙ類､ｱﾆｽ酸ﾒﾁﾙ､ 特公昭62-5883

ｱﾆｽ酸ｼｸﾛﾍｷｼﾙ､ｱﾆｽ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､ｱﾆｽ酸

ﾌｪﾆﾙ､m-ﾒﾄｷｼ安息香酸ﾒﾁﾙ､o-ﾒﾄｷｼ

安息香酸ｴﾁﾙ

β-ﾂﾔﾌﾟﾘｼﾝの脂肪酸ｴｽﾃﾙ類 特開昭56-26842

ﾒﾝﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ｱﾐﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ｵｸﾁﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ 特開平2-304019

p-ｱﾐﾉ安息香酸など

けい皮 けい皮ﾁﾝｷ 特開昭63-30403

霊芝 (霊芝子実体抽出成分) 特開平2-124809

ﾏﾙﾄｰﾙ､ｴﾁﾙﾏﾙﾄｰﾙ､3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-ﾒﾁﾙ-4(H)
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特開昭61-197506
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-ﾋﾟﾗﾝ-4-ｵﾝなどのγ-ﾋﾟﾛﾝ誘導体

甘草 (有機溶媒抽出物) 特開平1-157909

② 製法

特に制限はないが、乾燥、水抽出、glycol等の有機溶媒抽出等が用いられる。

（参考文献:ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 43, 43-51 (1980)）

③ 紫外線吸収剤の効果を測定する方法

溶液状態の紫外線吸収スペクトルを測定する方法の他、以下のような方法がある。

1. 1978年FDAが提案したガイドラインに準拠したSPFを求める評価法

（参考文献;Federal Register, 43, 38206-38269 (1978))

2. モルモットやマウスなどの実験動物を用いた方法

（参考文献;J. Soc. Cosmet. Chem. Japan, 15, 254 (1981)及び、

J. Soc. Cosmet. Chem., 2 5, 639 (1974)）

3. 石英板上に塗布、あるいは挟んで吸収スペクトルを測定する方法

（参考文献;J. Soc. Cosmet. Chem., 17, 581 (1966)）

4. 石英板の代わりに切除皮膚面に塗布する方法

（参考文献:Aust.J.Derm., 20, 112 (1979)）

5. ダンシルクロライドで染色した人皮膚を利用する方法

（J. Invest. Dermatol., 75, 363 (1980)）

④ 使用方法

1.主として日焼け化粧品、日焼け止め化粧品、化粧品の色素の変退色・油脂類の基剤

の劣化防止等にその有効量が使用される（参考文献:ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 43, 43-51 (198

0)）。

2.また、これらの香料及び香料関連物質を紫外線吸収剤に使用する場合、そのまま、

あるいは通常香料の溶剤として用いられるエタノールなどのアルコール類、プロピレ

ングリコール、グリセリンなどの如き多価アルコール類に溶解した溶液状；また、ア

ラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エス

テル、ショ糖脂肪酸エステル類などで乳化した乳化状；また、アラビアガムの如き天

然ガム質類、ゼラチン、デキストリンなど通常、香料の賦形剤として公知のものを用

いて被覆させた粉末状；また、公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニ

オン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを使用して可溶化（分散

化）した可溶化状（分散状）；あるいは公知のカプセル化剤で処理して得られるマイ

クロカプセルなど、その目的に応じて任意の形状を選択してしばしば用いられる。さ

らに、サイクロデキストリンなど公知の賦形剤で包接して、上記香料及び香料関連物

質を安定化且つ徐放性にして用いることもある。

（３）特徴
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① 紫外線吸収剤には天然系のものと合成系のものがあるが防腐効果、紫外線吸収波長

等考慮して微生物学的にも、皮膚科学的にも両者の併用が望ましい（参考文献:石渡悦

堯, ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 43, 43-51 (1980)）。

② 紫外線吸収を目的とした香粧品（以下、香粧品という）にこれらの香料及び香料関

連物質を添加する場合、香粧品に使用されている調合香料あるいはその他の添加剤、

原料などに対して官能的（嗜好性）あるいは物理・化学的（着色、沈殿、着濁、酸化、

還元、異性化、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択する必要がある。

③ また、これらの公知の香料及び香料関連物質は、紫外線吸収作用が発見される以前

から、その嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、関連法規に照らして使用

されてきたものであり、香料の使用において上記作用も同時に発揮していたものであ

るから、上記作用の発見により調合香料としての使用が、原則として制限されるもの

ではない。

参考文献

1.光防御剤の現状とその課題,ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 18(2), 44-53 (1990).

2.ﾊﾟｰﾑ油ｶﾛﾁﾝの皮膚過酸化抑制作用, ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 22(10), 93-101 (1994).

3.ｵｷｱﾐ由来ｱｽﾀｷｻﾝﾁﾝの色素沈着抑制効果,ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 臨時増刊(14), 180-184 (199

5).

4.油溶性甘草ｴｷｽの美白作用, ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ, 臨時増刊(14), 174-179 (1995).
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２・６・９ 化粧料

（１）目的

天然精油、香辛料、ハーブなどの香料および香料関連物質の中には、皮膚に対する収れ

ん作用、保湿作用或いはメラニン生成抑制作用などを有するものがあり、肌荒れ防止剤或

いはﾒﾗﾆﾝ生成抑制剤として賦香以外の目的で化粧品の原料として使用されることがある。

また、紫外線による生体傷害（皮膚の光老化、皮膚ガンの発生など）の発生に活性酸素

が関与していると言われ、香料および香料関連物質の中には、活性酸素に対して消去作用

を有するものがあり、活性消去剤として賦香以外の目的で化粧品原料として用いられるこ

とがある。

（２）化粧品用に使用されている香料および香料関連物質

① 肌荒れ防止、主として収れん効果のある香料および香料関連物質を表－１に示す。

表－１ 主な香料および香料関連物質

天然精油(香辛料･ﾊｰﾌﾞ抽出物を含む) 参考文献

ｱﾛｴ､ｱｵｲ､ｲﾘｽ､ｴﾚﾐ､ｵｰﾍﾞﾋﾟﾝ､ｵﾎﾟﾎﾟﾅｯｸｽ､ｵﾄｷﾞﾘｿｳ､ｶﾐﾂﾚ､ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ ｼﾞｬｰﾅﾙ

ｷﾝｾﾝ花､ｸﾛｰﾌﾞ､ｺｹﾓﾓ､ｺﾞﾎﾞｳ､西洋ｻﾝｻﾞｼ､西洋ﾆﾜﾄｺ､西洋 臨時増刊No1､84～(1979)

ﾉｺｷﾞﾘｿｳ､西洋ﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ､ｾｲｼﾞ､ﾀｲﾑ､ﾊｼﾊﾞﾐ､ﾊﾏﾒﾘｽ､ﾍﾞﾝｿﾞ

ｲﾝ､ﾎｯﾌﾟ､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､ﾘﾝﾄﾞｳ､ﾛｰｽﾞ､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾕﾘ､ﾕｰｶﾘなど

② 肌荒れ防止、主として保湿効果のある香料および香料関連化合物を表－２に示す。

表－２ 主な香料および香料関連物質

天然精油(香辛料･ﾊｰﾌﾞ抽出物を含む) 参考文献

ｲﾁｮｳなど 特開平4-321615

特開平4-321616

ｳｺﾝ､ｵﾐﾅｴｼ､ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ､ﾅﾝﾃﾝ､ﾆﾗ､ﾆﾝｼﾞﾝ､ﾈｷﾞ､ｱｻﾞﾐ､ﾉﾋﾞﾙ､ﾊｽ､ 特開平3-190809

ﾌﾞｸﾘｮｳ､ﾒﾊｼﾞｷ､ﾕｽﾞなど

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅ､ﾊﾏﾒﾘｽ､ﾕﾘなど 特開昭63-57510

ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵなど 特開昭63-303909

ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞなど 特開平4-253917

ｾｰｼﾞなど 特開平1-83022

ｾﾝﾌﾞﾘなど 特開平4-334308

ﾄﾞｸﾀﾞﾐなど 特開昭60-172916

ﾒｰｽなど 特開平1-83023

ﾖﾓｷﾞなど 特開平3-223216

特開平5-962

ﾚｲｼなど 特開平4-247008
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特開平4-247009

ｶｲ花､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰなど 特開平3-275609

ｱﾔﾒ科植物 特開昭62-61924

ｼｿ科ﾒﾘｯｻ属植物 特開平4-305512

ﾊﾞﾗ科植物 特開平3-127714

③ 活性酸素消去作用を有する香料および香料関連物質を表－３に示す。

表－３ 主な香料および香料関連物質

天然精油(香辛料､ﾊｰﾌﾞ抽出物を含む) 参考文献

Aesculus hippocastanum L. ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ ｼﾞｬｰﾅﾙ

Eucalyptus glubulus Labill. 23(8)65～(1995)

Hamamelis virginiana L.

Polygonum cuspidatum Seib.

Quercus robur L.

Rosemarinus officinalis L.

Salvia officinalis L.

Sanguisorba officinalis L.

④ メラニン生成抑制作用を有する香料および香料関連物質を表－４に示す。

表－４ 主な香料および香料関連物質

香料および香料関連物質 参考文献

ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ 特公昭46-39359

ﾜﾆﾘﾝ､ｱﾆｽｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾌｨﾁﾝ酸､ﾙﾁﾝ､ｶﾃｷﾝ､ｱﾛｲﾝなど 特公昭52-44375

3､4-ﾒﾁﾚﾝｼﾞｵｷｼﾌｪﾉｰﾙ､ｴｽﾃﾙ及びｴｰﾃﾙ 誘導体 特開昭61-63609

C数18～22､不飽和結合2以上脂肪酸およびそのｴｽﾃﾙ類 特開平1-186809

(例;ﾘﾉｰﾙ酸ﾒﾁﾙ､ﾘﾉﾚｲﾝ酸ｴﾁﾙなど)

C数4～17の不飽和直鎖脂肪属ｱﾙｺｰﾙ､その誘導体 特開平1-129112

(例;3-ﾍｷｾﾉｰﾙなど)

ｱﾛｴｴｷｽ､花粉ｴｷｽ､ｸﾁﾅｼｴｷｽ､桑白皮ｴｷｽ､ 升麻ｴｷｽなど 特公昭52-44375

ﾄｳｷ､ききょう､ﾏｵｳ､ﾛｰﾄ根など 特公昭58-11922

夏枯草､山しゅゆ､けいひ､鳥海などのｴｷｽ 特開昭57-163307

ﾎﾞﾀﾝ皮､ｼｬｸﾔｸ､ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ､ｺﾞﾎﾞｩｼ､ﾎﾞｳﾌｳ ｵｳｺﾞﾝ､ﾖｸｲﾆﾝ､ 特開昭60-214721

ｶﾝｿﾞｳなどのｱﾙｺｰﾙ抽出液

ｱﾙﾃﾆｱ､ｱﾙﾆｶ､ｾﾞﾆｱｵｲ､ﾊﾏﾒﾘｽ､ﾎｯﾌﾟ､ﾔ ｸﾞﾙﾏｷﾞｸ､ｾｲﾖｳｻﾝｻﾞｼ､ 特開昭60-104005

ｸｼﾞﾝなどの抽出ｴｷｽ

紅花､しょうが､紅茶､緑茶､ぼたん皮､黄柏､地黄､ 特開昭61-50909

かい花､じゅつなどのｱﾙｺｰﾙ抽出液

ﾋｼﾞｷ､ﾜｶﾒ､ｱﾗﾒなどの褐藻類のｴﾀﾉｰﾙ抽出物 特開平2-124810
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ﾜﾆﾘﾝ､ｱﾆｽｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾌｨﾁﾝ酸、ﾙﾁﾝ､ｶﾃｷﾝ､ｱﾛｲﾝ酸など 特公昭 52-44375

3,4-ﾒﾁﾚﾝｼﾞｵｷｼﾌｪﾉｰﾙ､ｴｽﾃﾙおよびｴｰﾃﾙ誘導体 特開昭 61-63609

C数 18～22で不飽和結合2以上の脂肪酸およびそのｴｽﾃﾙ 特開平 1-186809

類(例；ﾘﾉｰﾙ酸ﾒﾁﾙ、ﾘﾉﾚｲﾝ酸など)

C数 4～17の不飽和直鎖脂肪族ｱﾙｺｰﾙ、その誘導体 特開平 1-129112

(例；3-ﾍｷｾﾉｰﾙなど)

ｱﾛｴｴｷｽ､花粉ｴｷｽ､ｸﾁﾅｼｴｷｽ､桑白皮ｴｷｽ､升麻ｴｷｽなど 特公昭 52-44375

ﾄｳｷ､ｷｷｮｳ､ﾏｵｳ､ﾛｰﾄ根など 特公昭 58-11922

夏枯草、山しゅゆ、けいひ、鳥海などのｴｷｽなど 特開昭 57-163307

ﾎﾞﾀﾝ皮、ｼｬｸﾔｸ､ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ､ｺﾞﾎﾞｩｼ､ﾎﾞｩﾌｳ､ｱｳｺﾞﾝ､ﾖｸｲﾆﾝ､ 特開昭 60-214721

ｶﾝｿﾞｩなどのｱﾙｺｰﾙ抽出液

ｱﾙﾃﾆｱ､ｱﾙﾆｶ､ｾﾞﾆｱｵｲ､ﾊﾏﾒﾘｽ､ﾎｯﾌﾟ､ﾔｸﾞﾙﾏｷﾞｸ､ｾｲﾖｳｻﾝｻﾞｼ､ 特開昭 60-104005

ｸｼﾞﾝなどの抽出エキス

紅花、しょうが、紅茶、緑茶、ぼたん皮、黄柏、地黄 特開昭 61-50909

かい花、白じゅつなどのアルコール抽出液

ﾋｼﾞｷ､ﾜｶﾒ､ｱﾗﾒなどの褐草類のエタノール抽出液 特開平 2-124810

⑤ 製法

上記香料および香料関連物質は、水蒸気蒸留、抽出など種々の方法で製造されるが、

一般的には抽出法が採用される。

抽出法の場合、溶剤は無臭で、不純物のないもの、さらに皮膚に対して安全なものが

要求される。水溶性抽出物の場合は、一般にグリコール類が用いられ、エチレングリコ

ール、プロピレングリコールなどがよく用いられる。また、抽出目的により、水、エチ

ルアルコール、エーテル、ヘキサン、メチレンクロリドなどが用いられる。

一方、油溶性抽出物については、植物性油あるいは鉱物性油が、単体または混合体で

用いられる。さらに、内部エステル交換された油を用いて、両性（親水性、親油性）の

有効成分を含む特別な抽出物を得ることができる。（参考文献；ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 臨時

増刊No1、75～(1979)）
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⑥ 使用方法

上記肌荒れ防止に用いられる香料および香料関連物質は、化粧品原料としてその一種

または二種以上を適宜に組合わせて、化粧品処方中に配合される。その使用量は、処方

中、１～５０％の範囲で使用されるが、必要とする効能効果に応じて選択される。通常、

処方中５～８％の範囲で使用される（参考文献；ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 臨時増刊No１，75～

(1979)）。

この場合、これらの香料および香料関連物質は、プロピレングリコール、グリセリン

などの多価アルコール類に溶解した油状；アラビアガムなど公知の天然ガム質を用いて

乳化した乳化状；アラビアガム、ゼラチン、デキストリンなどのごとき公知の賦形剤で

被覆させた被覆状；また、公知のカプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセル、

また、公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン

界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；

あるいはサイクロデキストリンのごとき包接剤で包接した包接状などの形状にして、香

料および香料関連物質の安定化且つ徐放性にして用いることもある。

（３）特徴

上記香料および香料関連物質は、それぞれ特徴的な香気を有する場合が多く、使用に

にあたっては、賦香を目的として使用される他の香料化合物と調和のとれるようにする

必要があり、これらを化粧品の調合香料の素材として使用した場合には、賦香と同時に

肌荒れ防止効果も発揮されることになる。

また、化粧品の原料素材、例えばある種の界面活性剤は、植物抽出物中の成分と反応

を起こす場合があるので注意が必要であり（例；植物抽出物は、陰イオンおよび陽イオ

ン界面活性剤と反応して沈殿を生じる場合がある）、またタンニンを含む植物抽出物の

場合、もし原料素材中に鉄が存在すれば黒色沈殿を生ずるので、原料素材は不純物を含

まず、あらゆる化学作用に対して中性のものが望ましい（ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ ｼﾞｬｰﾅﾙ 臨時増刊

No1､75～(1979)）。

また、これらは他のパラフィンオイル、脂肪酸トリグリセリド、脂肪酸および脂肪ア

ルコールから合成されるワックスエステル類、脂肪アルコール類、植物油（アボカドオ

イル、オリーブオイル、グレープシードオイル、ホホバオイル、サフラワーオイルな

ど）など公知の皮膚保護剤と併用して、その効果を高めることもできる。

また、これらの公知の香料および香料関連物質は、上記肌荒れ防止などの作用の発見

される以前から、香粧品などの調合香料の素材としてその１種または２種以上を、その

嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）されてき

たものであり、香料の使用において上記作用も同時に発揮していたものであるから、上

記作用の発見により調合香料としての使用が、原則として制限されるものではない。

参考文献

1.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 18(6)47～52(1990)

最近の特許からみた美白成分と美白化粧品
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2.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 臨時増刊 (14)118～126(1995)

特許からみた最近のﾒﾗﾆﾝ生成抑制剤と美白化粧品の開発動向

3.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽｼﾞｬｰﾅﾙ 23(8)22～27(1995)

生薬成分のｽｷﾝｹｱ製品の応用
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２・６・１０ 変色防止剤

（１）目的

香料は、その使用目的により種々の色素類と混合して製品化する場合がある。特に天然

色素は、一般に合成色素に比べると性状的に劣り、退色、変色が起こり易い。退色、変色

の大きな要因としては、酸化、還元などがあり、これらを防ぐために酸化防止剤が併用さ

れる。

酸化防止剤には、天然系と合成系のものとがあり、例えば香辛料、フラボン系化合物、

トコフェロール、褐変反応生成物、ビタミンＣ、エリソルビン酸などがある（参考文献；

天然着色料ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ昭和54年6月25日光琳発行）。

（２）酸化防止剤として使用される香辛料

① 酸化防止能を有する香辛料を表－１に示す。

表－１

精油･植物抽出物 参考文献

ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ､ｱﾆｽ､ﾊﾞｼﾞﾙ､ｷｬﾗｳｪｰ､ｶﾙﾀﾞﾓﾝ ｼﾅﾓﾝ､ｸﾛｰﾌﾞ､ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ､ﾌｪﾝﾈ New Food Industry

ﾙ､ｶﾞｰﾘｯｸ ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ｻﾝｼｮｳ､ﾍﾞｲﾘｰﾌﾞｽ､ﾏｽﾀｰﾄﾞ､ﾅｯﾂ ﾒｸﾞ､ﾒｰｽ､ｵﾆｵﾝ､ﾊﾟ 27(5)49～(1985)

ｾﾘ､ﾍﾟﾊﾟｰ､ｻﾌﾗﾝ､ﾛｰｽﾞ ﾏﾘｰ､ｾｰｼﾞ､ﾀｲﾑ､ﾀｰﾒﾘｯｸ､ﾊﾞﾆﾗなど

② 製法

一般的には香辛料植物の花、実、葉、根、樹皮あるいは全草を水蒸気蒸留や水抽出、

アルコール抽出、有機溶剤（メタノール、イソプロピルアルコール、アセトン、ヘキサ

ンなど）抽出、超臨界抽出などの方法により得る。

③ 使用方法

上記の香辛料抽出物の使用量は、必要とする効能効果に応じて選択される。添加する

場合、通常色素に直接添加されるが、色素と香料とを混合した製品に添加することもで

きる。

また、この抽出物に例えば、Ｌ－アスコルビン酸、ｄｌ－α-トコフェロール、ジブ

チルヒドロキシトルエン(BHT)、ブチルヒドロキシアニソール(BHA)、没蝕子酸エステル

のごとき合成酸化防止剤と併用してその効果をあげることもできる。また、上記抽出物

は、２種以上を適宜に選択して用いることもある。

（３）特徴

天然色素（カロチノイド系、アントラキノン系、ナフトキノン系、アントシアニン系、

フラボノイド系、ポルフィリン系、ジケトン系、ベタシアニン系、アザフィロイン系、そ

の他の実類、果実類、野菜類など）は、ｐＨ､酸素、水分、熱、光、金属イオンなどに対し

て影響を受けて変色しやすいので、これらの天然色素を香料と混合した場合も同じく注意

が必要である。例えば、天然色素にとって、安定なｐＨ領域の選択、安定な酸化防止剤の
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選択、また製品中（香料、色素）に微生物が繁殖するおそれのある場合は、アルコール、

プロピレングリコールなどが添加される。また、製造中（混合）および保管中は、低温で

行うなどの手段がとられる。特に保存は、不活性ガスで置換し、紫外線をさけた冷暗所で

保管される。

さらに、公知の紫外線防止剤（例えば、２・６・８ 紫外線吸収剤に記載される物質）を

用いる場合もある。

また、これら公知の香料および香料関連物質は、上記紫外線吸収作用が発見される以前

から、香粧品など紫外線吸収製品の調合香料の素材としてその１種または２種以上を、そ

の嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）されてき

たものであり、香料としての使用において上記作用も同時に発揮していたものであるから、

上記作用の発見により、調合香料としての使用が原則として制限されるものではない。
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２・６・１１ 保留剤・保香剤

（１）目的

天然香料、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料ならびに香料関連物質の中には、賦香

目的以外に香粧品香料や食品香料等調合香料全体の揮発度を遅延し、初期の香調をバラン

スよく持続させる効果が目的で使用されるものもある。

調合香料は揮発性の高いものから揮発性の低いものまで多種類の有香成分によって構成

されるが、そのままの状態で放置すれば揮発性の高い有香成分ほど早期に揮散し、やがて

初期の香調のバランスが崩れ、その価値をなくすことになる。このような状態になるのを

防ぐ目的で調合香料中に添加するものを保留剤（保香剤）という。

保留剤の作用メカニズムは未だ詳しく判っている訳ではないが、それ自体がもつ小さな

蒸気圧によって揮発性の高い有香成分の蒸発速度を抑えるという機能と調合香料中での水

素結合や分子間力によって有香成分を捕捉する機能によるものと大凡考えられている。

（２）保留剤・保香剤として使用される主な香料及び香料関連物質

①保留剤として効果のある香料及び香料関連物質の代表例を【表】－１に示した。

【表】－１ 保留剤として効果のある香料及び香料関連物質

精油 ﾊﾞｼﾞﾙ､ﾅﾂﾒｸﾞ､ﾎﾞｱﾄﾞﾛｰｽﾞ､ｵﾘｶﾞﾅﾑ､ｶﾅﾝｶﾞ､ﾊﾟﾁｭﾘ､ｶｼｱ､ﾍﾟﾙｰ､ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ､ｻﾌﾗﾝ､

ﾁｮｳｼﾞ､ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ､ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ､ｻｯｻﾌﾗｽ､ｸﾐﾝ､ｼﾌﾟﾚｽ､ﾀﾗｺﾞﾝ､ｸﾞｱﾔｸｳｯﾄﾞ､ｲﾘｽ､

ﾘﾅﾛｴ､ﾊﾞﾚﾘｱﾝ､ﾒｰｽ､ﾍﾞﾁﾊﾞｰ､ｲﾗﾝｲﾗﾝ､ｸﾗﾘｰｾｰｼﾞ､ﾊﾟﾁｭﾘ､ｱﾝｹﾞﾘｶ､ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ 等

ﾊﾞﾙｻﾑ､ｶﾞﾑ ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ､ﾓｽ､ｱﾝｹﾞﾘｶ､ｵｰｸﾓｽ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｵﾘﾊﾞﾅﾑ､ｶﾓﾐﾚ､ｵﾎﾟﾎﾟﾅｯｸｽ､ｶｽｶﾘﾗ､

ｵﾚｵﾚｼﾞﾝ ﾊﾟﾁｭﾘ､ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ､ﾍﾟﾙｰ､ﾁｮｳｼﾞ､ｻﾝﾀﾞﾙ､ｴﾚﾐ､ﾄﾙｰ､ｶﾞﾙﾊﾞﾅﾑ､ﾄﾝｶﾋﾞｰﾝ､

ｾﾞﾗﾆｳﾑ､ﾊﾞﾆﾗ､ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ﾍﾞﾁﾊﾞｰ､ｲﾘｽ､ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ 等

動物性 ｱﾝﾊﾞｰｸﾞﾘｽ､ﾑｽｸ､ｼﾍﾞｯﾄ､ｶｽﾄﾘｳﾑ 等

合成香料 ｱｾﾁﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｱﾐﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､ｱﾐﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ｱﾐﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ､

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌﾞﾁﾚｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌｫｰﾒｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾈｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾞﾚﾘｱﾈｰﾄ､ﾍﾞﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ､

ﾌﾞﾁﾙﾌﾀﾚｰﾄ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱｼｯﾄﾞ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾝﾅﾐﾙｱｾﾃｰﾄ､

ｼﾝﾅﾐﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ｸﾏﾘﾝ､ﾊﾟﾗｸﾚｼﾞﾙｱｾﾃｰﾄ､ｸﾐﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ､

ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ､ｼﾞﾌｪﾆﾙｵｷｻｲﾄﾞ､ｴﾁﾙｱﾝｽﾗﾆﾚｰﾄ､ｴﾁﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ｴﾁﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､

ｴﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ｴﾁﾙｻｸｼﾈｰﾄ､ﾒﾁﾙｱｾﾄﾌｪﾉﾝ､ﾒﾁﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ﾒﾁﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ､

ﾒﾁﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ﾒﾁﾙﾅﾌﾁﾙｹﾄﾝ､ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾒﾁﾙｻﾘｼﾚｰﾄ､ﾅﾌﾁﾙﾌﾞﾁﾙｴｰﾃﾙ､

ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ､ﾅﾌﾁﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ､ﾌｪﾆﾙ酢酸､ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙﾌﾞﾁﾚｰﾄ､ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ､

ｻﾝﾀﾛｰﾙ､ｽｶﾄｰﾙ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ｲﾝﾄﾞｰﾙ､ﾑｽｸｹﾄﾝ､ｴｸｻﾞﾙﾄﾘｯﾄﾞ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､

ｴｸｻﾞﾙﾄﾝ､ｻｲｸﾗﾒﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾃﾞｼﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ｳﾝﾃﾞｼﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ﾌｪﾉｷｼｴﾀﾉｰﾙ 等

殆ど無臭の ｱﾐﾙﾌﾀﾚｰﾄ､ﾍﾞﾝｿﾞｲｯｸｱｼﾄﾞ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､ｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙｵｷｻﾞﾚｰﾄ､ｼﾞｴﾁﾙｸﾞﾘｺ

合成香料 ｰﾙ､ｴﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､ｴﾁﾙﾌﾀﾚｰﾄ､ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾄﾘｸﾚｼﾞﾙﾌｫｽﾌｪｰﾄ､ﾄﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺ
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ｰﾙ､ﾏﾛﾝ酸ｴｽﾃﾙ類(ﾏﾛﾝ酸ｴﾁﾙｱﾐﾙ､ﾏﾛﾝ酸ｴﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ､ﾏﾛﾝ酸ｴﾁﾙsec-ｵｸﾁﾙ)､ｺﾊｸ

酸ｴｽﾃ ﾙ類(ｺﾊｸ酸ｼﾞﾒﾁﾙ､ｺﾊｸ酸ｼﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ､ｺﾊｸ酸ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙ)､ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｴｽﾃ

ﾙ類(ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｴﾁﾙ､ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ､ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ､ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞｵ

ｸﾁﾙ､ｱｼﾞ ﾋﾟﾝ酸ﾉﾆﾙ)､ｾﾊﾞｼﾝ酸ｴｽﾃﾙ類(ｾﾊﾞｼﾝ酸ｼﾞﾒﾁﾙ､ｾﾊﾞｼﾝ酸ｼﾞｴﾁﾙ､ｾﾊﾞｼﾝ

酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ)､酒石酸ｴｽﾃﾙ類(酒石酸ｼﾞｴﾁﾙ､酒石酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ)､ｸｴﾝ酸ｴｽﾃﾙ類(ｸｴ

ﾝ酸ﾄﾘﾒﾁﾙ､ ｸｴﾝ酸ﾄﾘｴﾁﾙ､ｸｴﾝ酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ)､ﾐﾘｽﾁﾝ酸､ｽﾃｱﾘﾝ酸等

②製法

一般的には香辛料系、ハーブ系を含めた香料植物の花、実、葉、根、樹皮或いは全

草を水蒸気蒸留や水抽出、アルコール抽出、水抽出、有機溶剤（メタノール、イソプ

ロピルアルコール、アセトン、ヘキサン等）抽出、超臨界抽出等の方法よって得る他、

合成法によって得る。

③使用方法

保留剤は通常、精油、バルサム・ガム、オレオレジン、動物性抽出物、合成香料

（殆ど無臭を含む）等から調合香料に最も効果あるものの組み合わせで使用するのが普

通であるが、極く稀には単独で使用することもある。

香粧品用調合香料に使用する場合は、特に皮膚刺激等に留意して使う必要があり、

食品用調合香料に使用する場合は、安全性を十分考慮して使う必要がある。

各種調合香料に使用が好ましいとされる保留剤例を【表】－２に示した。

【表】－２ 保留剤の使用例

調合香料 保留剤

ｱｶｼｱ ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙｰ､ﾑｽｸ､ｼﾍﾞｯﾄ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 等

ｶｰﾈｰｼｮﾝ ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ､ﾑｽｸ､ｸﾗﾘｾｰｼﾞ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､

ｻﾘﾁﾙ酸 等

ｶｼｰ ﾊﾞｲｵﾚｯﾄﾌｨｸｽ､ｵﾘｽｵﾚｵﾚｼﾞﾝ､ｽﾁﾗｯｸｽ､ｺｽﾀｽ､ｸﾏﾘﾝ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾄﾙｰ､ﾒﾁﾙﾅﾌﾁﾙｹﾄﾝ 等

ﾁｬﾝﾊﾟｶ ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ､ｵﾘﾊﾞﾅﾑ､ﾄﾙｰ､ﾊﾞﾆﾗ､ﾑｽｸ､ｼﾝﾅﾐﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ 等

ｺﾛﾝ ｸﾗﾘｾｰｼﾞ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｴﾁﾙｼﾝﾅﾒｰﾄ､ﾔﾗﾔﾗ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｱﾝﾊﾞｰｸﾞﾘｽ､ﾑｽｸ 等

ﾌｾﾞｱ ｵｰｸﾓｽﾚｼﾞﾝ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｸﾏﾘﾝ､ｼﾞﾒﾁﾙﾊｲﾄﾞﾛｷﾉﾝ 等

ﾎｰｿｰﾝ ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｺｽﾀｽ､ｽﾁﾗｯｸｽ､ﾍﾞﾁﾊﾞｰ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 等

ﾍﾘｵﾄﾛｰﾌﾟ ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙｰ､ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ､ﾜﾆﾘﾝ 等

ﾊﾆｰｻｯｸﾙ ﾄﾙｰ､ｵﾘﾊﾞﾅﾑ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 等

ﾋﾔｼﾝｽ ｽﾁﾗｯｸｽ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｼｽﾀｽ､ｺｽﾀｽ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､ﾑｽｸ 等

ｼﾞｬｽﾐﾝ ｲﾝﾄﾞｰﾙ､ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙｰ､ｽﾁﾛﾝ､ｺｽﾀｽ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ｼﾍﾞｯﾄ 等

ﾗｲﾗｯｸ ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾄﾙｰ､ｱﾝﾊﾞｰｸﾞﾘｽ､ﾍﾟﾙｰ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ 等

ﾏｸﾞﾉﾘｱ ﾍﾟﾙｰ､ﾍﾞﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ､ｱﾝﾊﾞｰﾘｷｯﾄﾞ､ｽﾁﾗｯｸｽ､ｼﾍﾞｯﾄ､ﾑｽｸ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ等

ﾐﾓｻﾞ ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ､ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙｰ､ﾑｽｸ､ﾊﾞｲｵﾚｯﾄﾌｨｸｽ 等

ﾑｹﾞｯﾄﾐｭｰｹﾞ ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｼﾍﾞｯﾄ 等
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ﾅﾙｼｽ ﾊﾟﾗｸﾚｼﾞﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ､ｺｽﾀｽ､ﾑｽｸ 等

ﾆｭｰﾓｰﾝﾍｲ ｸﾏﾘﾝ､ｵｰｸﾓｽ､ｼﾞﾒﾁﾙﾊｲﾄﾞﾛｷﾉﾝ､ｸﾗﾘｾｰｼﾞ､ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ､ｼﾞﾌｪﾆﾙｵｷｻｲﾄﾞ 等

ｵﾚﾝｼﾞﾌﾗﾜｰ ﾑｽｸ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ｵﾘﾊﾞﾅﾑ､ﾄﾙｰ､ﾍﾟﾙｰ､ｲﾝﾄﾞｰﾙ､ｲｿﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ､ﾒﾁﾙﾅﾌﾁﾙｹﾄﾝ 等

ｵｰｷｯﾄﾞ ｵｰｸﾓｽ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾍﾟﾙｰ､ﾑｽｸ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ｲﾗﾝｲﾗﾝ､ｸﾏﾘﾝ､ﾌｪﾆﾙ酢酸 等

ﾚｾﾀﾞ ﾊﾞｲｵﾚｯﾄﾌｨｸｽ､ｵﾘｽ､ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ､ｺｽﾀｽ､ｽﾁﾗｯｸｽ 等

ﾛｰｽﾞ ﾛｰｽﾞﾌｨｸｽ､ﾍﾞﾁﾊﾞｰ､ﾊﾟﾁｭﾘ､ｽﾁﾗｯｸｽ､ｻﾝﾀﾞﾙ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 等

ｽｲﾄﾋﾟｰ ﾍﾞﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ､ｲｿﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾃｰﾄ､ﾄﾙｰ､ﾍﾟﾙｰ､ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ､ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰ

ﾙ､ﾑｽｸ 等

ﾄﾚｰﾌﾙ ｸﾗﾘｾｰｼﾞ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｵｰｸﾓｽ､ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾍﾟﾙｰ､ｼﾞﾒﾁﾙﾊｲﾄﾞﾛｷﾉﾝ 等

ﾁｭﾍﾞﾛｰｽﾞ ﾍﾟﾙｰ､ｲｿﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞｴｰﾄ 等

ﾊﾞｲｵﾚｯﾄ ﾊﾞｲｵﾚｯﾄﾌｨｸｽ､ｵﾘｽｵﾚｵﾚｼﾞﾝ､ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ､ﾊﾞﾆﾘﾝ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｺｽﾀｽ 等

ｳｵﾙﾌﾗﾜｰ ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ｼｽﾀｽ､ﾑｽｸ 等

（３）特徴

保留剤は調合香料の製造に当たって最も配慮すべき事項であるが、調合香料に保留剤を

添加した場合、ある有香成分の蒸気分圧が減ると、他の有香成分の蒸気圧が増す結果、そ

の使用によっては香調を変化させる恐れがあり、他の有香成分との相性を十分に留意して

使う必要がある。

優れた保留剤とは、調合香料全体の揮発度を遅延調整し、初期の香調を長時間持続させ

ることができ、しかも他の有香成分と馴染みがよく香調を阻害しないもので、できるだけ

無臭に近く且つ適度の粘稠性のあるものがよいとされている。

参考文献

1.香料の化学 P.221(大日本図書:S59.9.11発行)

2.香料 No.10,32(1950)

3.香料 No.11,33(1950)

4.ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ ｼﾞｬｰﾅﾙ No.3,63(1991)

5.香料 No.173,85(1992)

6.香料化学総覧[Ⅱ] P.1371(広川書店:S47.2.15発行)
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２・６・１２ エンハンサー

（１）目的

天然香料、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料ならびに香料関連物質の中には、賦香

目的以外に香粧品香料や食品香料等に添加して調合香料全体をマイルドにし、こくを与え、

より天然らしさとブースター効果を目的として使用するものがある。

食品用、香粧品用、工業用などに使用する調合香料は多種類の成分を配合するが、香質

を向上させ、全体をマイルドにし、こくと重量感を増加させ、更に天然感を付与すること

を目的とした配合素材のことを特にエンハンサーといい、このうちフレーバーに使われる

ものをフレーバーエンハンサーという。

フレーバーエンハンサーの代表とされるＬ－グルタミン酸ナトリウムや５’－イノシン

酸ナトリウムの作用メカニズムについては、その添加が香りの直接増強に寄与するわけで

はなく、その他のフレーバー特性である広がり、まるみ感、インパクト感、重厚感等々に

ついて増強する効果が総合的にはたらいて香りを含めたフレーバー全体の力価を増強して

いるということが判っているが、他のエンハンサーとして使用されるもののほとんどは、

その効果は実証的に判っているものの作用メカニズムは未だ詳しく判ってはいないという

のが実状である。

（２）エンハンサー・変調剤として使用される主な香料及び香料関連物質

①エンハンサー・変調剤として効果のある香料及び香料関連物質の代表例を【表】－

１に示した。

【表】－１ エンハンサー・変調剤として効果のある香料及び香料関連物質

香料及び香料関連物質 文献･特許

天然抽出物 ﾊﾟｾﾘ ･特許2045446:口腔用組成物｡

ﾌｪﾝﾈﾙ ･特許2045446

ｸﾛｰﾌﾞ ･特許2045446

ｵﾗﾝﾀﾞｾﾝﾆﾁ ･特開平7-90294:ｽﾋﾟﾗﾝﾄｰﾙ高含有精油及び

その製造方法並びにｽﾋﾟﾗﾝﾄｰﾙ高含有精油

配合口腔用組成物｡

ｷﾊﾞﾅｵﾗﾝﾀﾞｾﾝﾆﾁ ･特開平7-90294

ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ ･特開平7-145398:ﾐﾝﾄ系香料の香味改善方

法及びﾐﾝﾄ系香料組成物｡

ｼｷｼﾓﾄﾞｷ ･特開平7-145398

等々
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ｱﾐﾉ酸類 L-ｼｽﾃｲﾝ ･特開昭60-156343:菓子の発色方法と

発色剤

ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸 ･特開平03-43499:香料の製造方法｡

ｲﾉｼﾝ酸 ･特開平03-4767:持続性ﾊﾞﾆﾗﾐﾙｸﾌﾚｰﾊﾞｰ

ﾌﾟﾛﾘﾝ 組成物｡

ｸﾞﾘｼﾝ ･特開平06-303943:減じられた脂肪微

ｱﾗﾆﾝ 粉砕食肉組成物｡

ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸 ･香料の事典 P102 等

ｱﾙｷﾞﾆﾝ

ﾛｲｼﾝ

ｲｿﾛｲｼﾝ

ﾊﾞﾘﾝ

ｽﾚｵﾆﾝ

ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆﾝ

ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ 等

合成香料 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-2 ･香料,(135),11～16('82)

(5H)-ﾌﾗﾉﾝ(香料名:ｿﾄﾗﾝ) ･特開平4-8264

3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-2-ﾒﾁﾙ-4H-ﾋﾟﾗﾝ ･ﾋﾞﾊﾞﾘｯｼﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ,(153),43～45('94)

-4-ｵﾝ(香料名:ﾏﾙﾄｰﾙ)

4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-2,5-ｼﾞﾒﾁﾙ- ･J.Sci.Food Agric.,

3(2)-ﾌﾗﾉﾝ 32(11),1132～1134('81)

(香料名:ﾌﾗﾈｵｰﾙ)

4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾒﾁﾙ- ･Perfumer & Flavorist,

3(2H)-ﾌﾗﾉﾝ 17(4),1519('92)

(香料名:ﾎﾓﾌﾗﾈｵｰﾙ) ･特開平4-8264

3-ﾒﾁﾙ-1,2-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾝｼﾞｵﾝ ･特開平4-8264

(香料名:ｼｸﾛﾃﾝ)

②製法

一般的には香辛料系、ハーブ系を含めた香料植物の花、実、葉、根、樹皮或いは全草

を水抽出、アルコール抽出、有機溶剤（メタノール、イソプロピルアルコール、アセト

ン、ヘキサン等）抽出、超臨界抽出等の方法によって得る他、合成法によって得る。

③使用方法

エンハンサーは、調合香料全体の香調バランスを安定化させ、こくと重厚感、天然感

を増幅させ香質を一段と高めるために使用される。通常は、合成香料、天然物抽出物や

アミノ酸類を組み合わせて最も効果的に使用するのが普通であるが、極く稀には単独で

使用することもある。
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香粧品用調合香料に使用する場合は、特に皮膚刺激等に留意して使う必要があり、食

品用調合香料に使用する場合は、安全性に十分配慮して使う必要がある。

（３）特徴

食品のフレーバー効果を増強することを目的として使用されるフレーバーエンハンサー

は、当該食品のもつ固有のフレーバーを変調させるような使用は望ましくない。従ってそ

の使用に当たっては、エンハンサー物質が本来保有しているフレーバーの範囲以下、即ち

エンハンサーそのものの持つ香味が全く感じられないか或いは僅かしか感じない位の微量

を、しかも十分にエンハンサー効果作用が発現する範囲内で使用することが肝要である。

参考文献

1.香料の事典：P.102（朝倉書房：1980年8月27日発行）

2.香料，(135)，11～16(’82）

3.ﾋﾞﾊﾞﾘｯｼﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ，(153)，43～45('94)

4.J.Sci.Food Agric.,32(11),1132～1134('81)

5.Perfumer & Flavorist,17(4),1519('92)
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２・６・１３ 冷感剤・温感剤

（１）目的

冷感剤は、皮膚や粘膜に対して清涼感（冷感）を与える物質で、歯磨き、菓子（チュー

インガム、キャンディー等）、たばこ、ハップ剤、化粧料などに使用されている。他方、

温感剤は皮膚に温感を与え、血行促進などの目的で主としてハップ剤、浴剤、化粧料など

に使用されている。一方、天然精油、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料および香料関

連物質（以下、香料類ともいう）の中には、上記作用を有するものが多数あり、これらは

賦香以外の目的として冷感剤または温感剤として使用されることがある。

（２）冷感剤・温感剤に使用される主な香料類

①冷感剤および温感剤に使用される主な香料類を表－１および表－２に示す。

表－１ 冷感剤に使用される主な香料類

（A)ﾒﾝﾄｰﾙ系化合物 参考文献

ﾒﾝﾄｰﾙ(8種の立体異性体)､D及びL-ﾒﾝﾁﾙｱｾﾃｰﾄ､ R,Emberger,Topics in Flavour

D及びL-ﾒﾝﾄﾝ ､D及びL-ｲｿﾒﾝﾄﾝ Research, p201(edit.by

R.G.Berger)(1985)

ｻﾋﾞﾈﾝﾊｲﾄﾞﾚｰﾄ､ｲｿﾌﾟﾚｺﾞｰﾙ､ﾋﾟﾍﾟﾘﾄｰﾙ､ 高砂香料時報No118,p12(1995)

3-置換-p-ﾒﾝﾀﾝ 特開昭 47-16647

特開昭 47-16649

p-ﾒﾝﾀﾝ-3-ｶﾙﾎﾞﾝ酸のｲﾐﾄﾞおよびｱﾐﾄﾞ類 特開昭 47-16648

p-ﾒﾝﾀﾝｼﾞｵｰﾙ､ﾄﾗﾝｽ体 特開昭 47-16650

特開昭 56-2924

L-ﾒﾝﾁﾙ ｸﾞﾙｺｼﾄﾞ等 特開昭 48-33069

特開昭 62-161716

p-ﾒﾝﾀﾝ誘導体 特開昭 48-98012

ﾒﾝﾁﾙ-2-ﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ-5-ｶﾙﾎﾞｷｼﾚ-ﾄ等 特開昭 49-55880

L-ﾒﾝﾄｰﾙのｹﾄｱﾙｶﾝ酸ｴｽﾃﾙ A.H.Moeller,

US 3,793,463(1974)

p-ﾒﾝﾀﾝ置換化合物 H.R.Watson,

United Kingdom Patent

1315626 (1974)

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘｼﾝのﾒﾝﾁﾙｴｽﾃﾙ 特開昭 50-32149

L-ﾒﾝﾄｰﾙのﾋﾄﾞﾛｷｼｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｽﾃﾙ 特開昭 52-105223

2-L-ﾒﾝﾄｷｼ ﾃﾄﾗﾊｲﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ 特開昭 56-133280

2-L-ﾒﾝﾄｷｼ ﾃﾄﾗﾊｲﾄﾞﾛﾌﾗﾝ 特開昭 57-31680

3-L-ﾒﾝﾄｷｼ ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-1,2-ｼﾞｵ-ﾙ 特開昭 58-88334

特開昭 62-192312

L-ﾒﾝﾁﾙ3-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾞﾁﾚｰﾄ 特開昭 61-194049
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L-ﾒﾝﾄｰﾙのｸﾞﾙｺｰｽとの混合炭酸ｴｽﾃﾙ Mu Yongji,CN 85,100,159(1986)

1-ｱﾙｺｷｼ-3-L-ﾒﾝﾄｷｼﾌﾟﾛﾊﾟﾝ-2-ｵ-ﾙ 特開平 2-290827

ﾒﾝﾄﾝの鎖状および環状ｹﾀｰﾙ類 M.J.Greenberg,

EP 0485170 A1 (1991)

3-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾒﾁﾙ-p-ﾒﾝﾀﾝのｴｽﾃﾙ類 特開平 5-255186

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘｼﾝﾒﾝﾀﾝﾒﾁﾙｴｽﾃﾙ 特開平 5-255217

(-)-ｲｿﾌﾟﾚｺﾞｰﾙ 特開平 6-65023

L-ﾒﾝﾄｰﾙと複数の官能基を持つｱﾙｺｰﾙ等との 特開平 6-199740

混合炭酸ｴｽﾃﾙ

(2S)-ﾒﾁﾙ-ﾒﾁﾙｴﾁﾙ-ｼｸﾛﾍｷｼﾙ-ｵｷｼ-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｼﾞｵｰﾙ 特開平 7-82200

2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾒﾁﾙ-ﾒﾝﾄｰﾙ 特開平 7-118119

(B)ﾒﾝﾄｰﾙ系化合物以外 参考文献

D-ｶﾝﾌｧｰ､1,8-ｼﾈｵｰﾙ 高砂香料時報No118,p12(1995)

N-ｲｿﾌﾞﾁﾙ-2,6,8-ﾃﾞｶﾄﾘｴﾝｱﾐﾄﾞ(ｽﾋﾟﾗﾝﾄｰﾙ) 特開昭 47-39675

第2級または第3級ｱﾙｶﾉｰﾙ 特開昭 49-19041

置換ｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ 特開昭 49-19042

ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾐﾄﾞ 特開昭 49-19043

環式ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾐﾄﾞ 特開昭 49-19044

非環式ｽﾙﾌｫﾝｱﾏｲﾄﾞ､ｽﾙﾌｨﾝｱﾏｲﾄﾞ 特開昭 49-55815

ｽﾙﾎｷｼﾄﾞ､ｽﾙﾎﾝ 特開昭 49-85245

ﾎｽﾌｨﾝｵｷｼﾄﾞ 特開昭 49-132016

ﾄﾘｱﾙｷﾙ置換ｼｸﾛﾍｷｻﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾏｲﾄﾞ 特開昭 50-29753

第1級ｱﾙｺｰﾙ 特開昭 50-76240

脂環式ｱﾙｺｰﾙ､酸､ｴｽﾃﾙまたはｱﾐﾄﾞ 特開昭 50-89541

ﾒﾝﾀﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾏｲﾄﾞ､ｽﾙﾌｫﾝ､ｽﾙﾌｨﾝｱﾏｲﾄﾞ 特開昭 50-111264

環式および非環式ｱﾐﾄﾞ 特開昭 50-142737

二環式酸､ｱﾏｲﾄﾞ､ｴｽﾃﾙ 特開昭 51-148040

三環式ｱﾙｺｰﾙ 特開昭 59-219208

三環式ｱﾙｺｰﾙ類 特開昭 59-219243

三環式ｱﾐﾄﾞ類 特開昭 60-136544

3[p-(ﾄﾗﾝｽ-4-ｱﾐﾉﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙｶﾙﾎﾞﾆﾙ)ﾌｪﾆﾙ] 特開平 3-83912

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸

3,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝｸﾞﾘｾﾘﾝｹﾀｰﾙ等 特開平 5-125073

炭酸ｴｽﾃﾙ類 特開平 6-199740

ｽﾋﾟﾗﾝﾄｰﾙ高含有精油 特開平 7-90294

第3級ｱﾙｺｰﾙ 特開平 7-238295
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尚､参考までに併用特許を以下に示す。

(ｲ)ﾒﾝﾄｰﾙとの併用

ﾌｨﾛｽﾞﾙﾁﾝ(特開昭 50-13546)､ｽﾋﾟﾗﾝﾄｰﾙ(特開昭 51-32741)､

ｱﾈﾄｰﾙ(特開昭 52-125639)､配糖体甘味物質(特開昭 52-125640)､

ｶﾞｼﾞｭﾂ抽出物(特開昭 60-58912)､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油(特開昭 60-139611)､

ｿﾌﾞﾚﾛｰﾙ(特開昭 63-267253)､

2-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-1,8-ｼﾈｵｰﾙ及び/又は2-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-1,4-ｼﾈｵｰﾙ(特開平 1-261327)､

N-ｴﾁﾙ-p-ﾒﾝﾀﾝ-3-ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾐﾄﾞ(特開平 3-53849)､

ｼﾞｵｷｿﾗﾝ-2-酢酸誘導体(特開平 7-228887)､

ｹﾀｰﾙ及びｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ(特開平 7-506868)｡

(ﾛ)その他

ｶﾙﾎﾞﾝ+ｶﾞｼﾞｭﾂ抽出物(特開昭 60-58912)､

ﾊｯｶ油+ﾊｯｶ属植物蒸留残渣抽出物(特開平 5-97639)､

ﾐﾝﾄ系香料+ﾎﾟﾘｺﾞｼﾞｱｰﾙ(特開平 7-145398)､

ｶﾁｵﾝ系殺菌剤+L-ﾒﾝﾁﾙ-β-ﾏﾙﾄｼﾄﾞ(特開平 7-133213)

表－２ 温感剤に使用される主な香料類

物 質 名 用 途 参 考 文 献

紫根ｴｷｽ及び/又は当帰ｴｷｽ 浴 剤 特公昭58-43366

焙焼したﾊﾄﾑｷﾞの子実種砕物､ 浴 剤 特開昭56-156210

これに生薬類(陳皮､当帰)を配合

ﾜﾆﾘﾙｱﾙｷﾙ(C3～6)ｴｰﾃﾙ類 ﾊｯﾌﾟ剤 etc 特公昭61-9293

ﾄｳｶﾞﾗｼ末､ﾄｳｶﾞﾗｼｴｷｽ､N-ｱｼﾙﾜﾆﾘﾙｱﾐﾄﾞ(RはC5～11のｱﾙｷﾙ) 外 用 剤 特公昭63-56206

等の温感刺激剤にｻﾝｼ ｮｳｴｷｽを配合

紫蘇ｴｷｽ､乾姜ｴｷｽ及び黄柏ｴｷｽから選ばれる植物ｴｷｽ｡ 外 用 剤 特公昭63-51126

これにﾄｳｶﾞﾗｼ末､ﾄｳｶﾞﾗｼｴｷｽ､N-ｱｼﾙﾜﾆﾘﾙｱﾐﾄﾞを配合

水と接して発熱し温度を上昇させる物質 化 粧 料 特開昭57-75909

C2～9のｱﾙｷﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ類

脂肪族ﾄﾘｵｰﾙ類

ｼﾞｱﾙｷﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ類及びその誘導体

ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ類及びその誘導体

ﾉﾆﾘﾙ酸ﾊﾞﾆﾘﾙｱﾐﾄﾞ + 二価ｱﾙｺｰﾙ又はそのｴーﾃﾙ 外 用 剤 特開昭57-206610

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙなど + ｶﾝﾌﾙ､ﾒﾝﾄｰﾙなど 化 粧 料 特開昭58-113113

唐辛子末､唐辛子ｴｷｽ､唐辛子ﾁﾝｷ､ｶﾌﾟｻｲｼﾝ､ ﾊｯﾌﾟ剤 特開昭60-13710

ﾉﾆﾙ酸ﾜﾆﾘﾙｱﾐﾄﾞから選ばれる一種以上

(A)ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝ(硬化)ﾋﾏｼ油 浴 剤 特公昭62-4363

(B)長鎖脂肪酸ｿﾙﾋﾞﾀﾝﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

(C)界面活性剤

(D)精油､植物ｴｷｽ
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ｹｲﾋ油､ﾊｯｶ油､ﾋﾉｷ油､ﾊﾟｲﾝ油､ﾄｳｷ､ﾁﾝﾋﾟ､ｵｳｺﾞﾝ､ｼｮｳﾌﾞ､

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾖﾓｷﾞ､ﾕｰｶﾘ､ﾀｲﾑ､ｷﾊﾀﾞ､ｼｮｳｶﾞなどのｴｷｽ

ｸﾞﾙｺｰｽ及び小麦胚芽を含む液体培地中でﾏﾝﾈﾝﾀｹ 浴 剤 特公昭63-30282

菌糸体を培養して得られる培養物

焼酎 浴 剤 特開昭61-254518

炭酸塩(炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ etc)+ 酸性塩(ｺﾊｸ酸 etc) 浴 剤 特開昭61-277611

+生薬抽出物(ｿｳｼﾞｭ､ﾋﾞｬｸｼﾞｭﾂ､ｶﾉｺｿｳ､ｹｶﾞｲ､ｹｲﾋ､

ｼｮｳﾌﾞなど)

(A)炭酸ｶﾞｽ 浴 剤 特開昭61-280417

(B)草津温泉の噴霧乾燥物/当帰ｴｷｽ等の生薬 化粧料･浴剤 特開昭62-56410

ｱﾛｴ､ﾖﾓｷﾞ又はﾊﾄ麦ｴｷｽ(酵素分解後抽出) 化 粧 料 特開昭62-205007

ﾜﾆﾘﾙｱﾙｷﾙ(C3～6)ｴｰﾃﾙ + 水溶性界面活性剤 浴 剤 特開昭62-221619

薬用人参の有機溶媒可溶性画分抽出残渣から抽

出して得られる水溶性画分

ﾍﾁﾏの乾燥粉砕物､搾汁､乾燥物､抽出ｴｷｽあるい 浴 剤 特開昭62-234013

はその粉末

(A)ﾜﾆﾘﾙｱﾙｷﾙ(C3～6)ｴｰﾃﾙ 化 粧 料 特開昭62-255406

(B)飽和側鎖状ｱﾙｺｰﾙの乳酸ｴｽﾃﾙ

木酢液(特定のPH値､比重､有機酸含量を有する) 浴 剤 特開昭62-283914

褐藻類から抽出したｱﾙｷﾞﾝ酸塩を含むｴｷｽ 浴 剤 特開昭62-286919

(A)ﾜﾆﾘﾙｱﾙｷﾙ(C3～6)ｴｰﾃﾙ 化 粧 料 特開昭62-292711

(B)ﾚｼﾁﾝ

粗糖､糖密など非精製糖からの抽出物､特に 浴 剤 特開昭63-112511

3,4-ｼﾞﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ-O-D-ｸﾞﾙｺｰｽ及び/又は

3,4,6-ﾄﾘﾒﾄｷｼ-O-D-ｸﾞﾙｺｰｽを必須成分とする

酒粕 浴 剤 特開昭63-119419

ｱﾘﾁｱﾐﾝ又はﾆﾝﾆｸ･ｱﾘﾁｱﾐﾝ 浴 剤 特開昭63-307812

ﾔﾏﾓﾓの乾燥粉砕物､搾汁､搾汁乾燥物､抽出液 浴 剤 特開平2-235807

C3～14のｱﾙｷﾙ､ｱﾙｺｷｼ､ｱﾙｷﾘﾃﾞﾝのﾌﾀﾗｲﾄﾞ 浴 剤 特開平2-167216

炭酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 浴 剤 特開平3-17013

必要により植物精油(ﾕｰｶﾘ油など)､天然又は合

成香料(ｼﾄﾛﾈﾛｰﾙ､酢酸ﾘﾅﾘﾙなど)､植物成分

抽出ｴｷｽ(ﾁﾝﾋﾟ､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰなど)を含有

(A)ｹｲ皮ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 外 用 剤 特開平3-106818

(B)皮膚刺激剤(ｻﾘﾁﾙ酸､ﾄｳｶﾞﾗｼ etc)

(C)生薬(ｾﾝｷｭｳ etc)

馬油または柑橘類の種子油 浴 剤 特開平3-209311

ｱﾛｴｴｷｽ､紫根ｴｷｽ､ﾛｰﾔﾙｾﾞﾘｰ､海藻ｴｷｽなどの少なくと 浴 剤 特開平3-287524

も一種以上

②使用方法

冷感作用のある上記香料類は、歯磨き、菓子（チューインガム、キャンディー）、たば
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こ、ハップ剤、軟膏、のど用トローチ、うがい薬、鎮痛剤、シェービングクリーム、オー

デコロン、シャンプー、乳液などの処方中に、また温感作用のある上記香料類は、ハップ

剤、浴剤、化粧料などの処方中にその有効量が配合される。尚、冷感・温感剤の使用量は、

冷感・温感感度が身体の部位によって大幅に異なる為、冷感・温感剤が配合される商品の

使用部位によって適宜調節する必要がある。

また、これらの冷感・温感剤を上記の飲食品、香粧品、ハップ剤、浴剤等に使用する場

合、これらをそのままあるいは例えば、エタノールのごときアルコール類、プロピレング

リコール、グリセリン等の如き多価アルコール類に溶解した溶液状；またアラビアガム、

トラガントガム等の如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸

エステル等の公知の乳化剤で乳化した乳液状；またアラビアガムの如き公知の天然ガム質

類、ゼラチン、デキストリン等の如き公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；また、公

知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、

両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；あるいは公知の

カプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセルなど、その目的に応じて任意の形状を

選択して用いられる。

更に、サイクロデキストリン等の公知の包接剤で包接して、上記香料類を安定化且つ徐

放性にしてその効果を持続させる方法もしばしば用いられる。

③製法

上記香料類は、通常実施されている合成、蒸留、水蒸気蒸留あるいは抽出（極性溶媒、

非極性溶媒）、超臨界抽出など任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

上記の冷感・温感剤は、公知の冷感・温感剤と併用してその効果を一層高める事ができ、

例えばメントールと糖アルコールを併用したキャンディーなどが挙げられる。

また、冷感・温感剤に使用される香料類は、上記の飲食品、香粧品、ハップ剤、浴剤等

に使用されている調合香料その他の添加剤、原料に対して官能的（嗜好性）あるいは物理

化学的（着色、沈殿、着濁、酸化、還元、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択す

る必要がある。特にエステルやアセタール、ケタールの構造の化合物の場合、酸性やアル

カリ性のもとでは安定性が懸念されるので、その対応策が必要とされる。このようにする

ことにより、香料あるいは冷感・温感剤として同時にその効果を発揮することができる。

尚、冷感剤には清涼な香気を併せ持つ化合物と、無臭に近い化合物がある。香気がない

化合物は、その使用量を自由に変えられるという点では有利である。

また、これらの香料類は、冷感・温感作用などの作用が発見される以前から、香粧品、

飲食品などの調合香料の素材としてその１種または２種以上を、その嗜好性を考慮して任

意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）されてきたものであり、香料と

しての使用において上記作用も同時に発揮していたものであるから、上記作用の発見によ

り調合香料としての使用が原則として制限されるものではない。
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２・６・１４ アロマテラピー・アロマコロジー

（１）目的

「アロマテラピー」とは、そもそもフランスの病理学者である、Gattefosseの命名

によるものであり、しばしば「芳香療法」と和訳される。内容的には香料（特に精

油）を経皮、内服、吸入（例えば、ネブライザーなどを用いた強制的吸入）などの方

法で人体に用いた時に、何らかの薬理効果・作用を期待する１つの伝承的、あるいは

経験的な疾病治療法のことを指す。

一方「アロマコロジー」とは、嗅覚刺激による生理・心理的効果を科学的に解明し

ようとする学問の名称であり、１９８２年に嗅覚研究基金のサービスマークとして造

語されたものである。「アロマテラピー」が香料の薬理効果・作用を求めるのに対し

て、「アロマコロジー」は薬理効果・作用ではなく、人の脳の嗅覚経路の刺激を通じ

て達成される効果・作用のみを扱うものであり、経皮や内服などの方法で血流中に物

質を導入することにより得られるそれを扱うものではない。

天然精油、合成香料、香辛料、ハーブなどの香料並びに香料関連物質の中には、ア

ロマテラピーに用いられるものや、アロマコロジー上の効果・作用が認められている

ものが多数あり、これらは賦香の目的以外で使用されることがある。

（２）アロテラピーで用いられる、あるいはアロマコロジー上の効果・作用が認められた

香料並びに香料関連物質

① 表－１にアロマテラピーで用いられる代表的な精油・合成香料を、表－２にアロマ

コロジー上の効果・作用の認められた代表的な精油・合成香料をそれぞれ示す。各々

の表は左の欄より認められる効果・作用、精油名、合成香料名及び記載文献である。

なお、実際の製品へのこれらの香料の応用に関しては、アロマテラピー的用途とア

ロマコロジー的用途は必ずしも明確に区別されている訳ではないので、香料も両用途

にまたがって使用される場合が多い。

② 使用方法

（２）の①の表－１であげた香料類は、その目的に応じて単独、もしくは２種類以

上を適宜に混合して、単独あるいは複数の作用効果を発揮させることができる。

また、これらの香料類は香料そのまま、あるいは通常香料の溶剤として用いられる

エタノールのごときアルコール類、プロピレングリコール、グリセリンなどの如き多

価アルコール類、植物油などを用いて溶解した溶液状；また同じくアラビアガム、ト

ラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル類、ショ糖

脂肪酸エステル類などで乳化した乳化状；またアラビアガムの如き公知の天然ガム質

類、ゼラチン、デキストリンなど、通常香料の賦形剤として公知のものを用いて被覆

させた粉末状；また、公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面

活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可
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溶化状（分散状）；あるいは公知のカプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセ

ルなど、その目的に応じて任意の形状を選択して香粧品、食品、医薬品などに用いら

れる。

さらに、サイクロデキストリンなど公知の包接剤で包接して、上記香料類を安定化

且つ徐放性にしてその効果を持続させる方法もしばしば用いられる。

なお、これらの香料類を２種以上用いる場合のその配合割合、あるいは最終製品へ

の添加率は、その症状の回復状況をみて判断されるが、通常は問診、心理テスト、生

理テスト、脳波テストなどにより決定される。また、すでに個々の作用効果が明らか

な場合は、その配合割合、添加率の有効範囲は、比較的容易に決めることができる。

また、それぞれの症状に対する具体的処方例については、２・６・１４薬理・心理

・生理効果の② 使用方法 表ー２参照。

③ 製法

上記香料類は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留あるいは抽出

（極性・非極性溶媒）、超臨界抽出など任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

① 上記の香料並びに香料関連物質は、従来からフレーバーやフレグランスの調合素材

として使用されているものであって、賦香の目的で一般的に用いられる程度の量での

安全性は高い。しかし、特にアロマテラピーで用いる際の濃度は、概して賦香目的の

それに比較して高い場合が多く、高濃度の香料を経皮、内服、吸入（ネブライザーな

どにより強制的吸入）などの方法で、人体その他に用いた場合の安全性に関しては、

使用前にこれを充分に確認することが望まれる。

② また、各種製品（香粧品、食品、医薬品など）にこれらの香料類を添加する場合は、

各種製品に使用されている調合香料あるいはその他の添加剤、原料などに対し官能的

あるいは物理・化学的（着色、沈殿、着濁、酸化、還元、異性化、縮合、重合、分解

など）に安定なものを選択する必要がある。

③ また、これらの公知の香料および香料関連物質は、アロマテラピー、アロマコロジ

ー作用が発見される以前から、香粧品、飲食品、医薬品、雑貨などの調合香料の素材

として、その１種または２種以上を、その嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）

され、使用（関連法規に照らして）されてきたものであり、上記作用の発見により調

合香料としての使用が原則的に制限されるものではない。

参考文献

１．実践アロマテラピー 、フレグランスジャーナル社（平成１年１２月５日発行）

２．アロマテラピー事典、フレグランスジャーナル社（平成３年８月２６日発行）

３．特公平7-57733

４．特公平7-57734
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表－１ アロマテラピーで用いられる精油・合成香料の例

効果･作用 精 油 名 合 成 香 料 名 記 載 文 献 名

催眠 ｼﾞｬｽﾐﾝ､ｶﾓﾐｰﾙ ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ､ FJ､19(1)､ 48(1991)

酢酸ｴﾁﾙ

覚醒 ﾍﾞﾙﾍﾞﾅ､ｸﾛｰﾌﾞ ｷﾞ酸ｴﾁﾙ､ FJ､19(1)､ 48(1991)

酢酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ

中枢神経興奮 - d-ｶﾝﾌﾙ(ｼｮｳﾉｳ)､ 高砂香料時報(72)9～(1980)

dl-ｶﾝﾌﾙ

鎮静 ①ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ､ - ①FJ､21(2)､ 76(1993)

ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ ②高砂香料時報

②ｼﾞｬ香 (72)9～(1980)

強心 ｼﾞｬ香 - 高砂香料時報(72)9～(1980)

食欲抑制 ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾕｰｶﾘ ｸﾞｱﾔｺｰﾙ､ｲﾝﾄﾞｰﾙ FJ､19(1)､ 48(1991)

食欲促進 ﾍﾟﾘﾗ､ﾛｰﾚﾙ ｶﾙﾎﾞﾝ､ｴﾚﾓｰﾙ FJ､19(1)､ 48(1991)

嫌煙 ｵﾚﾝｼﾞ､ﾒｰｽ ｵｲｹﾞﾉｰﾙ､ﾋﾄﾞﾛｷｼ FJ､19(1)､ 48(1991)

ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ

催淫 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ､ｺｽﾀｽ - FJ､19(1)､ 48(1991)

無性欲化 ｱﾙﾃﾐｼｱ､ﾕｰｶﾘ ｶﾝﾌｧｰ､ｼﾈｵｰﾙ FJ､19(1)､ 48(1991)

不安解消､ ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､ﾛｰｽﾞ ｼﾄﾗｰﾙ､ﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ FJ､19(1)､ 48(1991)

抗うつ

血圧降下 ｲﾗﾝｲﾗﾝ､ﾋｿｯﾌﾟ - FJ､21(2)､ 76(1993)

血圧上昇 ｼｮｳﾉｳ､ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ - FJ､21(2)､ 76(1993)

消化促進 ｶﾙﾀﾞﾓﾝ､ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ - FJ､21(2)､ 76(1993)

健胃 ｳｲｷｮｳ､ｹｲﾋ､ｻﾝｼｮｳ､ｼｮ - 高砂香料時報(72)9～(1980)

ｳｶﾞ､ｼｮｳｽﾞｸ､ﾊｯｶ､ﾁｮｳ

ｼﾞ､ｼｿ､ﾄｳﾋ､ﾓｯｺｳ

発汗 ①ｶﾐﾂﾚ､ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ - ①FJ､21(2)､ 76(1993)

②ｹｲﾋ ②高砂香料時報

(72)9～(1980)

制汗 ｾｰｼﾞ - FJ､(65)､ 40(1984)

局所麻酔 - ①ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ ①FJ､(69)､116(1984)

ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ ②高砂香料時報

②ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ (72)9～(1980)

鎮痙 ①ｱﾆｽ､ｷｬﾗｳｪｲ ②ﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｽﾃﾙ類､ ①FJ､(65)､ 40(1984)

ｸﾏﾘﾝ ②FJ､(69)､116(1984)

鎮咳 ｼｿ - 高砂香料時報(72)9～(1980)

胆汁分泌促進 ｺｽﾀｽ､ｸﾙｸﾏ - FJ､(69)､116(1984)
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子宮収縮 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ､ﾍﾉﾎﾟｼﾞ ｻﾋﾞﾉｰﾙ､ﾐﾘｽﾁｼﾝ FJ､(69)､ 116(1984)

去痰 ①ﾀｲﾑ､ﾕｰｶﾘ油 ｼﾈｵｰﾙ､ﾁﾓｰﾙ ①FJ､(69)､ 116(1984)

②ｳｲｷｮｳ､ｳｲｷｮｳ油 ②高砂香料時報

(72)9～(1980)

血糖上昇 - ｶﾝﾌｧｰ FJ､(69)､ 116(1984)

血糖降下 ﾕｰｶﾘ - FJ､(77)､ 56(1986)

遮光 - ｸﾏﾘﾝ誘導体 FJ､(69)､ 116(1984)

強心 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ､ﾈﾛﾘ - FJ､(77)､ 56(1986)

駆虫 ｶﾐﾂﾚ､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ - FJ､(77)､ 56(1986)

副腎皮質刺激 ｾﾞﾗﾆｳﾑ､ﾊﾞｼﾞﾙ - FJ､(77)､ 56(1986)

鎮痛 ｼﾞｬ香､ｼｿ - 高砂香料時報(72)9～(1980)

歯科の鎮痛､注 ﾁｮｳｼﾞ(歯科用) ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ 高砂香料時報(72)9～(1980)

射の疼痛緩和

抗原虫 - 安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 高砂香料時報(72)9～(1980)

表－２ アロマコロジー上の効果・作用が認められた精油・合成香料の例

効果･作用 精 油 名 合 成 香 料 名 記 載 文 献 名

意識水準の ①ｼﾞｬｽﾐﾝ､②ﾚﾓﾝ､ ④ﾌｨﾄｰﾙ､ｲｿﾌｨﾄｰﾙ､ ① 高砂香料時報､

高揚(覚醒) ③ﾊﾞｼﾞﾙ､ｸﾛｰﾌﾞ､ｲﾗﾝｲﾗ ｹﾞﾗﾆﾙﾘﾅﾛｰﾙ (93)､15(1987)

ﾝ､ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ ② FJ､22( 1)､ 75(1994)

③ FJ､22(11)､ 53(1994)

④ FJ､18( 7)､ 1(1990)

意識水準の ①ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､ - ① 高砂香料時報､

鎮静 ②ﾊﾞﾚﾘｱﾝ､③ﾊﾞﾗ､ (93)､15(1987)

④ｶﾓﾐｰﾙ､ﾚﾓﾝ ② FJ､18( 7)､ 1(1990)

③ FJ､22( 1)､ 75(1994)

④ FJ､22(11)､ 53(1994)

右脳活発化 ｼﾞｬｽﾐﾝ､ｵｰｸﾓｽ､ - FJ､18( 7)､ 1(1990)

ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ

左脳活発化 ﾊﾞﾗ､ｲﾗﾝｲﾗﾝ - FJ､18( 7)､ 1(1990)

抗ｽﾄﾚｽ ﾋﾉｷ - FJ､22( 1)､ 75(1994)

免疫回復･ ﾁｭﾍﾞﾛｰｽﾞ､ｵｰｸﾓｽ､ - FJ､22( 1)､ 75(1994)

賦活 ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ FJ､22(11)､ 53(1994)

免疫抗体増加 ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ - FJ､21( 5)､ 81(1993)

不安の解消 - ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ FJ､23( 2)､104(1995)

疲労感軽減 ﾋﾉｷ α-ﾋﾟﾈﾝ､ FJ､22(11)､ 53(1994)



- 220 -

酢酸ﾎﾞﾙﾆﾙ

作業能率向上 ｵﾚﾝｼﾞ､ﾀｲﾜﾝﾋﾉｷ､ﾚﾓﾝ - FJ､22(11)､ 53(1994)

睡眠延長 ﾊﾞﾚﾘｱﾝ､ﾛｰｽﾞ - FJ､22(11)､ 53(1994)

睡眠短縮 ｼﾞｬｽﾐﾝ､ﾚﾓﾝ t-ﾌｨﾄｰﾙ FJ､22(11)､ 53(1994)

眠気抑制 ②ﾊｯｶ､ﾚﾓﾝ等の精 ①ｼﾈｵｰﾙ､ﾒﾁﾙｼﾞｬｽﾓ ① FJ､22(11)､ 53(1994)

油類､ｵﾆｵﾝ､ｶﾞｰﾘｯｸ等 ﾈｰﾄ ② FJ､(77)､ 72(1986)

のｴｷｽ類 ②ｷﾞ酸･酢酸等

のｴｽﾃﾙ類､ｻﾘﾁﾙ酸ﾒ

ﾁﾙ､ﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ､ｶﾝﾌｧｰ､

ｼﾞﾌｪﾆﾙｵｷｻｲﾄﾞ､ｸﾏﾘ

ﾝ､ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙｱｾﾃｰﾄ

ｽﾄﾚｽ緩和 ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ､ﾚﾓﾝ､ α-ﾋﾟﾈﾝ FJ､22(11)､ 53(1994)

ｼﾞｬｽﾐﾝ､ﾌｪﾝﾈﾙ

ﾘﾗｯｸｽ ｵﾚﾝｼﾞ､ﾀｲﾜﾝﾋﾉｷ - FJ､22(11)､ 53(1994)

活性増強 ｱﾆｽ､ｻｲﾌﾟﾚｽ､ｼﾀﾞｰｳｯ 特公平7-57733

(覚醒) ﾄﾞ､ｼｮｳﾉｳ､ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ､ﾀｲ

ﾑ､安息香､ﾋｿｯﾌﾟ､ﾍﾞﾙ

ｶﾞﾓｯﾄ､ﾕｰｶﾘ､乳香､ﾛｰ

ｽﾞｳｯﾄﾞ､ﾊｯｶ､ﾊﾟｲﾝ､

ｲﾗﾝｲﾗﾝ､ｵﾚﾝｼﾞ､ｶﾙﾀﾞ

ﾓﾝ､ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ､ｼﾞｬｽﾐ

ﾝ､ｾｰｼﾞ､ﾈﾛﾘ､ﾊﾞｼﾞﾙ､

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ､ﾚﾓﾝ､ ﾛｰｽﾞﾏ

ﾘｰ

食欲増進 ｵﾚｶﾞﾉ､ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ 特公平7-57733

､没薬､ﾌｪﾝﾈﾙ､ﾅｯﾂﾒｯ

ｸﾞ､ｼﾞﾝｼﾞｬｰ､ﾀﾗｺﾞﾝ､ｼﾅ

ﾓﾝ､ｶﾐﾂﾚ

疲労回復 ﾏｼﾞｮﾗﾑ､ｾﾞﾗﾆｳﾑ､ｸﾛｰ ﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 特公平7-57733

ﾌﾞ､ｾｰﾎﾞﾘｰ､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､ﾒ

ﾘｯｻ､ｸﾗﾘｾｰｼﾞ､ﾊﾞﾗ､

ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ

頭痛軽減 ﾚﾓﾝ､ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ､ｶﾙ ﾒﾝﾄｰﾙ 特公平7-57734

ﾀﾞﾓﾝ､ﾍﾟﾆｰﾛｲﾔﾙ､

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾊﾞｼﾞﾙ

安眠促進 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ､ﾚﾓﾝ､ 特公平7-57734

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ､ｶﾙﾀﾞﾓﾝ､

ﾍﾟﾆｰﾛｲﾔﾙ､ﾊﾞｼﾞﾙ､
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ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ

便秘軽減 ｸﾛｰﾌﾞ､ﾌｪﾝﾈﾙ､ﾚﾓﾝ､ 特公平7-57734

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ､ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ､

ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟﾊﾟｰ

食欲抑制 ﾊﾟﾁｭﾘｰ 特公平7-57734

老人性痴呆症 ﾊﾟｲﾝﾆｰﾄﾞﾙ､ﾋﾉｷ､ﾚﾓﾝ､ FJ､(77)､ 72(1986)

ﾕｰｶﾘ､ｼﾅﾓﾝﾘｰﾌ､ﾋﾊﾞ､

ｼﾄﾗｽ

＊表－１，表－２中で、精油名、合成香料名の前の番号は、記載文献の番号を示す。ま

た、記載文献名欄 のＦＪとは、『フレグランスジャーナル』であることを示す。
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２・６・１５ 薬理・心理・生理効果

（１）目的

香料並びに香料関連物質のなかには、様々な生体調節効果を持つものがある。ここでい

う生体調節効果には、薬理的、心理的、生理的効果などが含まれる。精油等のアロマテラ

ピー・アロマコロジーについての効果は、2･6･13で詳細に記載しており、ここでは、個々

の化学物質を中心に取り扱う。

（２）生体調節効果が認められている香料類並びに香料関連物質

①生体調節効果のために使用される香料類並びに香料関連物質を表１に示す。

表－１ 生体調節効果のために使用される香料並びに香料関連物質

香料並びに 効 果 記載文献等

香料関連物質名

ﾋﾟﾈﾝ 健胃､駆風､消化不良､通経､利尿作用､ FFI J,154,32(1992)

腸運動促進､鎮静､のぼせ､咽喉炎､胃腸

炎､ﾎﾙﾓﾝ作用､解熱作用､母乳分泌促進､

食欲不振､腹痛､下痢止､脚気､去痰 ､歯

痛､胃痛､駆虫

α-ﾋﾟﾈﾝ 鎮静､消炎､殺菌､興奮､代謝促進､血行 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

促進､収斂､発汗､鎮痙

β-ﾋﾟﾈﾝ 鎮静､消炎､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

吉草酸 鎮静､催眠 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｶﾝﾌｪﾝ 興奮､代謝促進､血行促進､収斂､発汗 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

母乳分泌促進､消化不良､食欲不振､腹 FFI J,154,32(1992)

痛､下痢止

ﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 鎮静､消炎､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

咽喉炎､胃腸炎､ﾎﾙﾓﾝ作用､解熱 FFI J,154,32(1992)

不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

酢酸ﾎﾞﾙﾈﾙ 鎮静､消炎､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ﾃﾙﾋﾟﾈｵｰﾙ 鎮静､消炎､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

健胃､駆風､消化不良､興奮 FFI J,154,32(1992)

ﾃﾙﾋﾟﾆﾙｱｾﾃｰﾄ 健胃､駆風､消化不良､興奮 FFI J,154,32(1992)

ｲｿﾊﾞﾚﾘｱﾝ酸ﾎﾞﾙﾆﾙ 鎮静､催眠 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｸﾏﾘﾝ配糖体 興奮､代謝促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｶﾗﾓｰﾙ 興奮､代謝促進､血行促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｶﾗﾒﾝ 興奮､代謝促進､血行促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｵｲｹﾞﾉｰﾙ 興奮､代謝促進､血行促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

胃痛､腹痛､歯痛､子宮収縮､健胃､通経､ FFI J,154,32(1992)
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利尿作用､腸運動促進､鎮静､のぼせ

嫌煙作用

ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｻﾘﾁﾙ酸ﾒﾁﾙ 胃痛､腹痛､歯痛､子宮収縮 FFI J,154,32(1992)

ｼﾈｵｰﾙ 興奮､代謝促進､血行促進､収斂､発汗 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

健胃､駆風､消化不良

咽喉炎､胃腸炎､ﾎﾙﾓﾝ作用､解熱 FFI J,154,32(1992)

うがい薬､去痰薬(ﾕｰｶﾘ油) 13版日本薬局方､条文と

解釈(1996)

打ち目､かすみ目､なみだ目など､耳 FJ,臨時増刊1,43(1979)

鼻のただれ､鼻づまり､外耳炎など

抗偏頭痛､制吐､抗失神､無性欲化 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｼﾄﾗｰﾙ 鎮静､催眠､鎮痙､ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

嫌煙作用､制吐､抗失神､不安解消､ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

抗うつ

ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 鎮静､催眠､鎮痙 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ 嫌煙作用 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

p-ｻｲﾒﾝ 鎮痙､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ﾁﾓｰﾙ 鎮痙､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｶﾙﾊﾞｸﾛｰﾙ 鎮痙､殺菌 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,75,91(1985)

ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 健胃､通経､利尿作用､腸運動促進､ FFI J,154,32(1992)

鎮静､のぼせ

ﾘﾓﾈﾝ 眼炎､水腫､打撲傷､利尿作用､子宮収 FFI J,154,32(1992)

縮作用､健胃､解毒､駆風､抗ﾋｽﾃﾘｰ､

母乳分泌促進､月経促進､脚気､腹

痛､去痰､下痢止､歯痛､駆虫､食欲増進

ﾘﾅﾛｰﾙ 母乳分泌促進､消化不良､食欲不振､ FFI J,154,32(1992)

腹痛､下痢止

不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｱﾈﾄｰﾙ 利尿､月経促進､脚気､腹痛､去痰 FFI J,154,32(1992)

打ち目､かすみ目､なみだ目など FJ,臨時増刊1,43(1989)

ﾒﾝﾄｰﾙ 局所消炎･鎮痒(d-ﾒﾝﾄｰﾙ)､矯味･ 13版日本薬局方､条文と解

矯臭･局所消炎(l-ﾒﾝﾄｰﾙ) 釈(1996)

鎮痒､消炎､眼薬 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,臨時増刊1,

43(1979)

抗偏頭痛､制吐､抗失神 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

d-ｶﾝﾌｧｰ 局所刺激､局所消炎･鎮痒 13版日本薬局方､条文と解

釈(1996)

食欲抑制(ｶﾝﾌｧｰ)､制吐､抗失神､ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)
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無性欲化

ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ 皮膚薬 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,臨時増刊1,

43(1979)

ｱｽﾞﾚﾝ及びその 皮膚薬､歯口腔薬 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,臨時増刊1,

誘導体 43(1979)

ligustilide 大脳の鎮静､延髄諸中枢の興奪､麻酔 香料,83,17(1966)

butylidenphtha 大脳の鎮静､延髄諸中枢の興奪､麻酔 香料,83,17(1966)

lide

蟻酸 覚醒 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

酢酸 覚醒､制吐､抗失神 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

蟻酸ｴﾁﾙ､ 覚醒 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

蟻酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ

酢酸ｴｽﾃﾙ(ｴﾁﾙ､ 覚醒､制吐､抗失神 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ､ﾌﾞﾁﾙ､

ﾍﾌﾟﾁﾙ､ﾉﾆﾙ､

ﾒﾝﾁﾙ､ｲｿﾒﾝﾁﾙ等)

亜硝酸ｱﾐﾙ 覚醒 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ 覚醒 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｱﾘﾙｻﾙﾌｧｲﾄﾞ 覚醒 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾉﾆﾙｱﾙｺｰﾙ､ﾃﾞｼﾙ 催眠 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｱﾙｺｰﾙ､ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ

ｱﾙｺｰﾙ

酢酸ﾒﾁﾙ､酢酸ｴﾁﾙ 催眠 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾌｪﾆﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｸﾞｱﾔｺｰﾙ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｲﾝﾄﾞｰﾙ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｸﾚｿﾞｰﾙ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾁｵﾌｪﾉｰﾙ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

p-ﾒﾁﾙｷﾉﾘﾝ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｲｿｷﾉﾘﾝ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾋﾟﾘｼﾞﾝ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

有機ｱﾐﾝ類 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｱﾝﾓﾆｱ 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

硫化水素 食欲抑制 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｶﾙﾎﾞﾝ 食欲促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｴｽﾄﾗｺﾞｰﾙ 食欲促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ｴﾚﾓｰﾙ 食欲促進 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾑｽｸ 催淫性 ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)
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ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ 不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾈﾛｰﾙ 不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

ﾛｼﾞﾉｰﾙ 不安解消､抗うつ ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ J,19(1),48(1991)

安息香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ 抗原虫薬 高砂香料時報､72,8(1980)

ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ 殺菌消毒薬 高砂香料時報､72,8(1980)

ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ 局所麻酔､殺菌､歯科の鎮痛､注射の 高砂香料時報､72,8(1980)

疾痛緩和

②使用方法

（２）①の表－１であげた香料類は、その目的に応じて単独で、もしくは２種類以上を

混合して、単独あるいは複数の作用効果を発揮させることができる。また、これらの香料

そのまま、あるいは通常香料の溶剤として用いられるエタノールのごときアルコール類、

プロピレングリコール、グリセリンなどの如き多価アルコール類に溶解した溶液状；また、

アラビアガム、トラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステ

ル、ショ糖脂肪酸エステル類などで乳化した乳化状；またアラビアガムの如き天然ガム質

類、ゼラチン、デキストリンなど通常、香料の賦形剤として公知のものを用いて被覆させ

た粉末状；また、公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、

カチオン界面活性剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散

状）；あるいは公知のカプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセルなど、その目的

に応じて任意の形状選択して香粧品、食品、医薬などに用いられる。さらに、サイクロデ

キストリンなど公知の賦形剤で包接して、上記香料及び香料関連物質を安定化且つ徐放性

にして用いることもある。なお、これらの香料類を２種以上用いる場合のその配合割合、

あるいは、最終製品への添加率は、その症状の回復状況をみて判断されるが、通常、問診、

心理テスト、生理テスト、脳波テストなどにより決定されるが、既に個々の作用効果が明

らかな場合は、その配合割合、添加率の有効範囲は、比較的容易に決めることができる。

実践アロマテラピー第１６ページ（平成元年12月5日発行）によれば、「アロマテラピー

や医療で精油をミックスして用いる場合には、正しい濃度で精油を使用することが重要で

あり、またたくさんの精油を使っても、多ければ多いほどよい結果が得られるというもの

ではないことを悟ることが大切である。精油類の高い蒸発速度については前に述べたが、

これはバランスのよくとれた製剤をつくるときに考えなくてはいけない重要なポイントで

ある。この揮発度は精油によってさまざまに変わり、その大半は、下記に示すトップノー

ト、ミドルノート、ベースノートのどれかに入る。」と記載されている。
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症状ごとにその組み合わせの例を表－２に示す。

・トップノート もっともスピーディーに効果をあらわすもの。いちばんはやく

蒸発するもの。心身にたいしてもっとも刺激的で高揚効果を発

揮するもの。

・ミドルノート 揮発性が中ぐらいのもの。主として体の機能、たとえば消化・

生理および体の代謝の全体といった機能に影響するもの。

・ベースノート 蒸発するスピードが比較的おそいもの。（トップノートの精油と

ブレンドすると、その精油の揮発性を「ひきとめる」のに役立

つ。）鎮静させ、リラックスさせる力がいちばん強いもの。

表－２

・循環系統

病気･症状 ﾄｯﾌﾟﾉｰﾄ ﾐﾄﾞﾙﾉｰﾄ ﾍﾞｰｽﾉｰﾄ

高血圧 ｸﾗﾘｾｰｼﾞ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油

ﾚﾓﾝ油 ﾒﾘｯｻ油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油

・消化系統

病気･症状 ﾄｯﾌﾟﾉｰﾄ ﾐﾄﾞﾙﾉｰﾄ ﾍﾞｰｽﾉｰﾄ

胃腸炎 ﾀｲﾑ油 ｶﾐﾂﾚ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油

ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾋｿｯﾌﾟ油 樟脳油

ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

胃潰瘍 ﾚﾓﾝ油 ｶﾐﾂﾚ油

胃 痛 ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ｶﾐﾂﾚ油

ﾌｪﾝﾈﾙ油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

嘔 吐 ﾚﾓﾝ油 ﾌｪﾝﾈﾙ油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

下 痢 ｾｰｼﾞ油 ｶﾐﾂﾚ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

ﾕｰｶﾘ油 ｻｲﾌﾟﾚｽ油 没薬油

ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

鼓 脹 ｾｰｼﾞ油 ﾌｪﾝﾈﾙ油 没薬油
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ﾊﾞｼﾞﾙ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 樟脳油

ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾋｿｯﾌﾟ油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾒﾘｯｻ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

消化不良 ｾｰｼﾞ油 ｶﾐﾂﾚ油

ﾀｲﾑ油 ﾌｪﾝﾈﾙ油

ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ油

ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ油 ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

食欲不振 ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ｶﾐﾂﾚ油､ﾌｪﾝﾈﾙ油 没薬油

ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ油

ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油

疝 痛 ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ油 ﾌｪﾝﾈﾙ油

ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 ﾋｿｯﾌﾟ油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

吐き気 ﾌｪﾝﾈﾙ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

便 秘 ﾌｪﾝﾈﾙ油 樟脳油

ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ油

ﾋｿｯﾌﾟ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油

・神経系統

病気･症状 ﾄｯﾌﾟﾉｰﾄ ﾐﾄﾞﾙﾉｰﾄ ﾍﾞｰｽﾉｰﾄ

異常緊張 ｸﾗﾘｾｰｼﾞ油 ｾﾞﾗﾆｳﾑ油 ﾊﾞﾗ油

ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油

ﾀｲﾑ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾒﾘｯｻ油 ｼﾞｬｽﾐﾝ油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ﾈﾛﾘ油

ｶﾐﾂﾚ油 ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ油

異常興奮 ｾｰｼﾞ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油

ﾀｲﾑ油 ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ﾈﾛﾘ油

ﾚﾓﾝ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油

ｻｲﾌﾟﾚｽ油

ｶﾐﾂﾚ油

ﾋｿｯﾌﾟ油

過敏症 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ﾊﾞﾗ油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油
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ｻｲﾌﾟﾚｽ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

ｶﾐﾂﾚ油 ﾈﾛﾘ油

ｼｮｯｸ ﾒﾘｯｻ油 樟脳油

ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油 ﾈﾛﾘ油

神経衰弱 ｸﾗﾘｾｰｼﾞ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 安息香油

ｾｰｼﾞ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ｼﾞｬｽﾐﾝ油

ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ油

ｽﾄﾚｽ ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 ﾊﾞﾗ油

ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ油

ﾈﾛﾘ油

ﾀｲﾑ油 ｾﾞﾗﾆｳﾑ油 ﾊﾞﾗ油

不安症 ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油 ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ油

(ﾊﾟﾆｯｸ) ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾒﾘｯｻ油 乳香油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ﾈﾛﾘ油

不眠症 ﾊﾞｼﾞﾙ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 ﾊﾞﾗ油

ｶﾐﾂﾚ油 樟脳油

ﾈﾛﾘ油

抑うつ症 ｸﾗﾘｰｾｰｼﾞ油 ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ油 ﾊﾞﾗ油

ﾀｲﾑ油 ｶﾐﾂﾚ油 ｲﾗﾝｲﾗﾝ油

ﾊﾞｼﾞﾙ油 ｾﾞﾗﾆｳﾑ油 ｻﾝﾀﾞﾙｳｯﾄﾞ油

ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油 ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油 ｼﾞｬｽﾐﾝ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油 樟脳油

ｶﾐﾂﾚ油 乳香油

ﾈﾛﾘ油

ﾊﾟﾁｭﾘｰ油

・頭部

病気･症状 ﾄｯﾌﾟﾉｰﾄ ﾐﾄﾞﾙﾉｰﾄ ﾍﾞｰｽﾉｰﾄ

か ぜ ﾊﾞｼﾞﾙ油 ﾌﾞﾗｯｸﾍﾟｯﾊﾟｰ油 安息香油

ﾕｰｶﾘ油 ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾚﾓﾝ油 ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油

ﾒﾘｯｻ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

頭 痛 ﾚﾓﾝ油 ｶﾐﾂﾚ油 ﾊﾞﾗ油

ﾕｰｶﾘ油 ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油

片頭痛 ﾊﾞｼﾞﾙ油 ｶﾐﾂﾚ油 ﾊﾞﾗ油

ﾕｰｶﾘ油 ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油

ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ油
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ﾒﾘｯｻ油

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油

③製法

上記香料類は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留、あるいは抽出（極

性溶媒、非極性溶媒）、超臨界流体抽出など任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

各種製品（香粧品、食品、医薬品）にこれらの香料類を添加する場合は、各種製品に使

用されている調合香料あるいは、その他の添加剤、原料などに対し官能的（嗜好性）ある

いは物理・化学的（着色、沈殿、着濁、異性化、縮合、重合、分解など）に安定なものを

選択する必要がある。

また、これら公知の香料および香料関連物質は、薬理、心理、生理作用が発見される以

前に、香粧品、飲食品、医薬品、雑貨などの調合香料の素材として、その１種または２種

以上をその嗜好性を考慮して任意に処方（調合香料）され、使用（関連法規に照らして）

されてきたものであり、上記作用の発見により調合香料の使用が、原則的に制限されるも

のではない。
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２・６・１６ マスキング剤（消臭・脱臭・防臭・除臭）

（１）目的

香料による悪臭の抑制は、化学変化による方法と、臭覚に刺激を与える方法とがある。

一般的に、分子内に －Ｃ＝Ｃ－Ｃ＝Ｏ の共役結合をもつ反応性の高い香料（例；シト

ラール、ヘリオトロピン、バニリン、クマリン、など）は、二重結合による反応を利用し

て悪臭を抑制する効果があると言われている。

香料によるマスキングということは、悪臭を香料を用いて被覆するという意味で、悪臭

の中和・化学変化による消臭・脱臭・防臭・除臭を合わせて呼ばれている場合が多く、こ

の項では、便宜上、消臭・脱臭・防臭・除臭作用を合わせてマスキングと呼ぶことにする。

香料（天然香料、分画香料、合成香料、香辛料、など）には賦香以外の目的として、例

えば、香粧品用（体臭、汗、など）、保健衛生材料、漂白剤（塩素臭、など）、環境用

（アミン臭, 硫黄臭, 酸臭, 錆臭, 煙草臭, など）、飲食品用等のマスキング剤として多

数使用されている。

（２）マスキング作用（消臭・脱臭・防臭・除臭）のある香料および香料関連物質

①マスキング作用（消臭・脱臭・防臭・除臭）のある香料および香料関連物質を【表１】

に示した。

【表１】マスキング剤（消臭・脱臭・防臭・除臭）として使用される主な香料及び香料関

連物質

ﾃﾙﾍﾟﾝ系炭化水素類 α-ﾋﾟﾈﾝ, β-ﾋﾟﾈﾝ, ｶﾝﾌｪﾝ, ﾐﾙｾﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾐﾙｾﾝ, ﾘﾓﾈﾝ, ｼﾞﾍﾟﾝﾃﾝ, ﾃﾙﾋﾟﾈ

ﾝ, ﾃﾙﾋﾟﾉｰﾚﾝ, ｶﾚﾝ, ｱﾛｵｼﾒﾝ, ｵｼﾒﾝ, α-ﾌｪﾗﾝﾄﾞﾚﾝ, p-ｻｲﾒﾝ, β-ｶﾘｵﾌｨﾚﾝ

, β-ﾌｧﾙﾈｾﾝ, ﾋﾞｻﾞﾎﾞﾚﾝ, ｾﾄﾞﾚﾝ, ｶｼﾞﾈﾝ, ﾊﾞﾚﾝｾﾝ, ﾂﾖﾌﾟｾﾝ, ﾀﾞｱｲｴﾝ, ﾛﾝ

ｷﾞﾎﾚﾝ, など

ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類 ｼﾄﾗｰﾙ, ｹﾞﾗﾆｱｰﾙ, ﾈﾗｰﾙ, ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ, 3,7-ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾅｰﾙ(ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｼﾄﾗｰﾙ), ﾋ

とそれらのｱｾﾀｰﾙ類 ﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ, ﾒﾄｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ, α-ﾒﾁﾚﾝｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ(ﾍﾞﾙｶﾞﾏﾙ;IFF商品名), ﾍﾟ

ﾘﾗｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾒﾄｷｼｼﾞﾋﾄﾞﾛｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ, ｼﾄﾛﾈﾘﾙｵｷｼｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｹﾞﾗﾆﾙｵｷｼｱｾﾄ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾐﾙﾃﾅｰﾙ, ｶﾘｵﾌｨﾚﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ,ｼﾄﾗｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ,

ｼﾄﾗｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ｼﾄﾗｰﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ｼﾄﾛﾈﾗｰﾙｼｸﾛﾓﾉｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ,

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾙﾘﾅﾘﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾗﾈﾗｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙ

ｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, など

ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｹﾄﾝ類とそ ｶﾝﾌｧｰ, ｶﾙﾎﾞﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｶﾙﾎﾞﾝ, ﾌﾟﾚｺﾞﾝ, ﾒﾝﾄﾝ, ﾋﾟﾍﾟﾘﾃﾉﾝ, ｼﾞｵｽﾌｪﾉｰﾙ, ﾌ

れらのｹﾀｰﾙ類 ｪﾝｺﾝ, ﾍﾞﾙﾍﾞﾉﾝ, ｹﾞﾗﾆﾙｱｾﾄﾝ, ﾌｧﾙﾈｼﾙｱｾﾄﾝ, ｱｾﾁﾙｾﾄﾞﾚﾝ(ｾﾄﾞﾘﾙﾒﾁﾙｹﾄﾝ), ｵ

ｷｿｾﾄﾞﾗﾝ(ｾﾄﾞﾗﾉﾝ､ｾﾄﾞﾚﾉﾝ), ｱｾﾁﾙｶﾘｵﾌｨﾚﾝ, ｲｿﾛﾝｷﾞﾎﾗﾉﾝ(ｲｿﾛﾝｷﾞﾎﾗﾝｹﾄﾝ),

ﾇｰﾄｶﾄﾝ, ﾖﾉﾝ, ﾌﾟｿｲﾄﾞﾖﾉﾝ, ﾒﾁﾙﾖﾉﾝ, ｱﾘﾙﾖﾉﾝ, ｲﾛﾝ, ﾀﾞﾏｽｺﾝ, ﾀﾞﾏｾﾉﾝ, ｲｿ

ﾀﾞﾏｽｺﾝ, 1-(3,3,-ｼﾞﾒﾁﾙ-6(1)-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-1-ｲﾙ)-ﾍﾟﾝﾀ-4-ｴﾝ-1-ｵﾝ(ﾀﾞｲﾅｽｺﾝ

), ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙﾌﾞﾃﾉﾝ(ｲﾘﾄﾝ;IFF商品名), など
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ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｱﾙｺｰﾙ類 ﾘﾅﾛｰﾙ, ｹﾞﾗﾆｵｰﾙ, ﾈﾛｰﾙ, ｼﾄﾛﾈﾛｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙｵｸﾀﾉｰﾙ, ﾛｼﾞﾉｰﾙ, ﾐﾙｾﾉｰﾙ, ﾗﾊﾞ

ﾝｼﾞｭﾛｰﾙ, ｲｿｼﾞﾋﾄﾞﾛﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾛｰﾙ, ﾑｺﾞｰﾙ(IFF商品名), ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｹﾞﾗﾆｵｰﾙ,

ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾘﾅﾛｰﾙ, ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾛｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾐﾙｾﾉｰﾙ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾐﾙｾﾉｰﾙ, ｵｼﾒﾉｰ

ﾙ, ｱﾛｵｼﾒﾉｰﾙ, 3,6-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ｵｸﾀﾉｰﾙ, ﾉﾅﾃﾞｨﾙ(Givaudan-Roure商品名),

ｴﾁﾙﾘﾅﾛｰﾙ, ﾃﾙﾋﾟﾈｵｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾃﾙﾋﾟﾈｵｰﾙ, ﾃﾙﾋﾟﾈﾝ-4-ｵｰﾙ, 抱水ﾃﾙﾋﾟﾝ, l-

ﾒﾝﾄｰﾙ, ｶﾙﾍﾞｵｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｶﾙﾍﾞｵｰﾙ, ﾍﾟﾘﾗｱﾙｺｰﾙ, 4-ﾂﾔﾉｰﾙ, 3-ﾂﾔﾉｰﾙ, ﾎﾞﾙ

ﾈｵｰﾙ, ｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ, ｲｿﾌﾟﾚｺﾞｰﾙ, ｲｿｼｸﾛｹﾞﾗﾆｵｰﾙ, ﾉﾎﾟｰﾙ, ﾋﾟﾉｶﾙﾍﾞｵｰﾙ, α

-ﾌｪﾝｷﾙｱﾙｺｰﾙ(ﾌｪﾝｺｰﾙ), ﾎﾞﾙﾆﾙﾒﾄｷｼｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾑｺﾞｰﾙ(IFF商品名

), ﾌｧﾙﾈｿｰﾙ, ﾈﾛﾘﾄﾞｰﾙ, ﾋﾞｻﾎﾞﾛｰﾙ, β-ｶﾘｵﾌｨﾚﾝｱﾙｺｰﾙ, ｻﾝﾀﾛｰﾙ, ｾﾄﾞﾛｰﾙ,

ｾﾄﾞﾚﾉｰﾙ, ﾌｨﾄｰﾙ, ｲｿﾌｨﾄｰﾙ, ｹﾞﾗﾆﾙﾘﾅﾛｰﾙ, ｽｸﾗﾚｵｰﾙ, ﾊﾟﾁｭﾘｱﾙｺｰﾙ, ﾍﾞﾁﾍﾞ

ﾛｰﾙ, 3,7-ｼﾞﾒﾁﾙ-7-ﾒﾄｷｼｵｸﾀﾝ-2-ｵｰﾙ, 3,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-Δ2,β-ﾉﾙﾎﾞﾙﾅﾝ-2-ｴﾀﾉｰﾙ

(ﾊﾟﾁｮﾐﾝﾄ;IFF商品名), ﾄﾘﾒﾁﾙﾉﾙﾎﾞﾅﾝﾒﾀﾉｰﾙ(ｶﾒｺｰﾙ;IFF商品名), ｲｿｶﾝﾌｨﾙｼ

ｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ, など

ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｴｽﾃﾙ類 ｷﾞ酸ﾘﾅﾘﾙ, ｷﾞ酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ｷﾞ酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ｷﾞ酸ﾈﾘﾙ, ｷﾞ酸ﾛｼﾞﾆﾙ, ｷﾞ酸ﾃﾙﾋﾟﾆﾙ

, ｷﾞ酸ｾﾄﾞﾘﾙ, ｷﾞ酸ｶﾘｵﾌｨﾚﾝ, 酢酸ｵｼﾒﾆﾙ, 酢酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, 酢酸ﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾘﾙ,

酢酸ｲｿｼﾞﾋﾄﾞﾛﾗﾊﾞﾝｼﾞｭﾘﾙ, 酢酸ﾈﾛﾘﾄﾞｰﾙ, 酢酸ｹﾞﾗﾆﾙ, 酢酸ﾘﾅﾘﾙ, 酢酸ﾐ

ﾙｾﾆﾙ, 酢酸ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾐﾙｾﾆﾙ, 酢酸ﾛｼﾞﾆﾙ, 酢酸ﾈﾘﾙ, 酢酸ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾑｺﾞｰﾙ, 酢

酸ｴﾁﾙﾘﾅﾘﾙ, 酢酸ｶﾙﾋﾞﾙ, 酢酸ｼﾞﾋﾄﾞﾛｶﾙﾋﾞﾙ, 酢酸ｼﾞﾋﾄﾞﾛｸﾐﾆﾙ, 酢酸ﾃﾙﾋﾟ

ﾆﾙ, 酢酸ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾀｰﾋﾟﾆﾙ, 酢酸ｲｿﾌﾟﾚｺﾞｰﾙ, 酢酸ﾒﾝﾁﾙ, 酢酸ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾃﾙﾍﾟﾆﾙ

(酢酸ﾒﾝﾀﾆﾙ), 酢酸ｼﾄﾘﾙ, 酢酸ﾐﾙﾃﾆﾙ, 酢酸ﾉﾋﾟﾙ, 酢酸ﾌｪﾝｷﾙ, 酢酸n-ﾎﾞ

ﾙﾆﾙ, 酢酸ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙ, 酢酸ｸﾞｱｲﾙ, 酢酸ｾﾄﾞﾘﾙ, 酢酸ﾍﾞﾝﾍﾞﾘﾙ, ｶﾘｵﾌｨﾚﾝｱｾﾃ

ｰﾄ, 酢酸ｻﾝﾀﾘﾙ, 酢酸ﾍﾞﾁﾍﾞﾘﾙ, 酢酸ｸﾞｱﾔｯｸ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵ

ﾝ酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾘﾅﾘﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾃﾙﾋﾟﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾛｼﾞﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟ

ｵﾝ酸ﾈﾘﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｶﾙﾋﾞﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾒﾝﾁﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾎﾞﾙﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ

酸ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙ, 酪酸ﾘﾅﾘﾙ, 酪酸ｹﾞﾗﾆﾙ, 酪酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, 酪酸ﾛｼﾞﾆﾙ, 酪酸ﾈﾘﾙ,

酪酸ﾃﾙﾍﾟﾆﾙ, 酪酸ｻﾝﾀﾘﾙ, ｲｿ酪酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ｲｿ酪酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ｲｿ酪酸ﾘﾅﾘﾙ,

ｲｿ酪酸ﾛｼﾞﾆﾙ, ｲｿ酪酸ﾈﾘﾙ, ｲｿ酪酸ﾃﾙﾋﾟﾆﾙ, ｲｿ吉草酸ﾘﾅﾘﾙ, ｲｿ吉草酸ｼﾄﾛ

ﾈﾘﾙ, ｲｿ吉草酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ｲｿ吉草酸ﾒﾝﾁﾙ, ｲｿ吉草酸ﾃﾙﾋﾟﾆﾙ, ﾍｷｻﾝ酸ﾘﾅﾘﾙ, ﾍ

ｷｻﾝ酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ﾍｷｻﾝ酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ｵｸﾀﾝ酸ﾘﾅﾘﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, 安息香酸ｹﾞ

ﾗﾆﾙ, 安息香酸ﾘﾅﾘﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾛｼﾞﾆﾙ

, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾒﾝﾁﾙ, 桂皮酸ﾘﾅﾘﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ｼﾄﾛﾈﾘﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ｹﾞﾗﾆﾙ, ｹﾞﾗﾝ酸

ﾒﾁﾙ, ｹﾞﾗﾝ酸ｴﾁﾙ, ｼｸﾛｹﾞﾗﾝ酸ﾒﾁﾙ, ｼｸﾛｹﾞﾗﾝ酸ｴﾁﾙ, ｼｭｳ酸ｴﾁﾙｼﾄﾛﾈﾘﾙ, な

ど

ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｴｰﾃﾙ, ｵｷｻｲ ｼﾄﾛﾈﾘﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｹﾞﾗﾆﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, α-ﾃﾙﾋﾟﾆﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ,

ﾄﾞ類 ｵｼﾒﾝｴﾎﾟｷｼﾄﾞ, ﾘﾓﾈﾝｵｷｻｲﾄﾞ, ｶﾘｵﾌｨﾚﾝｵｷｻｲﾄﾞ(ｶﾘｵﾌｨﾚﾝｴﾎﾟｷｼﾄﾞ), ｾﾄﾞﾚﾝｴﾎﾟ

ｷｼﾄﾞ, ｲｿﾛﾝｷﾞﾎﾚﾝｴﾎﾟｷｼﾄﾞ, ﾈﾛｰﾙｵｷｻｲﾄﾞ, ｵｼﾒﾝｵｷｻｲﾄﾞ(ﾐﾛｷｻｲﾄﾞ), ｼﾈｵｰﾙ,

ﾛｰｽﾞｵｷｻｲﾄﾞ, ｵｷｻｲﾄﾞｹﾄﾝ, 3,3,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-6-ﾋﾞﾆﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ, 2,2,6-ﾄﾘ

ﾒﾁﾙ-6-ﾋﾞﾆﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ(ﾘﾒﾄｰﾙ), ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃﾆﾙﾋﾟﾗﾝ, ﾒﾝﾄﾌﾗﾝ, ﾃｱｽﾋﾟ
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ﾗﾝ, ﾘﾅﾛｰﾙｵｷｻｲﾄﾞ, ｾﾄﾞﾘﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｽﾋﾟﾛ[1,4-ﾒﾀﾉﾅﾌﾀﾚﾝ-2(1H),3ﾕ-ｵｷｼﾗ

ﾝ],-3,4,4a,5,8,8,a-ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛ-3,7(6)-ｼﾞﾒﾁﾙ(ﾙﾎﾞﾌｨｯｸｽ;Firmenich商品

名), ｾﾄﾞﾚﾝｵｷｻｲﾄﾞ(ｾﾄﾞﾛｷｻｲﾄﾞ), など

ﾃﾙﾍﾟﾝ系ｶﾙﾎﾞﾝ酸類 ｹﾞﾗﾆﾙ酸, ｼﾄﾛﾈﾘﾙ酸, など

脂肪族炭化水素類 1,3,5-ｳﾝﾃﾞｶﾄﾘｴﾝ, など

脂肪族鎖状ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, n-ﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾅｰﾙ, n-ﾍｷｼﾙｱﾙ

類とそれらのｱｾﾀｰﾙ ﾃﾞﾋﾄﾞ, n-ﾍﾌﾟﾀﾅｰﾙ, n-ｵｸﾀﾅｰﾙ, n-ﾉﾅﾅｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙｵｸﾀﾅｰﾙ, n-ﾃﾞｶﾅｰﾙ, n-ｳ

類 ﾝﾃﾞｶﾅｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙﾃﾞｶﾅｰﾙ, ｳﾝﾃﾞｶﾅｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙﾃﾞｶﾅｰﾙ, ﾄﾞﾃﾞｶﾅｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙｳﾝﾃﾞ

ｶﾅｰﾙ, ﾄﾘﾃﾞｶﾅｰﾙ, ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾅｰﾙ, ﾍｷｻﾃﾞｶﾅｰﾙ, 3,5,5,-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍｷｻﾅｰﾙ, ﾒﾁﾙｵ

ｸﾀﾅｰﾙ, ﾒﾁﾙﾉﾅﾅｰﾙ, 2-ﾍﾟﾝﾃﾅｰﾙ, ｼｽ-3-ﾍｷｾﾅｰﾙ(青葉ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ), ﾄﾗﾝｽ-2-ﾍｷ

ｾﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ﾍﾌﾟﾃﾅｰﾙ, ｼｽ-4-ﾍﾌﾟﾃﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-4-ﾍﾌﾟﾃﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ｵｸﾃﾅ

ｰﾙ, ｼｽ-2-ﾉﾈﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-6-ﾉﾈﾅｰﾙ, 2,6-ｼﾞﾒﾁﾙ-5-ﾍﾌﾟﾃﾅｰﾙ, 2,6-ﾉﾅｼﾞｴﾅｰﾙ

, ｼｽ-4-ﾃﾞｾﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-4-ﾃﾞｾﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ﾃﾞｾﾅｰﾙ, 2,5,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-4-ﾍﾌﾟﾃ

ﾅｰﾙ, 10-ｳﾝﾃﾞｾﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ｳﾝﾃﾞｾﾅｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ﾄﾞﾃﾞｾﾅｰﾙ, 3-ﾄﾞﾃﾞｾﾅｰﾙ,

ﾄﾗﾝｽ-2-ﾄﾘﾃﾞｾﾅｰﾙ, 2,6,10-ﾄﾘﾒﾁﾙ-9-ｳﾝﾃﾞｾﾅｰﾙ, 2,4-ﾍｷｻｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,4-ﾍ

ﾌﾟﾀｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,4-ｵｸﾀｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,4-ﾉﾅｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,6-ﾉﾅｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,4-ﾃﾞｶｼﾞ

ｴﾅｰﾙ, 2,4-ｳﾝﾃﾞｶｼﾞｴﾅ-ﾙ, 2,4-ﾄﾞﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ, 5,9-ｼﾞﾒﾁﾙ-4,8-ﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ

, 3,7,9-ﾄﾘﾒﾁﾙ-2,6-ﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ, 2,6,10-ﾄﾘﾒﾁﾙ-5,9-ｳﾝﾃﾞｶｼﾞｴﾅｰﾙ, ｵｸﾁﾙ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾙｼｽ-3-ﾍｷｾ

ﾆﾙｱｾﾀｰﾙ(ﾘｰﾌｱｾﾀｰﾙ), ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍｷｻﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍｷ

ｻﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, 4,7-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2-(3-ﾍﾟﾝﾀﾆﾙ)-1,3-ｼﾞｵｷｾﾋﾟﾝ(ｶﾛﾃｨﾝ;Giva

udan-Roure商品名), ﾍｷｻﾅｰﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍｷｾﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ,

ｼｽ-3-ﾍｷｾﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾌﾟﾀﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾌﾟﾀﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾌﾟ

ﾀﾅｰﾙｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, 2-ﾍｷｼﾙ-5-ﾒﾁﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｿﾗﾝ, 5-ﾒﾁﾙ-5-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-

2-(1-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ)-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, ｵｸﾀﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ｵｸﾀﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾉ

ﾅﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾉﾅﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾃﾞｶﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾃﾞｶﾅｰﾙｼﾞｴﾁﾙｱ

ｾﾀｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙｳﾝﾃﾞｶﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾄﾞﾃﾞｶﾅｰﾙｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, 2-ﾌﾞﾁﾙ-4,4,6

-ﾄﾘﾒﾁﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, 4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-5,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, など

脂肪族脂環式ｱﾙﾃﾞﾋ 2,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｼｸﾛｼﾄﾗｰﾙ, ｲｿｼｸﾛｼﾄﾗｰﾙ, ｻﾌﾗﾄｰﾙ

ﾄﾞ類とそれらのｱｾﾀ , ｼﾞﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾄﾘﾌﾟﾗｰﾙ;IFF商品名), 4-(4-ﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍ

ｰﾙ類 ｷｾﾆﾘﾃﾞﾝ-1)-ﾍﾟﾝﾀﾅｰﾙ, ﾒﾄｷｼｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ｾﾝﾃﾅｰﾙ;Firme

nich商品名), 4(3)-(4-ﾒﾁﾙ-3-ﾍﾟﾝﾃﾝ-1-ｲﾙ)-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ(ﾏｲﾗｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ;IFF商品名), 1-ﾒﾁﾙ-4-(4-ﾒﾁﾙ-3-ﾍﾟﾝﾃﾆﾙ)-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝｶ

ﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾎﾓﾏｲﾗｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ;IFF商品名), 3-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾋﾞｼｸﾛ[2.2.1]-5-

ﾍﾌﾟﾃﾝ-2-ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾁｪﾘｻﾝﾀｰﾙ;Quest商品名), 4(5)-ﾎﾙﾐﾙ-7,7,9-ﾄﾘ

ﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ[4.3.0]-ﾉﾈﾝ(ｼﾞｭﾆﾊﾟｰﾙ;Henkel商品名), 1-4(3)-(4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-

ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾁﾙ)-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-1-ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾘﾗｰﾙ;IFF商品名), ｺﾊﾞﾉｰﾙ(高

砂香料工業㈱商品名), 1-ﾒﾁﾙ-4-(4-ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾁﾙ)-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋ
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ﾄﾞ(ﾍﾞﾙﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ;Givaudan-Roure商品名), ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,7-ﾒﾀﾉｲﾝﾃﾞﾝｶﾙﾎﾞｷ

ｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾒﾛｿﾞﾝ;IFF商品名), 4-ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｼﾘﾃﾞﾝﾌﾞﾀﾉｰﾙ(ﾃﾞｭﾋﾟｶｰﾙ;Quest

商品名), ﾏｾｱｰﾙ(Quest商品名), ﾎﾞﾛﾅｰﾙ(H&R商品名), 4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-

2(1)-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ)-2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾅｰﾙ(ｾﾄﾅｰﾙ;Givaudan-Roure商品名), ｶﾗﾅｰﾙ(Qu

est商品名), 2-ﾒﾁﾙ-4-(2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-1(2)-ｼｳﾛﾍｷｾﾆﾙ)-ﾌﾞﾃﾅｰﾙ(ｲｵﾅｰﾙ;H&

R商品名), ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｼﾙｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, 2,4-ｼﾞｵｷｻ-3-ﾒﾁﾙ-7,10-ﾒﾀﾉ

ｽﾋﾟﾛ[5.5]ｳﾝﾃﾞｶﾝ, 3-ｴﾁﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｻｽﾋﾟﾛ[5.5]ｳﾝﾃﾞｾ-8-ｴﾝ, ｴﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙｼﾞ

ｵｷｻｽﾋﾟﾛｳﾝﾃﾞｾﾝ, など

脂肪族鎖状ｹﾄﾝ類と ｱｾﾄｲﾝ, ｼﾞｱｾﾁﾙ, ﾒﾁﾙｱﾐﾙｹﾄﾝ, ｴﾁﾙｱﾐﾙｹﾄﾝ, 2-ﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, 3-ﾍｷｻﾉﾝ, 2-ﾍﾌﾟﾀﾉ

それらのｹﾀｰﾙ類 ﾝ, 3-ﾍﾌﾟﾀﾉﾝ, 4-ﾍﾌﾟﾀﾉﾝ, 3-ｵｸﾀﾉﾝ, 2-ﾉﾅﾉﾝ, 3-ﾉﾅﾉﾝ, 2-ｳﾝﾃﾞｶﾉﾝ, ﾒﾁﾙｲ

ｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｹﾄﾝ, ﾒﾁﾙﾍｷｼﾙｹﾄﾝ, ﾒﾁﾙﾉﾆﾙｹﾄﾝ, ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾃﾉﾝ, ｴﾁﾙｲｿｱﾐﾙｹﾄﾝ, 2-ﾄ

ﾘﾃﾞｶﾉﾝ, ﾒｼﾁﾙｵｷｻｲﾄﾞ, ﾌﾞﾁﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ, ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾀｼﾞｴﾉﾝ, ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾃﾉﾝ, ｼﾞﾒﾁﾙ

ｵｸﾃﾉﾝ, ﾒﾁﾚﾝﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾀﾉﾝ(ｺｱﾎﾞﾝ;IFF商品名), 5-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-ｵｸﾀﾉﾝ(ﾌﾞﾁﾛ

ｲﾝ), 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾒﾁﾙ-2-ﾉﾅﾉﾝ, 2,3-ﾍﾟﾝﾀﾝｼﾞｵﾝ, 2,3-ﾍｷｻﾝｼﾞｵﾝ, 3,4-ﾍｷｻﾝｼﾞ

ｵﾝ, 2,3-ﾍﾌﾟﾀﾝｼﾞｵﾝ ｱｾﾁﾙｲｿﾊﾞﾚｲﾙ, ｱｾﾄ酢酸ｴﾁﾙｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｹﾀｰﾙ, ｱｾﾄ酢酸

ｴﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, 2-ﾌﾞﾁﾙ-1,4-ｼﾞｵｷｻｽﾋﾟﾛ[4.4]ﾉﾅﾝ(ｼﾞｬｽﾓﾝ;Henkel

商品名), 2,2,5,5-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, 4,7-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2-ｲｿﾍﾟﾝﾁ

ﾙ-2-ﾒﾁﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｾﾋﾟﾝ(ｱﾝﾊﾞｰｾｰｼﾞ;Givaudan-Roure商品名), など

脂肪族環状ｹﾄﾝ類と ｱﾐﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ｱﾐﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾉﾝ, 2-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ﾍｷｼﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ,

それらのｹﾀｰﾙ類 ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ﾏﾙﾄｰﾙ, ｴﾁﾙﾏﾙﾄｰﾙ, 2,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-4-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾗﾉﾝ, 4,5-ｼﾞ

ﾒﾁﾙ-3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-5H-ﾌﾗﾝ-2-ｵﾝ(ｼｭｶﾞｰﾗｸﾄﾝ;曽田香料㈱商品名), o-t-ﾌﾞﾁﾙｼ

ｸﾛﾍｷｻﾉﾝ, p-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ, ｱﾐﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ﾍﾌﾟﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛ

ｼﾞｬｽﾓﾝ, ｼｽ-ｼﾞｬｽﾓﾝ, ｲｿｼﾞｬｽﾓﾝ, ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, 3-ﾒﾁﾙ-5-(2,3,

3-ﾄﾘﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾆﾙ)-3-ﾍﾟﾝﾃﾝ-2-ｵﾝ(ｻﾝﾃﾞｯｸｽ; Givaudan-Roure商品名

), ｼｸﾛﾃﾝ, 3,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-1,2-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｵﾝ, 3,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-1,2-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｵﾝ,

3,3-ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙﾒﾁﾙｹﾄﾝ, 1-ｱｾﾁﾙ-3,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-1-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ, 2-sec-ﾌﾞﾁﾙ

ｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ, 3-ﾒﾁﾙ-5-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-2-ｼｸﾛﾍｷｾﾉﾝ, ｸﾘﾌﾟﾄﾝ, p-t-ﾍﾟﾝﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ,

2,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙ-4-ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙ-1-ﾒﾁﾙｹﾄﾝ(ﾒﾁﾙｼｸﾛｼﾄﾛﾝ;IFF商品名), ﾈﾛﾝ, 4-

ｼｸﾛﾍｷｼﾙ-4-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ, 2,4-ｼﾞ-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ

(ｼｸﾛｳｯﾄﾞ;高砂香料工業㈱商品名), 3-ﾒﾁﾙ-4-(2,4,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙ

)-3-ﾌﾞﾃﾝ-2-ｵﾝ(ﾒﾁﾙｲﾘﾄﾝ;IFF商品名), ｱﾘﾙﾖﾉﾝ, 2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-2-ｼｸﾛﾍｷｻﾝ1

,4-ｼﾞｵﾝ, 2-ｱｾﾁﾙ-3,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾉﾙﾎﾞﾙﾅﾝ, 6-ｴﾁﾘﾃﾞﾝｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-5,8-ﾒﾀﾉ-2H-1-

ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾟﾗﾝ-2-ｵﾝ(ﾌﾛﾚｯｸｽ;IFF商品名), 4-ﾒﾁﾙﾄﾘｼｸﾛ[6.2.1.02.7]ｳﾝﾃﾞｶ

ﾝ-5-ｵﾝ(ﾌﾟﾘｶﾄﾝ;Firmenich商品名), 6,7-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-1,1,2,3,3-ﾍﾟﾝﾀﾒﾁﾙ-4(

5H)-ｲﾝﾀﾞﾉﾝ(ｶｼｭﾒﾗﾝ;IFF商品名), 4(5)-ｱｾﾁﾙ-7,7,9-ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ[4.3.0]

-1-ﾉﾈﾝ(ｱﾄﾘﾉﾝ;Henkel商品名), ｱｾﾁﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛｵｸﾃﾝ, 4-ｼｸﾛﾍｷｼﾙ-

4-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, p-ﾒﾝﾃﾝ-6-ｲﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾉﾝ(ﾈﾛﾝ;Givaudan-Roure商品名), 2

,2,5-ﾄﾘﾒﾁﾙ-5-ﾍﾟﾝﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, ｴﾄｷｼﾋﾞﾆﾙﾃﾄﾗﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾍﾟﾝﾀ
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ﾒﾁﾙｲﾝﾀﾞﾉﾝ, 7-ｱｾﾁﾙ-1,2,3,4,5,6,7,8-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-1,1,6,7-ﾅﾌﾀﾚﾝ(ｲｿ･ｲｰ･ｽ

ｰﾊﾟｰ;IFF商品名), 2,6,7-ﾄﾘﾒﾁﾙ-1-ｱｾﾁﾙ-2,5,9-ｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾄﾘｴﾝ(ﾄﾘﾓﾌｨｸｽ;

IFF商品名), など

脂肪族鎖状ｱﾙｺｰﾙ類 ﾄﾗﾝｽ-2-ﾍｷｾﾉｰﾙ, ｼｽ-3-ﾍｷｾﾉｰﾙ(青葉ｱﾙｺｰﾙ), ﾄﾗﾝｽ-3-ﾍｷｾﾉｰﾙ, ｼｽ-4-ﾍｷｾﾉ

ｰﾙ, 3-ｵｸﾃﾉｰﾙ, 1-ｵｸﾃﾝ-3-ｵｰﾙ(ﾏﾂﾀｹｵｰﾙ), 2,6-ｼﾞﾒﾁﾙ-2-ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ, 9-ﾃﾞｾ

ﾉｰﾙ, 4-ﾒﾁﾙ-3-ﾃﾞｾﾝ-5-ｵｰﾙ, 10-ｳﾝﾃﾞｾﾉｰﾙ, ｼｽ-6-ﾉﾈﾉｰﾙ, ﾄﾗﾝｽ-2-ｼｽ-6-ﾉ

ﾅｼﾞｴﾉｰﾙ, 1-ﾉﾈﾝ-3-ｵｰﾙ, 3-ﾒﾁﾙ-1-ﾍﾟﾝﾀﾉｰﾙ, 1-ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ, 2-ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ, 3-

ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ, 1-ｵｸﾀﾉｰﾙ, 2-ｵｸﾀﾉｰﾙ, 2-ｴﾁﾙﾍｷｻﾉｰﾙ, 1-ﾉﾅﾉｰﾙ, 2-ﾉﾅﾉｰﾙ, 3,5

,5-ﾄﾘﾒﾁﾙ-1-ﾍｷｻﾉｰﾙ, 1-ﾃﾞｶﾉｰﾙ, 1-ｳﾝﾃﾞｶﾉｰﾙ, 2-ｳﾝﾃﾞｶﾉｰﾙ, 1-ﾄﾞﾃﾞｶﾉｰﾙ

, 3,4,5,6,6-ﾍﾟﾝﾀﾒﾁﾙ-2-ﾍﾌﾟﾀﾉｰﾙ(ｺﾋﾉｰﾙ;IFF商品名), ﾌﾟﾚﾉｰﾙ, 2-ﾒﾁﾙ-3

-ﾌﾞﾃﾝ-2-ｵｰﾙ, 1-ﾍﾟﾝﾀﾝ-3-ｵｰﾙ, 2,4-ﾍｷｻｼﾞｴﾝ-1-ｵｰﾙ, 9-ﾃﾞｾﾉｰﾙ, 1-ｳﾝﾃﾞ

ｾﾉｰﾙ, 4-ﾒﾁﾙ-3-ﾃﾞｾﾝ-5-ｵｰﾙ, 3,7-ｼﾞﾒﾁﾙ-7-ﾒﾄｷｼ-2-ｵｸﾀﾉｰﾙ, など

脂肪族脂環式ｱﾙｺｰﾙ 2,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-1-ﾒﾀﾉｰﾙ, ｼｸﾛﾍｷｼﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, 4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉ

類 ｰﾙ(ﾏｲﾖｰﾙ; Firmenich商品名), 4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝﾒﾀﾉｰﾙ, 1-(4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟ

ﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ)-ｴﾀﾉｰﾙ, 2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-(3-ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙ)-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ, p-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛ

ﾍｷｻﾉｰﾙ, o-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ, ｼｸﾛﾒﾁﾚﾝｼﾄﾛﾈﾛｰﾙ, ｱﾝﾌﾞﾘﾉｰﾙ(Firmenich商

品名), ﾒﾁﾙｻﾝﾃﾞﾌﾛｰﾙ(高砂香料㈱商品名), 1-(2-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙｵｷｼ)-2-

ﾌﾞﾀﾉｰﾙ, ﾍﾟﾝﾀﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ, 1-(2,2,6-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍｷｼﾙ)-3-ﾍｷｻﾉｰﾙ, ｻ

ﾝﾀﾛｰﾙ, ｲｿﾎﾞﾙﾆﾙｼｸﾛﾍｷｻﾉｰﾙ, ｻﾝﾀﾞﾛｰﾙ, ｻﾝﾀﾞﾛｱ(Givaudan-Roure商品名),

ﾊﾞｸﾀﾞﾉｰﾙ(IFF商品名), ﾒﾁﾙﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾆﾙﾌﾞﾃﾉｰﾙ(ｻﾝﾀﾞﾙﾏｲｽﾙｺｱ;花王

商品名), ﾒﾁﾙﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾆﾙﾌﾞﾀﾉｰﾙ(ﾌﾞﾗﾏﾉｰﾙ;Dragoco商品名), ｴﾊﾞﾉｰﾙ

(Givaudan-Roure商品名), ﾎﾟﾘｻﾝﾀｰﾙ(Firmenich商品名), 3,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-5-

(2,2,3-ﾄﾘﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾝ-1-ｲﾙ)-ﾍﾟﾝﾀﾝ-2-ｵｰﾙ, (E)-3-ﾒﾁﾙ-5-(2,2,3-ﾄﾘ

ﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍﾟﾝﾃﾝ-1-ｲﾙ)-ﾍﾟﾝﾄ-4-ｴﾝ-2-ｵｰﾙ, 2-ｲｿﾌﾞﾁﾙ-4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋ

ﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ(ﾌﾛﾛｰﾙ Firmenich商品名), など

脂肪族ｴｽﾃﾙ類 ｷﾞ酸ｴﾁﾙ, ｷﾞ酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｷﾞ酸ﾌﾞﾁﾙ, ｷﾞ酸ｱﾐﾙ, ｷﾞ酸ｲｿｱﾐﾙ, ｷﾞ酸ﾍｷｼﾙ, ｷﾞ

酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, ｷﾞ酸ｵｸﾁﾙ, ｱﾌｧﾙﾏｰﾄ(IFF商品名), ｷﾞ酸ｵｷｼｵｸﾀﾘﾝ, 酢酸ﾒ

ﾁﾙ, 酢酸ｴﾁﾙ, 酢酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 酢酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 酢酸ﾌﾞﾁﾙ, 酢酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, 酢

酸ｱﾐﾙ, 酢酸ｲｿｱﾐﾙ, ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾘﾃﾞﾝ酢酸ﾒﾁﾙ(ｼｸﾛﾋﾟﾃﾞﾝ;Firmenich商品名),

酢酸ﾌﾟﾚﾆﾙ, 酢酸ﾍｷｼﾙ, 酢酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, 酢酸ﾄﾗﾝｽ-2-ﾍｷｾﾆﾙ, 酢酸2-ｴ

ﾁﾙﾍｷｼﾙ, 酢酸ﾍﾌﾟﾁﾙ, 酢酸ｵｸﾁﾙ, 酢酸3-ｵｸﾁﾙ, 酢酸ｵｸﾃﾆﾙ, 酢酸ﾉﾆﾙ, 酢

酸ｲｿﾉﾆﾙ, 酢酸ﾄﾘﾒﾁﾙﾍｷｼﾙ, 酢酸ﾃﾞｼﾙ, 酢酸ﾃﾞｾﾆﾙ, 酢酸ﾉﾅﾝｼﾞｵｰﾙ, 酢酸

ﾄﾞﾃﾞｼﾙ, 酢酸ｼﾞﾒﾁﾙｳﾝﾃﾞｶｼﾞｴﾆﾙ, 酢酸ｼｸﾛﾍｷｼﾙ, 酢酸p-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼｸﾛﾍｷｻﾆ

ﾙ, 酢酸t-ｱﾐﾙｼｸﾛｱﾙｷﾙ, 酢酸p-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ, 酢酸ｼｸﾛﾍｷｼﾙｴﾁﾙ, 酢酸2

,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙﾒﾁﾙ, 酢酸α,3,3-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝﾒﾁﾙ(ﾛｻﾞﾑｽｸ;IFF商

品名), 酢酸o-t-ﾌﾞﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ, 酢酸1-ｴﾁﾆﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙ, 酢酸ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｾﾆﾙ,

酢酸2,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ-1-ﾒﾀﾆﾙ(ﾌﾛﾗﾚｰﾄ;IFF商品名), 酢酸ﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-β-

ﾅﾌﾁﾙ, 1-ｱｾﾄｷｼ-2-sec-ﾌﾞﾁﾙ-1-ﾋﾞﾆﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ, 酢酸ﾐﾗﾝﾃﾞｨﾙ, 酢酸ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞ
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ｾﾆﾙ, 酢酸ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｼﾙ, 酢酸ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾙﾌﾘﾙ, 酢酸3-ﾍﾟﾝﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾆﾙ(

ｼﾞｬｽﾏｰﾙ;IFF商品名), 酢酸5-ﾒﾁﾙ-3-ﾌﾞﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾆﾙ(ｼﾞｬｽﾒﾘｱ;IFF商

品名), ｱｾﾄ酢酸ｴﾁﾙ, 2-ﾍｷｼﾙｱｾﾄ酢酸ｴﾁﾙ, ｼｸﾛﾍﾟﾝﾁﾘﾃﾞﾝ酢酸ﾒﾁﾙ, ｼｸﾛﾍｷｼ

ﾙ酢酸ｱﾘﾙ, ｼｸﾛﾍｷｾﾆﾙ酢酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｼﾞｱｾﾁﾝ, ﾄﾘｱｾﾁﾝ, ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞｱｾﾃ

ｰﾄ, ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾌﾞﾁﾙｴｰﾃﾙｱｾﾃｰﾄ, ｱﾘﾙｱﾐﾝｸﾞﾘｺﾚｰﾄ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴﾁﾙ, ﾌﾟﾛ

ﾋﾟｵﾝ酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｱﾘﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾌﾞﾁﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, ﾌﾟﾛ

ﾋﾟｵﾝ酸ｲｿｱﾐﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾍｷｼﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾄﾗﾝｽ-

2-ﾍｷｾﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾃﾞｾﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｾﾆﾙ, 酪酸ﾒﾁﾙ, 酪酸ｴﾁﾙ,

酪酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 酪酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 酪酸ｱﾘﾙ, 酪酸ﾌﾞﾁﾙ, 酪酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, 酪酸ｱ

ﾐﾙ, 酪酸ｲｿｱﾐﾙ, 酪酸ﾍｷｼﾙ, 酪酸ﾍﾌﾟﾁﾙ, 酪酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, 酪酸ﾄﾗﾝｽ-2-

ﾍｷｾﾆﾙ, 酪酸ｵｸﾁﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞﾌﾞﾁﾚｰﾄ, 酪酸ｼｸﾛﾍｷｼﾙ, 酪酸ﾃﾄﾗﾋﾄﾞ

ﾛﾌﾙﾌﾘﾙ, ｲｿ酪酸ﾒﾁﾙ, ｲｿ酪酸ｴﾁﾙ, ｲｿ酪酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｲｿ酪酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｲｿ

酪酸ﾌﾞﾁﾙ, ｲｿ酪酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, ｲｿ酪酸ｲｿｱﾐﾙ, ｲｿ酪酸ﾍｷｼﾙ, ｲｿ酪酸ｼｽ-3-ﾍｷｾ

ﾆﾙ, ｲｿ酪酸2,4-ﾍｷｻｼﾞｴﾆﾙ, ｲｿ酪酸1,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾌﾞﾃﾆﾙ, ｲｿ酪酸ｵｸﾁﾙ, ｲｿ

酪酸ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｾﾆﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸ﾒﾁﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸ｴﾁﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ,

2-ﾒﾁﾙ酪酸ﾍｷｼﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, 2-ｴﾁﾙ酪酸ｱﾘﾙ, 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ酪酸

ｴﾁﾙ, 吉草酸ﾒﾁﾙ, 吉草酸ｴﾁﾙ, 吉草酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 吉草酸ﾌﾞﾁﾙ, 吉草酸ｲｿﾌﾞ

ﾁﾙ, 吉草酸ｱﾐﾙ, 吉草酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, ｲｿ吉草酸ﾒﾁﾙ, ｲｿ吉草酸ｴﾁﾙ, ｲｿ吉

草酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｲｿ吉草酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｲｿ吉草酸ｱﾘﾙ, ｲｿ吉草酸ﾌﾞﾁﾙ, ｲｿ吉草

酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, ｲｿ吉草酸ｲｿｱﾐﾙ, ｲｿ吉草酸2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙ, ｲｿ吉草酸ﾍｷｼﾙ, ｲｿ吉

草酸ﾍﾌﾟﾁﾙなど

脂肪族ｴｰﾃﾙ, ｵｷｻｲﾄﾞ ﾒﾁﾙﾍｷｼﾙｴｰﾃﾙ, ﾃﾞｼﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ﾃﾞｼﾙﾋﾞﾆﾙｴｰﾃﾙ, 3,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｼﾙｴﾁﾙｴｰ

類 ﾃﾙ, ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｾﾆﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, 2-ｴﾁﾘﾃﾞﾝ-6-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾋﾞｼｸﾛ[2.2.1]ﾍﾌﾟﾀﾝ(ｲｿﾌﾟ

ﾛｷｾﾝ;IFF商品名), ﾒﾄｷｼｼﾞﾒﾁﾙﾄﾘｼｸﾛ[5.2.1.02.6]ﾃﾞｶﾝ(ｼﾞｭﾆﾊﾟﾛｰﾑ;高砂

香料工業㈱商品名), ｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｼﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, 1-ﾒﾁﾙｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｼﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, 2-ｴ

ﾄｷｼ-2,6,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-9-ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｼｸﾛ[3.3.1]ﾉﾅﾝ(ﾌｨｾﾞｵｰﾙ;Firmenich商品名),

ｾﾄﾞﾛｰﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ﾄﾘﾒﾁﾙｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾄﾘｴﾝｴﾎﾟｷｼﾄﾞ, 2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-5-(1-ﾒﾁﾙ-1-

ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙ)-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ, 5-ｲｿﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙ-2-ﾒﾁﾙ-2-ﾋﾞﾆﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ, ﾛｰｽﾞﾌﾗ

ﾝ, 2-ﾍﾌﾟﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ, ﾌﾞﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙｼﾞﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ, ｱｾﾄｷｼｱﾐﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ,

2-ｵｷｻｽﾋﾟﾛ[4.7]ﾄﾞﾃﾞｶﾝ, 3-ｵｷｻﾋﾞｼｸﾛ[10.3.0]-6-ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｾﾝ(ﾑｽｺｹﾞﾝ;Dra

goco商品名), 13-ｵｷｻﾋﾞｼｸﾛ[10.3.0]ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ, ﾒﾄｷｼｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ, 1-ﾒﾁﾙ-

1-ﾒﾄｷｼｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ, ｴﾄｷｼﾒﾁﾙｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｼﾙｴｰﾃﾙ, ﾄﾘｼｸﾛﾃﾞｾﾆﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｱﾝﾌﾞﾛ

ｷｻﾝ, ｸﾞﾘｻﾙﾊﾞ(IFF商品名), ﾎﾞﾜｼﾞﾘｽ(Givaudan-Roure商品名), 2,2,6-ﾄ

ﾘﾒﾁﾙ-6-ﾋﾞﾆﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ, 2-ﾌﾞﾁﾙ-4,6-ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ, 9-ｴﾁﾘﾃﾞﾝ-3-

ｵｷｻﾄﾘｼｸﾛ[6.2.1.02.7]ｳﾝﾃﾞｶﾝ(ﾙﾎﾞﾌﾛｱ;Firmenich商品名), など

脂肪族ﾗｸﾄﾝ類 γ-ﾌﾞﾁﾛﾗｸﾛﾝ, γ-ﾊﾞﾚﾛﾗｸﾄﾝ, ｱﾝｹﾞﾘｶﾗｸﾄﾝ, γ-ﾍｷｻﾗｸﾄﾝ, γ-ﾍﾌﾟﾀﾗｸﾄﾝ,

γ-ｵｸﾀﾗｸﾄﾝ, γ-ﾉﾅﾗｸﾄﾝ, 3-ﾒﾁﾙ-4-ｵｸﾀﾉﾗｲﾄﾞ(ｳｲｽｷｰﾗｸﾄﾝ), γ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ,

γ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, γ-ﾄﾞﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, γ-ｼﾞｬｽﾓﾗｸﾄﾝ(7-ﾃﾞｾﾉﾗｸﾄﾝ), δ-ﾍｷｻﾗｸﾄ

ﾝ, 4,6,6(4,4,6)-ﾄﾘﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ-2-ｵﾝ, δ-ｵｸﾀﾗｸﾄﾝ, δ-ﾉﾅﾗｸﾄﾝ,
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δ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, δ-2-ﾃﾞｾﾉﾗｸﾄﾝ, δ-ｳﾝﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, δ-ﾄﾞﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, δ-ﾄﾘﾃﾞｶﾗ

ｸﾄﾝ, δ-ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, ﾗｸﾄｽｶﾄﾝ, ε-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, ε-ﾄﾞﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, ｼｸﾛﾍｷｼﾙﾗ

ｸﾄﾝ, ｼﾞｬｽﾐﾝﾗｸﾄﾝ, ｼｽｼﾞｬｽﾓﾝﾗｸﾄﾝ, ﾒﾁﾙγ-ﾃﾞｶﾗｸﾄﾝ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-6-(3-ﾍﾟﾝﾃ

ﾆﾙ)-2H-ﾋﾟﾗﾝ-2-ｵﾝ,(E)-ﾃﾞｶ-8-ｴﾝ-5-ｵﾘﾄﾞ(ｼﾞｬｽﾓﾗﾘﾄﾝ;Firmenich商品名),

ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-6-(3-ﾍｷｾﾆﾙ)-2H-ﾋﾟﾗﾝ-2-ｵﾝ,(Z)-ｳﾝﾃﾞｶ-8-ｴﾝ-5-ｵﾘﾄﾞ(ｼﾞｬｽﾓﾗｸﾄﾝ

;Bedoukian商品名), ﾒﾝﾀﾗｸﾄﾝ, など

脂肪族ｶﾙﾎﾞﾝ酸類 ｷﾞ酸, 酢酸, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸, ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸, 酪酸, ｲｿ酪酸, 2-ﾒﾁﾙ酪酸, 2-ｴﾁﾙ

酪酸, 吉草酸, ｲｿ吉草酸, 2-ﾒﾁﾙ吉草酸, 3-ﾒﾁﾙ吉草酸, ﾍｷｻﾝ酸(ｶﾌﾟﾛﾝ

酸), 4-ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾝ酸(ｲｿﾍｷｻﾝ酸), 2-ﾍｷｾﾝ酸, 4-ﾍﾟﾝﾃﾝ酸, 2-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾟﾝﾃﾝ

酸, ﾍﾌﾟﾀﾝ酸, 2-ﾒﾁﾙﾍﾌﾟﾀﾝ酸, ｵｸﾀﾝ酸(ｶﾌﾟﾘﾝ酸), ﾉﾅﾝ酸(ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾝ酸), ﾃﾞ

ｶﾝ酸(ｶﾌﾟﾘﾝ酸), 2-ﾃﾞｾﾝ酸, ｳﾝﾃﾞｼﾚﾝ酸, ﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸(ﾗｳﾘﾝ酸), ﾐﾙｽﾁﾝ酸,

ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸, ｽﾃｱﾘﾝ酸, ｵﾚｲﾝ酸, ﾚﾌﾞﾘﾝ酸, ｼｭｳ酸, ｺﾊｸ酸, ﾏﾛﾝ酸, 乳酸, ﾘ

ﾝｺﾞ酸, ｸｴﾝ酸, 2-ﾒﾁﾙ-2-ﾍﾟﾝﾃﾉ酸, ﾊﾞﾘﾝ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸, ｱﾝｹﾞﾘｶ酸, など

芳香族炭化水素類 ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ, ｼﾞﾌｪﾆﾙｴﾀﾝ, 4-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1-ﾒﾁﾙ-2-ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝﾍﾞﾝｾﾞﾝ, など

芳香族ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類と ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ﾄﾘﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ,

それらのｱｾﾀｰﾙ類 ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, α-ﾒﾁﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, β-ﾒﾁﾙﾋﾄﾞﾛｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, α

-ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, α-ﾍｷｼﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, α-ﾒﾄｷｼｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾋ

ﾄﾞﾗﾄﾛﾋﾟｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｱﾆｽｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪ

ﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾊﾟｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾊﾟｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ｸﾐﾝｱﾙ

ﾃﾞﾋﾄﾞ, ｼｸﾗﾒﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 3-(p-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾆﾙ)-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ｴﾁﾙ-2,2-

ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾄﾞﾛｼﾝﾅﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 2-ﾒﾁﾙ-3-(p-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-t-ﾌﾞ

ﾁﾙ-α-ﾒﾁﾙﾋﾄﾞﾛｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾘﾘｱｰﾙ; Givaudan-Roure商品名), p-ｲｿﾌﾞ

ﾁﾙ-α-ﾒﾁﾙﾋﾄﾞﾛｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ｽｻﾞﾗｰﾙ;高砂香料工業㈱商品名), 3-ﾒﾁﾙ

-5-ﾌｪﾆﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 4-ﾒﾁﾙ-2-ﾌｪﾆﾙ-2-ﾍﾟﾝﾃﾅｰﾙ, 5-ﾒﾁﾙ-2-ﾌｪﾆﾙ-2-ﾍｷｻﾅ

ｰﾙ, ｻﾙﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 2-ﾒﾁﾙ-3-(p-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-ﾌﾟﾛﾊﾟﾅｰﾙ(ｶﾝﾄｷｻｰﾙ;IFF商品

名), ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝ(ﾋﾟﾍﾟﾛﾅｰﾙ), α-ﾒﾁﾙ-3,4-ﾒﾁﾚﾝｼﾞｵｷｼﾋﾄﾞﾛｼﾝﾅﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾍﾘ

ｵﾅｰﾙ;IFF商品名), ﾊﾞﾆﾘﾝ, ｴﾁﾙﾊﾞﾆﾘﾝ, 3,4-ｼﾞﾒﾄｷｼﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ(ﾒﾁﾙﾊﾞﾆ

ﾘﾝ), ﾌｪﾉｷｼｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, p-ﾒﾁﾙﾌｪﾉｷｼｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾌﾙﾌﾗｰﾙ, 5-ﾒﾁﾙﾌﾙﾌﾗｰﾙ,

5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾒﾁﾙ-2-ﾌﾙﾌﾗｰﾙ, ﾌﾘﾙｱｸﾛﾚｲﾝ, ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾞﾝｽﾞ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾞﾝｽﾞｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ｸﾞﾘｾﾘﾝｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙｱｾ

ﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ

ｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ-2,3-ﾌﾞﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｸﾞﾘｾﾘ

ﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ-2,4-ｼﾞﾋﾄﾞﾛｷｼ-2-ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾝｱｾﾀｰﾙ, 3-ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟ

ｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾊﾟｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾊﾟｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｼﾞ

ｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾝｼﾞｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ﾊﾞﾆﾘﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ
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ｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞｴﾁﾙｲｿｵｲｹﾞﾆﾙｱｾ

ﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾌｪﾆﾙｴﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱｾﾀｰﾙ, ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ2-ﾌｪﾆﾙ-2,4-ﾍﾟﾝﾀﾝｼﾞ

ｵｰﾙｱｾﾀｰﾙ, 2,4-ｼﾞﾒﾁﾙ-4,4a,5,9b-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｲﾝﾃﾞﾉ[1.2d]-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ(ﾏｸﾞ

ﾉﾗﾝ;H&R商品名), ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｱｾﾀｰﾙ, 4,4,6-ﾄ

ﾘﾒﾁﾙ-2-ﾍﾞﾝｼﾞﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｲﾝﾃﾞﾉ-m-ｼﾞｵｷｻﾝ, ｼﾞﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｲﾝ

ﾃﾞﾉ-m-ｼﾞｵｷｻﾝ, ｻﾌﾛｰﾙ, ｲｿｻﾌﾛｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｲﾝﾃﾞﾆﾙ-2,4-ｼﾞｵｷｻﾝ, など

芳香族ｹﾄﾝ類とそれ ｱｾﾄﾌｪﾉﾝ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾌｪﾉﾝ, p-ﾒﾁﾙｱｾﾄﾌｪﾉﾝ, p-ﾒﾄｷｼｱｾﾄﾌｪﾉﾝ, ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱｾﾄﾝ, ﾍﾞ

らのｹﾀｰﾙ類 ﾝｼﾞﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ, 3-ﾒﾁﾙ-4-ﾌｪﾆﾙ-3-ﾌﾞﾃﾝ-2-ｵﾝ, 7-ﾒﾁﾙ-3,5-ｼﾞﾋﾄﾞﾛ-2H-ﾍﾞﾝ

ｿﾞｼﾞｵｷｾﾋﾟﾝ-3-ｵﾝ(ｶﾛｰﾝ;ﾌｧｲｻﾞｰ商品名), ﾗｽﾞﾍﾞﾘｰｹﾄﾝ, p-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙｱｾﾄﾝ(

ｱﾆｽｹﾄﾝ), ｱﾆｼﾙｱｾﾄﾝ, ｱﾆｼﾘﾃﾞﾝｱｾﾄﾝ, ｼﾞﾝｹﾞﾛﾝ, ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟﾙｱｾﾄﾝ, α-ﾒﾁﾙｱﾆ

ｼﾙｱｾﾄﾝ, 4-ﾒﾁﾙ-4-ﾌｪﾆﾙ-2-ﾍﾟﾝﾀﾉﾝ, 5-ﾌｪﾆﾙ-5-ﾒﾁﾙ-3-ﾍｷｻﾉﾝ, 4-(4-ﾋﾄﾞﾛｷ

ｼ-3-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-2-ﾌﾞﾀﾉﾝ, ﾒﾁﾙﾅﾌﾁﾙｹﾄﾝ(ｱｾﾄﾅﾌﾄﾝ), ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ, ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙ

ｹﾄﾝ, ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾉﾝ, ｱｾﾁﾙﾌﾗﾝ, 2-ｱｾﾁﾙ-5-ﾒﾁﾙﾌﾗﾝ, ﾌﾙﾌﾗｰﾙｱｾﾄﾝ, ｱｾﾁﾙ

ｼﾞﾒﾁﾙﾌﾗﾝ, 2,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-3(2H)-ﾌﾗﾉﾝ(ﾌﾗﾈｵｰﾙ;Firmenich商品名)

, 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4,5-ｼﾞﾒﾁﾙ-2(5H)-ﾌﾗﾉﾝ(ｿﾄﾛﾝ), ﾎﾓﾌﾛﾅｰﾙ(Givaudan-Roure商

品名), 5-ｴﾁﾙ-3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-ﾒﾁﾙ-2[5H]-ﾌﾗﾉﾝ, ﾏﾙﾄｰﾙ, ｴﾁﾙﾏﾙﾄｰﾙ, ｱｾﾁﾙﾒﾁﾙ

ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾋﾟﾗﾝ, 2,4,6-ﾄﾘﾒﾁﾙ-2-ﾌｪﾆﾙ-1,3-ｼﾞｵｷｻﾝ, ｱｾﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾍﾞﾝ

ﾂｲﾝﾀﾞﾝ(ﾊﾞｲﾀﾗｲﾄﾞ;高砂香料工業㈱商品名), 2,5,5-ﾄﾘﾒﾁﾙ-2-ﾌｪﾆﾙ-1,3-ｼﾞ

ｵｷｻﾝ, など

芳香族ｱﾙｺｰﾙ類 ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ, α-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, β-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, ﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾊﾟｱﾙｺｰﾙ, 3

-ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ, ﾒﾁﾙβ-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ(ﾎｰﾀﾉｰﾙ;IFF商品名), ﾌｪﾉｷｼｴﾁﾙ

ｱﾙｺｰﾙ, 2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ ､α,α-ｼﾞﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, α-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾌｪ

ﾆﾙｴﾁﾙｱﾙｺｰﾙ, ｽﾁﾗﾘﾙｱﾙｺｰﾙ, ｱﾆｽｱﾙｺｰﾙ, ｸﾐﾝｱﾙｺｰﾙ, p,α-ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺ

ｰﾙ, ｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ(ｹｲ皮ｱﾙｺｰﾙ), α-ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐｯｸｱﾙｺｰﾙ, ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ,

p-ﾒﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, ｲｿﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾉ

ｰﾙ, ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, ﾌｪﾆﾙ

ｴﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ, 3-ﾒﾁﾙ-1-ﾌｪﾆﾙ-3-ﾍﾟﾝﾀﾉｰﾙ(ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙﾒﾁﾙｴﾁﾙｶﾙﾋﾞﾉｰﾙ),

ﾌｪﾆﾙｸﾞﾘｺｰﾙ, 2,2-ｼﾞﾒﾁﾙ-3-ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ(ﾐｭｹﾞｯﾄｱﾙｺｰﾙ;Dragoco商品

名), 3-ﾒﾁﾙ-5-ﾌｪﾆﾙﾍﾟﾝﾀﾉｰﾙ, ﾊﾞﾆﾘﾙｱﾙｺｰﾙ, ﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-β-ﾅﾌﾄｰﾙ, ﾌﾙﾌﾘﾙｱﾙ

ｺｰﾙ, p-ｴﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ, ﾁｬﾋﾞｺｰﾙ, ﾁﾓｰﾙ, ｶﾙﾊﾞｸﾛｰﾙ, ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ, ｸﾞｱﾔｺｰﾙ, ｸﾚｵ

ｿﾞｰﾙ, 2,6-ｼﾞﾒﾄｷｼﾌｪﾉｰﾙ, 4-ｴﾁﾙｸﾞｱﾔｺｰﾙ, ｵﾙｼﾉｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｵｲｹﾞﾉｰﾙ,

ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｸﾞｱｴﾄｰﾙ(ﾊﾞﾆﾄﾛｰﾌﾟ), 3,7-ｼﾞﾒﾁﾙ-

7-ﾒﾄｷｼｵｸﾀﾝ-2-ｵｰﾙ, など

芳香族ｴｽﾃﾙ類 ｷﾞ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｷﾞ酸ｼﾝﾅﾐﾙ, ｷﾞ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ｷﾞ酸ｱﾆｼﾙ, ｷﾞ酸ｵｲｹﾞﾆﾙ, ｷﾞ酸ﾃﾞ

ｶﾋﾄﾞﾛ-β-ﾅﾌﾁﾙ, 酢酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 酢酸p-ｸﾚｼﾞﾙ, 酢酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, 酢酸ﾒﾁﾙﾌｪ

ﾆﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, 酢酸ｽﾁﾗﾘﾙ, 酢酸p-ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 酢酸ｼﾝﾅﾐﾙ, 酢酸ｱﾆｼﾙ, 酢酸

ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙ, ｱｾﾁﾙﾊﾞﾆﾘﾝ, ﾛｰｽﾞﾌｪﾉﾝ, 酢酸ﾋﾄﾞﾗﾄﾛﾋﾟﾙ, 酢酸2,4-ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞ

ﾙ, 酢酸ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 酢酸ｸﾐﾆﾙ, 酢酸ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, 酢酸ﾍﾘｵﾄﾛﾋﾟ
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ﾙ, 酢酸ｵｲｹﾞﾉｰﾙ, 酢酸ｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ﾌｪﾆﾙｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞｱｾﾃｰﾄ, 酢酸ｼﾞﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙ

ｶﾙﾋﾞﾆﾙ, 酢酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙﾒﾁﾙｴﾁﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, ﾍﾞﾁｺｰﾙｱｾﾃｰﾄ, 酢酸α-ｱﾐﾙｼﾝﾅﾐﾙ,

酢酸ﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-β-ﾅﾌﾁﾙ, 酢酸ﾌﾙﾌﾘﾙ, ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱｾﾄ酢酸ｴﾁﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ,

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｽﾁﾗﾘﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｱﾆｼﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｼﾝﾅﾐﾙ,

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾌｪﾉｷｼｴﾁ

ﾙ, ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟｵﾈｰﾄ, 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-3-ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴﾁﾙ, ﾌﾗﾝﾌﾟﾛﾋﾟ

ｵﾝ酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, 酪酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 酪酸ｼﾝﾅﾐﾙ, 酪酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, 酪酸ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙ

ﾋﾞﾆﾙ, ｲｿ酪酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｲｿ酪酸p-ｸﾚｼﾞﾙ, ｲｿ酪酸ｼﾝﾅﾐﾙ, ｲｿ酪酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ｲｿ

酪酸ﾌｪﾉｷｼｴﾁﾙ, ｲｿ酪酸ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ｲｿ酪酸ｽﾁﾗﾘﾙ, ｲｿ酪酸ｼﾞﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｶﾙﾋﾞ

ﾆﾙ, ｲｿ酪酸ｼﾞﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, ｲｿ酪酸ﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-β-ﾅﾌﾁﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸ﾍﾞﾝ

ｼﾞﾙ, 2-ﾒﾁﾙ酪酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, 吉草酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 吉草酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, 吉草酸ﾌﾙﾌﾘﾙ,

ｲｿ吉草酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｲｿ吉草酸ｼﾝﾅﾐﾙ, ｲｿ吉草酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ｲｿ吉草酸ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟ

ﾙ, ﾍｷｻﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｵｸﾀﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｵｸﾀﾝ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ｵｸﾀﾝ酸p-ｸﾚｼﾞﾙ, ﾉﾅﾝ酸

ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ(ﾗｳﾘﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ), 安息香酸ﾒﾁﾙ, 安息香酸ｴﾁﾙ,

安息香酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 安息香酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 安息香酸ｱﾘﾙ, 安息香酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, 安

息香酸ｲｿｱﾐﾙ, 安息香酸ﾌﾟﾚﾆﾙ, 安息香酸ﾍｷｼﾙ, 安息香酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, 安息

香酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 安息香酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, o-ﾒﾄｷｼ安息香酸ｴﾁﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾞﾒﾁﾙ安息

香酸ﾒﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾒﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｴﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟ

ﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾌﾞﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｲｿｱﾐﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾍｷｼﾙ, ﾌｪﾆﾙ

酢酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸p-ｸﾚｼﾞﾙ,

ﾌｪﾆﾙ酢酸ｵｲｹﾞﾆﾙ, ﾌｪﾆﾙ酢酸ｲｿｵｲｹﾞﾆﾙ, 桂皮酸ﾒﾁﾙ, 桂皮酸ｴﾁﾙ, 桂皮酸ﾌﾟﾛ

ﾋﾟﾙ, 桂皮酸ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ, 桂皮酸ｱﾘﾙ, 桂皮酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, 桂皮酸ｲｿｱﾐﾙ, 桂皮酸

ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, 桂皮酸ｼﾝﾅﾐﾙ, 桂皮酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾒﾁﾙ, ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸

ﾒﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｴﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｲｿﾌﾞﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｱﾐﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｲｿｱﾐﾙ,

ｻﾘﾁﾙ酸ｱﾘﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ﾍｷｼﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｼｽ-3-ﾍｷｾﾆﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ｼｸﾛﾍｷｼﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ﾌｪﾆ

ﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ｻﾘﾁﾙ酸p-ｸﾚｼﾞﾙ, ﾌｪﾉｷｼ酢酸ｱﾘﾙ, ﾌｪﾆﾙ

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴﾁﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ, ﾁｸﾞﾘﾝ酸ｼﾝﾅﾐﾙ, ｱﾝｹﾞﾘｶ

酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ､ｱﾝｹﾞﾘｶ酸ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ､ｱﾝｹﾞﾘｶ酸ｼﾝﾅﾐﾙ､ｱﾝｹﾞﾘｶ酸ﾌｪﾆﾙなど

芳香族ｴｰﾃﾙ, ｵｷｻｲﾄﾞ ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｴﾁﾙ-2-ﾒﾄｷｼﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ, ｱﾘﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｴ

類 ｰﾃﾙ, ｲｿｱﾐﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ, ｲｿｱﾐﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, 2-ﾒﾁﾙ-2-ﾌﾞﾃﾆﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｴｰﾃ

ﾙ, ｼﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙｴｰﾃﾙ, ｼｸﾛﾍｷｼﾙﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｱﾆｿｰﾙ, p-ｱｾﾁﾙｱﾆｿｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙﾊ

ｲﾄﾞﾛｷﾉﾝ, p-ｸﾚｼﾞｿﾞｰﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｱｾﾄｱﾆｿｰﾙ, ｱﾈﾄｰﾙ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｱﾈﾄｰﾙ, 4-ｱﾘﾙ

ｱﾆｿｰﾙ(ｴｽﾄﾗｺﾞｰﾙ), ﾍﾞﾗﾄﾛｰﾙ, ﾊｲﾄﾞﾛｷﾉﾝｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ﾚｿﾞﾙｼﾝｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ｼﾞ

ﾌｪﾆﾙｵｷｻｲﾄﾞ, ﾒﾁﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ﾒﾁﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ｴﾁﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ｻﾌﾛｰﾙ, ｲｿｻ

ﾌﾛｰﾙ, t-ﾌﾞﾁﾙﾊｲﾄﾞﾛｷﾉﾝｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, ﾍﾞﾝｼﾞﾙｵｲｹﾞﾉｰﾙ, ﾍﾞﾝｼﾞﾙｲｿｵｲｹﾞﾉｰﾙ,

ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙｲｿｱﾐﾙｴｰﾃﾙ, β-ﾅﾌﾁﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ, β-ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾙｴｰﾃﾙ, β-ﾅﾌﾁﾙｲｿﾌﾞﾁ

ﾙｴｰﾃﾙ, ｼｮｳｶﾞｵｰﾙ, ﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｲﾝﾃﾞﾉﾋﾟﾗﾝ, など

芳香族ﾗｸﾄﾝ類 n-ﾌﾞﾁﾙﾌﾀﾘﾄﾞ, ﾌﾟﾛﾋﾟﾘﾃﾞﾝﾌﾀﾘﾄﾞ, ﾌﾞﾁﾘﾃﾞﾝﾌﾀﾘﾄﾞ, ｸﾏﾘﾝ, ｼﾞﾋﾄﾞﾛｸﾏﾘﾝ, 6-



- 239 -

ﾒﾁﾙｸﾏﾘﾝ, など

芳香族ｶﾙﾎﾞﾝ酸類 安息香酸, ﾌｪﾆﾙ酢酸, ﾌｪﾆﾙﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸(ﾋﾄﾞﾛｹｲ皮酸), 桂皮酸, ﾌﾀｰﾙ酸,

ｱﾋﾞｴﾁﾝ酸, ﾊﾞﾆﾘﾝ酸, ﾋﾟﾛｶﾞﾛｰﾙ, など

合成ﾑｽｸ ﾑｽｺﾝ, ｼﾍﾞﾄﾝ, ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾉﾝ, 5-ｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｾﾝ-1-ｵﾝ, ｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ, ｱ

ﾝﾌﾞﾚﾄﾘﾄﾞ, 12-ｹﾄｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ, ｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ, 7-ｼｸﾛﾍｷｻﾃﾞｾﾉﾘﾄﾞ,

12-ｵｷｻ-16-ﾍｷｻﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ, 11-ｵｷｻ-16-ﾍｷｻﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ, 10-ｵｷｻ-16-ﾍｷｻﾃﾞｶﾉﾘﾄﾞ,

ｴﾁﾚﾝﾌﾞﾗｼﾚｰﾄ, ｴﾁﾚﾝﾄﾞﾃﾞｶﾝｼﾞｵｴｰﾄ, ﾑｽｸｹﾄﾝ, ﾑｽｸｷｼﾛｰﾙ, ﾑｽｸｱﾝﾌﾞﾚｯﾄ,

ﾑｽｸﾁﾍﾞﾃﾝ, ﾑｽｸﾓｽｹﾝ, 6-ｱｾﾁﾙﾍｷｻﾒﾁﾙｲﾝﾀﾞﾝ(ﾌｧﾝﾄﾘﾄﾞ;Polaks Frutal商

品名), 4-ｱｾﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙ-t-ﾌﾞﾁﾙｲﾝﾀﾞﾝ(ｾﾚｽﾄﾘﾄﾞ;IFF商品名), 5-ｱｾﾁﾙﾃﾄﾗﾒﾁﾙ

ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｲﾝﾀﾞﾝ(ﾄﾗｾｵﾗｲﾄﾞ;Quest商品名), 6-ｱｾﾁﾙﾍｷｻﾃﾄﾗﾘﾝ(ﾄﾅﾘﾄﾞ; Pola

ks Frutal商品名), ﾃﾄﾗﾒﾁﾙ-6-ｴﾁﾙ-7-ｱｾﾁﾙ-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾅﾌﾀﾚﾝ(ﾍﾞﾙｻﾘﾄﾞ; Gi

vaudan-Roure商品名), ﾎﾙﾐﾙｴﾁﾙﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾘﾝ,ｱｾﾁﾙｼﾞﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾍﾞﾝｽﾞｲﾝ

ﾀﾞﾉﾝ(ﾋﾞﾀﾗｲﾄﾞ;高砂香料工業㈱商品名), ﾍｷｻﾒﾁﾙﾍｷｻﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾍﾞﾝｿﾞﾋﾟ

ﾗﾝ(ｶﾞﾗｸｿﾘﾄﾞ;IFF商品名), など

含窒素化合物 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ, ﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 3-ｴﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 2-ｱｾﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 3-ｱｾﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 2-ｲｿ

ﾌﾞﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 3-ｲｿﾌﾞﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 2-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 5-ｴﾁﾙ-2-ﾒﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ,

2,6-ﾙﾁｼﾞﾝ, ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾝ, ﾆｺﾁﾝ酸ﾒﾁﾙ, 4-(1,4,8-ﾄﾘﾒﾁﾙ-3,7-ﾉﾅｼﾞｴﾆﾙ)ﾋﾟﾘ

ｼﾞﾝ, 2-(1,4,8-ﾄﾘﾒﾁﾙ-3,7-ﾉﾅｼﾞｴﾆﾙ)ﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 2-(2-ﾋﾟﾈﾝ-10-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾋﾟﾘｼﾞﾝ,

4-(2-ﾋﾟﾈﾝ-10-ｲﾙﾒﾁﾙ)ﾋﾟﾘｼﾞﾝ, 1-ﾒﾁﾙﾋﾟﾛｰﾙ, 2-ｱｾﾁﾙﾋﾟﾛｰﾙ, ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝ, ｲﾝﾄﾞ

ｰﾙ, ｽｶﾄｰﾙ, ｲﾝﾄﾞｰﾙ-ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾄﾛﾈﾗｰﾙｼｯﾌ塩基, 2-ﾒﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞｵｷｻｿﾞｰﾙ, ﾃﾞｶﾋﾄﾞ

ﾛｼｸﾛﾃﾞｶｵｷｻｿﾞｰﾙ, ｲﾝﾄﾞﾚﾝ, 2-ｱｾﾁﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ, ﾏﾘﾃｨｯﾏ(IFF商品名), ｷﾉﾘﾝ,

ｲｿｷﾉﾘﾝ, 1,2,3,4-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ-6-ﾒﾁﾙｷﾉﾘﾝ, 2-ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｷﾉﾘﾝ, 6-ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞ

ﾛｷﾉﾛﾝ, 6-ﾒﾁﾙｷﾉﾘﾝ, 7-ﾒﾁﾙｷﾉﾘﾝ, 6-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｷﾉﾘﾝ, ｲｿﾌﾞﾁﾙｷﾉﾘﾝ, ﾋﾟﾗｼﾞﾝ,

2-ﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2,3-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2,5-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2,6-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ,

2,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｴﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｴﾁﾙ-3-ﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｴﾁﾙ-5-ﾒﾁﾙﾋﾟ

ﾗｼﾞﾝ, 2-ｴﾁﾙ-3,5(3,6)-ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2,3-ｼﾞｴﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2,3-ｼﾞｴﾁﾙ-5-

ﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ﾒﾁﾙ-5-ﾋﾞﾆﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ﾒﾄｷｼﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ﾒﾄｷｼ-3-ﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ,

2-ﾒﾄｷｼ-3-ｴﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ﾒﾄｷｼ-3-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-3-ﾒﾄｷｼ

ﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｱｾﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｱｾﾁﾙ-3-ｴﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, ﾒﾁﾙﾁｵﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-ｲｿﾌﾞ

ﾁﾙﾒﾄｷｼﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 2-sec-ﾌﾞﾁﾙ-3-ﾒﾄｷｼﾋﾟﾗｼﾞﾝ, ﾄﾘﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ, ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾟﾗｼﾞﾝ,

5-ﾒﾁﾙ-6,7-ｼﾞﾋﾄﾞﾛｼｸﾛﾍﾟﾝﾀﾋﾟﾗｼﾞﾝ, 5-ﾒﾁﾙｷﾉｷｻﾘﾝ, 5,6,7,8-ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｷﾉｷｻ

ﾘﾝ, ｹﾞﾗﾆﾙﾆﾄﾘﾙ(ｼﾄﾗﾝﾊﾞ), ｼﾄﾛﾈﾘﾙﾆﾄﾘﾙ, 5-ﾌｪﾆﾙ-3-ﾒﾁﾙ-ﾍﾟﾝﾃﾝﾆﾄﾘﾙ, 3,7-

ｼﾞﾒﾁﾙ-2,6-ﾉﾅｼﾞｴﾝﾆﾄﾘﾙ, ｼﾅﾓﾝﾆﾄﾘﾙ, ﾌｪﾆﾙｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(ｼｱﾝ化ﾍﾞﾝｼﾞﾙ), ｸﾐﾝﾆﾄ

ﾘﾙ, ｼﾝﾅｯﾐｸﾆﾄﾘﾙ, ﾄﾞﾃﾞｶﾝﾆﾄﾘﾙ, ﾄﾘﾃﾞｾﾝ-2-ﾆﾄﾘﾙ,5-ﾒﾁﾙ-3-ﾍﾌﾟﾀﾉﾝｵｷｼﾑ,

ﾋﾞｼｸﾛ[3.2.1]ｵｸﾀﾝ-8-ｵﾝ,1,5-ｼﾞﾒﾁﾙ,ｵｷｼﾑ(ﾌﾞｯｺｷｼﾑ;Dragoco商品名),

N-ﾒﾁﾙ-N-ﾌｪﾆﾙ-2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙｱﾐﾄﾞ, ﾋﾟﾍﾟﾘﾝ, ｶﾌﾟｻｲｼﾝ,ﾉﾅﾝ酸ﾊﾞﾆﾘﾙｱﾐﾄﾞ, ｷﾆｰﾈ,

ﾁｱｿﾞｰﾙ, 4-ﾒﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, 4,5-ｼﾞﾒﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, ﾄﾘﾒﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, 2-ｴﾁﾙ-5-ﾒﾄｷｼ

ﾁｱｿﾞｰﾙ, 2-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-4-ﾒﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, 4-ﾒﾁﾙ-5-ﾋﾞﾆﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, 2-ｲｿﾌﾞﾁﾙﾁｱｿﾞ
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ｰﾙ, 4-ﾒﾁﾙ-5-ﾁｱｿﾞｰﾙｴﾀﾉｰﾙ(ｽﾙﾌﾛｰﾙ), 4-ﾒﾁﾙ-5-ﾁｱｿﾞｰﾙｴﾀﾉｰﾙｱｾﾃｰﾄ, 4-ｱｾ

ﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, 5-ｱｾﾁﾙ-2,4-ｼﾞﾒﾁﾙﾁｱｿﾞｰﾙ, ﾍﾞﾝｿﾞﾁｱｿﾞｰﾙ, ﾍﾟﾘﾗﾙﾁﾝ, など

ﾊﾛｹﾞﾝ化合物 ﾌﾞﾛﾑｽﾁﾛｰﾙ, 酢酸ﾄﾘｸﾛﾙ･ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙｶﾙﾋﾞﾆﾙ, など

含硫黄化合物 ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, 2-ﾒﾁﾙ-3-ﾌﾞﾀﾝﾁｵｰﾙ, ｱﾘﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, ｲ

ｿｱﾐﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, ﾁｵｹﾞﾗﾆｵｰﾙ, ﾘﾓﾈﾝﾁｵｰﾙ, 8-ﾒﾙｶﾌﾟﾄﾒﾝﾄﾝ(ｽﾙﾌｫｯｸｽ), ﾌｪﾆﾙﾒﾙ

ｶﾌﾟﾀﾝ, o-ﾁｵｸﾚｿﾞｰﾙ, 2-ｴﾁﾙﾁｵﾌｪﾉｰﾙ, 2-ﾅﾌﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, ﾌﾙﾌﾘﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, 2

-ﾒﾁﾙ-3-ﾌﾗﾝﾁｵｰﾙ, ｼﾞﾒﾁﾙｽﾙﾌｨﾄﾞ, ｼﾞﾒﾁﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ｼﾞﾒﾁﾙﾄﾙｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾒﾁﾙﾌﾟﾛ

ﾋﾟﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾒﾁﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾄﾘｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾄﾘｽﾙﾌｨﾄﾞ,

ｼﾞｱﾘﾙﾄﾘｽﾙﾌｨﾄﾞ, ｼﾞｱﾘﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ｼﾞﾌﾞﾁﾙｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾒﾁｵﾉｰﾙ, 3-ﾒﾁﾙﾁｵ-1-ﾍｷ

ｻﾉｰﾙ, ﾒﾁｵﾅｰﾙ, ﾒﾝﾄｽﾘﾌｨﾄﾞ, ｼﾞﾁｵｽﾋﾟﾛﾗｸﾄﾝ, ﾌﾙﾌﾘﾙﾒﾁﾙｽﾙﾌｨﾄﾞ, 2-ﾒﾁﾙ-5-

ﾒﾁﾙﾁｵﾌﾗﾝ, ﾒﾁﾙﾌﾘﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾌﾙﾌﾘﾙｼﾞｽﾙﾌｨﾄﾞ, ﾁｵﾌｪﾝ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾁｵﾌｪﾝ, 3-

ﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, 5-ﾒﾁﾙ-2-ﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ, ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾁｵﾌｪﾝ-3-ｵﾝ,

ﾄﾘﾁｵｱｾﾄﾝ, 2-ﾒﾁﾙ-4-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｵｷｻﾁｱﾝ, ﾁｵｸﾞﾘｺｰﾙ酸, ｴﾁﾙﾁｵ酢酸ﾒﾁﾙ,

ﾒﾁﾙﾁｵ酢酸ｴﾁﾙ, 2-ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾄﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸, ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ, 3-ﾒﾁﾙﾁｵﾌﾟﾛ

ﾋﾟｵﾝ酸ｴﾁﾙ, ﾁｵ酢酸ｴﾁﾙ, ﾁｵ酢酸ﾌﾙﾌﾘﾙ, ﾁｵﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ﾌﾙﾌﾘﾙ, ﾁｵ酪酸ﾒﾁﾙ,

ﾒﾁﾙﾒﾀﾝﾁｵｽﾙﾌｫﾈｰﾄ, ｲｿﾁｵｼｱﾝ酸ｱﾘﾙ, ｲｿﾁｱﾝ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ, ﾁｱﾙｼﾞﾝ, 2-ﾒﾁﾙ-4-ﾌﾟ

ﾛﾋﾟﾙ-1,3-ｵｷｻﾁｱﾝ, p-ﾒﾝﾀﾝ-8-ﾁｵｰﾙ-3-ｵﾝ, p-ﾒﾝﾃﾝ-8-ﾁｵｰﾙ, β-ﾒﾁﾙﾁｵﾌﾟﾛﾋﾟ

ｵﾝ酸ﾒﾁﾙ, など

動物性香料 麝香(じゃこう, ﾑｽｸ), 霊猫香(れいびょうこう, ｼﾍﾞｯﾄ), 竜涎香(りゅ

うぜんこう, ｱﾝﾊﾞｰｸﾞﾘｽ), 海猫香(かいりこう, ｶｽﾄﾘｳﾑ), ﾑｽｸ ﾁﾊﾞﾀ,

など

植物性香料 ｱﾋﾞｴｽ油(針葉油), ｱｰﾓﾝﾄﾞ･ﾋﾞｯﾀｰ油(苦へんとう油), ｱﾝﾌﾞﾚｯﾄﾞ･ｼｰﾄﾞ油,

ｱﾝｼﾞｪﾘｶ油, ｱﾆｽ油(ｱﾆｽ･ｼｰﾄﾞ油), ｱﾙﾓｱｾﾞ, ﾊﾞﾙｻﾑ･ｺﾊﾟｲﾊﾞ, ﾊﾞﾙｻﾑ･ﾍﾟﾙｰ

, ﾊﾞﾙｻﾑ･ﾄﾙｰ, ﾍﾞｰｼﾞﾙ油(ﾊﾞｼﾞﾙ油), ﾍﾞｲ油(ﾍﾞｲ葉油), ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ(安息香)

, ﾍﾞﾙｶﾞﾓｯﾄ油, ﾊﾞｰﾁ油, ﾎﾞｱ･ﾄﾞ・ﾛｰｽﾞ油(ﾛｰｽﾞ･ｳｯﾄﾞ油), ｶﾔﾌﾟﾃ油, ｶﾗﾑｽ

油(しょうぶ根油), ｶﾝﾌｧｰ油(しょう脳油;樟脳油), 芳油;芳しょう葉油

;芳葉油, ｶﾅﾝｶﾞ油, ｶﾌﾟｼｶﾑ(とうがらし), ｷｬﾗｳｪｲ油(ｷｬﾝﾒﾙ油), ｶﾙﾀﾞﾓﾝ

油(しょうずく油), ｶｼｱ油(桂油, 桂皮油), ｶｼｰ油(ｱｶｼｱ油), ｼﾀﾞｰｳｯﾄﾞ

油, ｾﾛﾘ油, ｶﾓﾐﾙ油(かみつれ油), ﾍﾉﾎﾞｼﾞ油, ｼﾝﾅﾓﾝ油(ｾﾝﾄﾝｼﾝﾅﾓﾝ油),

ｼｽﾃ, ｼﾄﾛﾈﾗ油, ｸﾛｰﾌﾞ, ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ, ｺｽﾀｽ, ｸﾐﾝ, ﾀﾞｳﾞｧﾅ, ﾃﾞｨﾙ油(ｲﾉﾝﾄﾞ油),

ｴﾚﾐ油, ｴｽﾄﾗｺﾞﾝ油(ﾀﾗｺﾞﾝ油), ﾕｰｶﾘ油, ﾌｪﾝﾈﾙ油(ういきょう油), ﾌｪﾆｸﾞ

ﾘｰｸ, ｶﾞﾙﾊﾞﾅﾑ油, ｶﾞｰﾘｯｸ油(にんにく油), ｼﾞｪﾈ(ﾌﾞﾚｰﾑ), ｾﾞﾗﾆｳﾑ油, ｼﾞﾝｼﾞ

ｬｰ油(しょうが油), ｼﾞﾝｼﾞｬｰｸﾞﾗｽ油, ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ油, ｸﾞｱｲｱｯｸ油,

ｶﾞｰﾃﾞﾆｱ, ひば油, ひのき油(檜油), ﾎｳｼｮｳ(芳, 芳樟, 芳葉), ﾎｯﾌﾟ油

, ﾋｱｼﾝｽ油(ﾋﾔｼﾝｽ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ), ｲﾝﾓﾙﾃﾙ, ｼﾞｬｽﾐﾝ油(ｼﾞｬｽﾐﾝ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ;そ

けい油), ｼﾞｮﾝｷﾙ油 (黄水仙), ｼﾞｭﾆﾊﾟ･ﾍﾞﾘｰ油, ﾗﾌﾞﾀﾞﾅﾑ(ｼｽﾃ), ﾛｰﾚﾙﾘｰ

ﾌ葉油(月桂樹葉油), ﾗﾊﾞﾝｼﾞﾝ油, ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油, ﾚﾓﾝ油, ﾚﾓﾝｸﾞﾗｽ油, ﾗｲﾑ



- 241 -

油, ﾘﾅﾛｴ油, ﾘｾｱｷｭﾍﾞﾊﾞ油, ﾛﾍﾞｰｼﾞ油, ﾏﾝﾀﾞﾘﾝ油, ﾀﾝｼﾞｪﾘﾝ油, ﾏｰｼﾞｮﾗﾑ

, ﾐﾓｻﾞ油(ｱｶｼｱ), ﾐﾓｻﾞｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ, ﾐﾝﾄ油(はっか油), ﾏｽﾀｰﾄﾞ油(からし

油;辛子油), ﾐﾙ油(もつやく;没薬), ﾐﾙﾄﾝ油(ﾐﾙﾃ油), ﾅﾙｼｻｽ油(ｽｲｾﾝ油)

, ﾅﾙｼｻｽ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ, ﾈﾛﾘ油(橙花油), ﾅﾂﾒｸﾞ油(にくずく油), ｵｰｸﾓｽ油(ﾑ

ｽ･ﾄﾞ･ｼｴｰﾑ), ｵｺﾁｱ油, ｵﾘﾊﾞﾅﾑ油, ｵﾆｵﾝ油(玉葱), ｵﾎﾟﾎﾟﾅｯｸｽ油, ｵﾚﾝｼﾞ

油, ｵﾚﾝｼﾞﾌﾗﾜｰ(ｵﾚﾝｼﾞﾌﾗﾜｰ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ), ｵﾘｽ油, ｲﾘｽ油, ﾊﾟｾﾘ油(おらん

だせり油), ﾊﾟﾁｮﾘ油, ﾊﾟﾙﾏﾛｰｻﾞ油, ﾍﾟﾆｰﾛｲﾔﾙ油(ﾎﾟﾗｲ油), ﾍﾟﾊﾟｰﾐﾝﾄ油(

ﾐｯﾁｬﾑはっか, 西洋はっか), ﾍﾟｯﾊﾟｰ(こしょう), ﾍﾟﾘﾗ油 (しそ油), ﾍﾟ

ﾁｸﾞﾘﾝ油, ﾋﾟﾒﾝﾀ油(ｵｰﾙｽﾊﾟｲｽ油), ﾊﾟｲﾝ油, ﾛｰｽﾞ油(ﾛｰｽﾞ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ;ばら

油), ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ油, ｾｰｼﾞ･ｸﾗﾘｰ油(ｸﾗﾘｰ･ｾｰｼﾞ油), ｾｰｼﾞ油, ｻﾝﾀﾞﾙ油(ｻﾝﾀﾞﾙ

ｳｯﾄﾞ油;白檀油), ｽﾍﾟｱｰﾐﾝﾄ油, ｽﾊﾟｲｸ油(ｽﾊﾟｲｸ･ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ油), ｽﾊﾟｲｼｰﾗﾍﾞ

ﾝﾀﾞｰ油, ｽﾀｰｱﾆｽ油(大茴香;八角茴香), ｽﾁﾗｯｸｽ油(そごう油), ﾀｼﾞｪｯﾄ油

, ﾀｲﾑ油(たちじゃこう草), ﾄﾝｶ豆, ﾁｭﾍﾞﾛｰｽﾞ油(ﾁｮﾍﾞﾛｰｽﾞ･ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ;月

下香油), ﾃﾚﾋﾞﾝ油, ﾊﾞﾚﾘｱﾝ, ﾊﾞﾆﾗ(ﾊﾞﾆﾗ豆;ﾜﾆﾗ豆), ﾍﾞﾁﾊﾞｰ油, ｽﾐﾚ油(ﾊﾞ

ｲｵﾚｯﾄ油), ｳｲﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝ油(冬緑油), ｳｫｰﾑｳｯﾄﾞ油(にがよもぎ油;ｱﾌﾟｼﾝｽ

油), ｲﾗﾝ･ｲﾗﾝ油, ﾕｽﾞ, など

②使用方法

マスキング（消臭・脱臭・防臭・除臭）作用のある上記香料及び香料関連物質は、その

１種または２種以上を有効成分として含有せしめることによりマスキング剤が調製される。

例えば、上述のテルペン系炭化水素類；テルペン系アルデヒド類とそれらのアセタール

類；テルペン系ケトン類とそれらのケタール類；テルペン系アルコール類；テルペン系エ

ステル類；テルペン系エーテル、オキサイド類；テルペン系カルボン酸類；脂肪族炭化水

素類；脂肪族鎖状アルデヒド類とそれらのアセタール類；脂肪族脂環式アルデヒド類とそ

れらのアセタール類；脂肪族鎖状ケトン類とそれらのケタール類；脂肪族環状ケトン類と

それらのケタール類；脂肪族鎖状アルコール類；脂肪族脂環式アルコール類；脂肪族エス

テル類；脂肪族エーテル、オキサイド類；脂肪族ラクトン類；脂肪族カルボン酸類；芳香

族炭化水素類；芳香族アルデヒド類とそれらのアセタール類；芳香族ケトン類とそれらの

ケタール類；芳香族アルコール類；芳香族エステル類；芳香族エーテル、オキサイド類；

芳香族ラクトン類；芳香族カルボン酸類；合成ムスク；含窒素化合物；ハロゲン化合物；

含硫黄化合物；動物性香料；植物性香料などの類から選ばれる化合物の一種又は二種以上

適宜に混合して用いられる。

また、同一の類から選ばれる化合物の１種または２種以上を有効成分として含有せしめ

たマスキング剤を調製するケースもしばしばある。

さらに、マスキング剤に使用される香料および香料関連物質に、これ以外の公知の香料

および香料関連物質を添加して嗜好性を高める方法が一般的には採用される。

マスキング剤に使用される上記香料および香料関連物質の使用量は、悪臭の種類、適用

場所などその使用目的により異なり一概には云えないが、一般的には、マスキング剤の処

方中０．０１～７０重量％程度の範囲で使用されるが、場合によっては７０重量％を超え
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て用いられる場合もあり、極端な場合は１００重量％、すなわち単一成分のみで構成され

ることもしばしばある。

また、これらの香料及び香料関連物質を農薬・医薬・香粧品・飲食品・雑貨類などに使

用する場合、このままの状態、或いはこれらを例えばアルコール類、プロピレングリコー

ル、グリセリンなどの如き多価アルコール類に溶解した溶液状；また、アラビアガム、ト

ラガントガムなどの如き公知の天然ガム質類、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸

エステルなどの公知の乳化剤で乳化した乳化状；また、アラビアガムの如き公知の天然ガ

ム質類、ゼラチン、デキストリンなどの公知の賦形剤を用いて被覆させた粉末状；また、

公知の界面活性剤、例えばアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性

剤、両性界面活性剤などを用いて可溶化（分散化）した可溶化状（分散状）；あるいは公

知のカプセル化剤で処理して得られるマイクロカプセルなど、その目的に応じて任意の形

状を選択して用いられる。

さらに、サイクロデキストリンなどの包接剤に包接して、上記香料及び香料関連物質を

安定化且つ徐放性にして用いることもある。これらは、最終製品の形態、例えば固形状・

ゲル状・ゾル状・液状・エアゾール状などに適したもので適宜に選択して用いられる。

また、上述の香料及び香料関連物質は、他の公知の防臭・消臭剤、例えば、酸化剤、還

元剤、中和剤、無機系消臭剤（無機塩基、無機酸、金属酸化物、塩素化合物、オゾン、多

孔物質など）、界面活性剤（アニオン系、カチオン系、ノニオン系、両面系）などとしば

しば併用される。

なお、最終製品へのこれらの香料及び香料関連物質の添加量は、それぞれの場合によっ

て期待される効果・作用に応じて任意に加減されるが、一般的には約0.01～50重量%程度で

ある。

以下にマスキング香料の処方例をあげる。

(マスキング香料の処方例）

品 名 重量部

１．ベンジルアセタート（芳香族エステル類） ５０

ローズウッド（植物性香料） １００

セダーウッド（植物性香料） １００

リナリルアセテート（テルペン系エステル） １００

イオノン（テルペン系ケトン） ８０

エチルシンナメート（芳香族エステル類） ２０

アミルシンナミックアルデヒド（芳香族アルデヒド類） ５０

イソオイゲノール（芳香族アルコール類） ５０

クマリン（芳香族ラクトン） １００

メチル６－メチル－３－クロロレゾルシレート（ハロゲン化合物） ５０

ムスクキシレン（合成ムスク） ５０

スチラックスレジン（植物性香料） １００

（特開昭47-16652)

品 名 重量部

２．クマリン（芳香族ラクトン） ３０
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ムスクアンブレット（合成ムスク） ２０

ラバンジン油（植物性香料） １００

酢酸リナリル ３００

リナロール（テルペンアルコール類） ２００

合成ベルガモット １５０

白サイム油（植物性香料） １０

セージ油（植物性香料） １０

合成ゼラニウム ３０

α－イオノン（テルペン系ケトン） １０

アリルイオノン（テルペン系ケトン） ２０

フタール酸エチル（溶剤） １００

その他 １０

（特開昭48-44245）

品 名 重量部

３．1,2-シクロヘキサンジオン（脂環式ケトン） ５

ガラキソライド（ＩＦＦ商品、合成ムスク） １００

クマリン ７０

パチョリ油（植物性香料） ５

ジャスモン（脂肪族環状ケトン） ５

ジャコウチンキ（動物性香料） ２

パチョリ油（植物性香料） ５

α－メチルイオノン（テルペン系ケトン） １０

ロジノール（植物性香料） ２０

ジメチルベンジルカルビニルアセテート（芳香族エステル） ５

ゼラニウム（植物性香料） ４０

ベルガモット油（植物性香料） ５０

ローズウッド油 ４０

オイゲノール（芳香族アルデヒド） ２５

イランイラン油（植物性香料） ４０

イソオイゲノール（芳香族アルコール） ２０

4-(4-ﾒﾁﾙ,4-ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾐﾙ)-3-ｼｸﾛﾍｷｾﾝ ｶﾙﾎﾞｷｼｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ １００

ベルトフィックス（ＩＦＦ商品、テルペン系エステル） １５０

p-t-ブチルシクロヘキシルアセテート（脂肪族エステル類） １００

安息香（植物性香料） ５０

サリチル酸アミル（芳香族エステル類） ３０

サリチル酸ベンジル ７０

（特開昭50-35369）

品 名 重量部

４．エチルアセトアセテート（脂肪族エステル類） ３

ラウリン酸エステル類（脂肪酸エステル類） １０
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イソ酪酸シンナミル（芳香族エステル類） ３

イソ吉草酸シンナミル（芳香族エステル類） ５

ジアセチル（脂肪族鎖状ケトン） ２

ヘリオトロピン（芳香族アルデヒド） ２０

ピーチアルデヒド １００

酪酸エチル（脂肪族エステル類） ２００

イソ吉草酸エチル（脂肪族エステル類） ２０

エチルヘプタノエート（脂肪族エステル類） １

ジユルシニル ５

ｐ－ヒドロキシフェニルブタノン（芳香族ケトン） ２

酢酸エチル（脂肪族エステル類） １

β－イオノン（テルペン系ケトン） １０

パラトン ２

エチルバニリン（芳香族アルデヒド） １

ヘキサデカナール（脂肪族アルデヒド） １００

シス－２－メチル－３－ペンテン酸（脂肪族カルボン酸） ５

（特開昭50-70534）

品 名 重量部

５．ロジノール ２７０

ネロール ９０

リナロール ３０

テルピネオール ３０

フェニルエチルアルコール １２

テルペニオール ５

リナリルアセテート １．５

シトロネリルアセテート １５

ゲラニルアセテート １０

オイゲノール ３０

シトラール １５

フェニルエチルアセテート ２０

ローズオキサイド ８

グアヤコール ３０

シトロネリル ９３

ネリルアセテート ３

クローブバットオイル １

カジネン ２

グアイネン １

ターペンチン １２

α－ピネン １

ミルセン ５
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リモネン ２

ｐ－シメン １

β－シクロホモシトラール ３０

（特開昭51-125777)

品 名 重量部

６．サリチル酸イソアミル（芳香族エステル類） ５

サリチル酸ベンジル（芳香族エステル類） ４

ＬＲＧ２０１（RBｵｰｸﾓｽ）（植物性香料） １．２５

ベルガモット（PPL）（植物性香料） １５

ゼラニウム（PPL）（植物性香料） ４

オポポナックスレジノイド（植物性香料） １．７

ガラクソライド（iff、合成ムスク） １０

o-t-ブチルシクロヘキシルアセテート（脂肪族エステル類） ０．５

ジエチルフタレート（脂肪族エステル類） ３．７５

ノナライド-1,4（脂肪族ラクトン類） ０．２

アンバー（PPL）（合成ムスク） ３

ベンジルアルコール（芳香族アルコール） ０．１５

セダーアトラス（植物性香料） ５

シトロネロール（テルペン系アルコール） ７

シトロネラ油（植物性香料） １６．１

シクロネリルオキシアセトアルデヒド（テルペン系アルデヒド） ０．５

ヘキシルアルドン ０．７

ジャスミン（PPL）（植物性香料） １２

オレンジ油（植物性香料） ８

10-ウンデセン-1-アール（脂肪族鎖状アルデヒド） ０．１５

ベチバー油（植物性香料） ２

（特開昭54-151129）

７．カルバクロール（芳香族アルコール類） ３．５

タイム油（植物性香料） １

ベルガモット油AB37（PPL）（植物性香料） ２０

ボメランソールAB415（PPL） ６

プチグレン油 ４

6-ｱｾﾁﾙ-1,1,3,4,4,6-ﾍｷｻ-ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾅﾌﾀﾚﾝ（合成ムスク） ３

β-メチルナフチルケトン（芳香族ケトン類） ５

3a-ﾒﾁﾙ-ﾄﾞﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-6,6,9a-ﾄﾘﾒﾁﾙﾅﾌﾄ-2(2,1-b)ﾌﾗﾝ（合成ムスク） ０．２５

β-ナフチルメチルエーテル（芳香族エーテル） ９

シトロネリルアセテート（テルペン系エステル類） ５

ジプロピレングリコール（脂肪族アルコール類） ４．７５

ゲラニルニトリル（含窒素化合物） １．５
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インドール １

レモングラス油（植物性香料） ３

ライム油AB402（植物性香料） １０

ラバンジン油（植物性香料） ４

ｌ－メントール ８

ネロリ油（植物性香料） ６

オレンジ油 ５

（特開昭54-151129)

品 名 重量部

８．エチルバニリン ０．２

イソオイゲノール ５

オークモス油 １．２５

ベルガモット油 ８

パチョリ油 ７

2-n-ヘプチルシクロペンタノン ０．５

α-イソメチルイオノン ５

β-ナフチルメチルエーテル ７．５

p-t-ブチルシクロヘキシルアセテート ４．３

ジエチルフタレート ８．２５

ノニルフォーメイト ５

ノナンジオール-1,3-ジアセテート ４

フェニルエチルフェニルアセテート ５

テトラヒドルムゴール ６

シトロネラ油 ６

グリーンハーバル １５

インドール １．５

ローゼンタ ６

サンダロン ４

γ-ウンデカラクトン ０．５

（特開昭54-151128)

品 名 重量部

９.こはくAB358 ３．０

サリチル酸イソアミル ５．０

サリチル酸ベンジル ４．０

ベルガモットAB430 １５．０

O-t-ブチルシクロヘキシルアセテート ０．５

セダーアトラス油 ５．０

シトロネロール ７．０

シトロネラ油 １６．１

シトロネリルオキシアセトアルデヒド ０．５
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ゲラニウムベース ４．０

ガラキソライド（IFF商品） １０．０

ヘキシルアルドン ０．７

ジャスミンAB284 １２．０

LRG201 ５．０

ノナリド ０．２

オポポナクスレジノイド １．４

オレンジ油スイート ８．０

10-ウンデセン-1-アール ０．３

ベチベルト油 ２．０

（特開昭54-107910）

品 名 重量部

10.6-アセチル-1,1,3,4,4,6-ヘキサメチル-テトラヒドロナフタレート ３．０

ベルガモットベース39 ２０．０

カルバクロール ３．５０

酢酸シトロネリル ５．０

ジプロピレングリコール ４．７５

ゲラニルニトリル １．５０

インドール １．００

レモングラス油 ３．００

ライムAB402 １０．００

ラバンジン油 ４．００

ｌ－メントール ８．００

3a-ﾒﾁﾙ-ﾄﾞﾃﾞｶﾋﾄﾞﾛ-6,6,9a-ﾄﾘﾒﾁﾙﾅﾌﾄ-2-(2,1b)-ﾌﾗﾝ ０．５２

β-ナフチルメチルケトン ５．００

ネロリベース78 ６．００

ボメランソルAB314 ６．００

ペチグレン油 ４．００

オレンジ油 ５．００

ジャコウ草油赤 １．００

(特開昭54-107910)

品 名 重量部

11.P-t-アミルシクロヘキサノン ５．０

ベンゾインサイアムレジノイド ５．０

ベルガモット油AB430 １５．０

クマリン ４．０

フタル酸ジエチル ４．３５

ゲラニウム油 ５．００

ハーコリンＤ １２．２５

ガラキソライド（IFF 商品） ３．００
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ラバンジン油 １０．００

α-イソメチルイオノン １２．００

ルースドシェーネユーゴ １．２５

ムスクアンブレツト ３．００

ピメント葉油 １０．００

ロゼンダAB380 １０．００

ローズ-D-オキサイド ０．１５

（特開昭54-107910)

品 名 重量部

12.γ-デカラクトン ５

P-t-ブチルシクロヘキシルアセテート １０

ゲラニルブチレート ５

シトロネリルアセテート １０

ｎ-ヘキシルアセテート ５

ベンジルアセテート ５

メチルヨノン ５

β-ナフトールエチルエーテル ５

フェニルエチルアルコール ２０

ジヒドロミルセノール ２０

テルピノーレン １０

（特開昭61-20557)

品 名 重量部

13.オレンジ油 ３５

ユーカリ油 １５

ターピノレン ５

ジヒドロミルセノール ８

エチレンブラシレート ４

ネロール ８

ターピノール ６

ヘデイオン ４

テトラハイドロリナロール １５

（特開昭60-20557)

品 名 重量部

14.プレゴン ３０

メントール １０

カンフアー １０

メチルサリシレート １０

カルボクロール ３０

ボルニルアセテート １０

（特開平7-133490)
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品 名 重量部

15.エチルバニリン ０．２

イソオイゲノール ５．０

ＬＲＧ２０１ １．２５

ベルガモットAB４３０ ８．０

パチュリ油 ７．０

2-n-ヘプチルシクロペンタノン ０．５

2-イソメチルイオノン ５．０

β-ナフチルメチルエーテル ７．５

P-t-ブチルシクロヘキシルアセテート ４．３

ジエチルフタレート ８．２５

イソノニルホルメート ５．０

ノナンジオール-1,3-ジアセテート ４．０

フェニルエチルフェニルアセテート ５．０

テトラヒドロムゴール ６．０

シトロネラ油 ６．０

グリーンハーバルAB502 １５．０

インドール １．５

ローゼンタAB380 ６．０

サンダロン ４．０

γ-ウンデカラクトン ０．５

（特公昭60-25480)

③製造方法

上記香料及び香料関連物質は、通常実施されている公知の合成、蒸留、水蒸気蒸留ある

いは抽出（極性溶媒、非極性溶媒）、超臨界抽出などの任意の手段を用いて製造される。

（３）特徴

上記の香料及び香料関連物質は、天然由来、若くは従来からフレーバー、フレグランス

の調合素材として使用されているものであって、一般的にその安全性が高いものと考えら

れている。また、マスキング作用（消臭・脱臭・防臭・除臭）と賦香の両方を目的として

農薬・医薬・香粧品・飲食品・雑貨類などに使用することができる。

また、上記の香料及び香料関連物質をマスキング剤（消臭・脱臭・防臭・除臭）として

使用する場合、農薬・医薬・香粧品・飲食品・雑貨類などに使用されている調合香料、あ

るいはその他の添加剤、原料などに対して官能的、あるいは物理・化学的（着色・沈殿・

着濁、酸化・還元、異性化、分解、縮合、重合など）に安定なものを選択する必要がある。

香料の農薬・医薬・香粧品・飲食品・雑貨類などへの賦香は、これらに使用されている

原料臭をマスキングすると同時にその嗜好性を高め、さらには体臭、汗臭あるいはトイレ、

台所、病院などの室内臭、大気中の悪臭をマスキングすることを目的としているものであ

り、マスキングも賦香も本質的に相違するものではない。

従って、これらの香料及び香料関連物質は、以前から上記各種製品などの調合香料の素
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材としてその１種または２種以上を、その嗜好性を考慮して賦香とマスキングの両作用を

目的として一般的には使用されてきたものであり、香料としての使用においてマスキング

作用も同時に発揮していたものであるから、上記作用の発見により調合香料としての使用

が原則として制限されるものではない。
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